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は いじ め に 


jE め に 


東京 1 2 チャ ン ネ ル ( 現 ・ テ レビ 東京 ) に て 「 な つか し の 歌声 」、 日 本 テレ ビ 系 列 に て 「 帰 っ 
て きた 避 衣 曲 」 と いっ た な つ メ ロ 番 組 が テレ ビ で 毎週 放送 され て いた 昭和 4 0 年 代 当時 、 
ラジ オ で も 「 な つ メ ロ 大 行進 ポン 放送 、 共 川 了 行 の 束 放 日本 更 」( 文 人 放送 )、「 わ 
が 青春 の 歌 」( ラ ジオ 関東 ( 現 ・ ア ー ル ・ エ フ ・ ラ ジオ 日本)) な どの な つ メ ロ 番 組 が 放送 
きれ て いた 。 


その 中 で も コア な な つ メ ロフ ァ ン に 愛好 され て いた ラジ オ 番 組 が 「 こ の 歌 あの 人 」 で あ | 
る 。 全国 の コア な な つ メ ロフ ァ ン が 集う 「 な つ メ ロ 埋 好 会 」 の 会 報 に 、 司 会 を 務め で いた 
宇 共 が 番組 の こと を 祝 数 回 寄 笑 し て いる 他 、 聴 取 者 か ら の 感想 も 寄せ られ て いた 。 ゲ ス 
ト に 毎回 様々 な 関係 者 を 呼ん で 庁 を 開き な が ら オ リサ ジ ナ ル の SP レ ュー ド を 流す と いう 番 
組 の スタ イル が 共感 を 呼 た だ か ら で あ ろう 。 


同 番 粗 と な つ メロ 愛好 会 と の 閑 作 性 は 深く 、 宇 井 が 会 報 に 寄 答 し て いた と いう 事実 の 
他 に も 、 会 長 の 田 修二 が ゲス メト 肌 演 (第 6 9 回 ご 7 0 回 、 第 128 回 129 回 、 第 
1 7 9 回 ) し た り 、 番 組 の 中 で 全国 大 会 の 開催 が 宣伝 (第 3 5 6 回 ) され た こと も あっ た 。 
委 者 自身 な つ メ ロ 愛 好 会 に 所 属し て いる が 、 同 番組 を 肝 取 し て いた 時 の 思い 出 を 懐か し く 
剛 か せ て くれ た 会 員 の 方 も 覆 数 いら っ し ゃ っ た 。 


また 、「 戦 後 の “な つ メ ロ ・ プ ブー ム " の 引き 金 役 」「“ な つ メ ロ " 番組 の 第 一 生 」 と 紹介 
れる こと も あっ た 。 番組 終 了 5 か 月 後 の 昭 和 5 2 年 9 月 3 日 付 計 新聞 朝 名 の 都民 版 に レ 
コー ド 誕 生 1 0 0 年 に ちな ん だ 記事 が 掲載 され て いる が 、 以 下 の よう に 紹介 され て いる 。 


戦後 の “な つ メ ロ ・ ブ ー ム "の 引き 金 役 と な っ た の は 、 ラ ジオ 関東 が 、 さ る 四 十 三 
年 月 か ら 放送 を 始め た 三 二分 番組 「 こ の 環 あ の 人 」( 過 一 回 )。 テ レビ の 全 記 時 代 に 
入り 、 衝 坦 化 巻き 返し の た め 、 ヤ ング 志向 に 走っ て いた ラジ オ 界 の 中 で 、 こ の 番組 だ 
け は 中 年 以上 の 聴取 者 を ね ら っ た 。 照 生年 代 の 流行 歌 を 、LP で は な く 、 七 十 人 回 
転 の S P 解 で 流し 、 曲 の 合間 に 、 ス タ ジ オ に 読ん だ 作詞 家 や 作曲 家 に 、 曲 が 生ま れる 
まで の 夏 話 や 、 当 時 の 世相 を 語っ て も ら う 恒 向 だ っ た が 、 こ の 企画 は 大 ヒッ ト 、 毎週 
百 通 を 超え る ファ ン レ ター が くる ほど の 人 気 を 呼び 、 七 年 間 ( 委 者 注 : 実 際 は 九 年 間 ) 
続い た 。 


同じ く 昭 和 5 2 年 1 0 月 2 2 日付 読 新聞 彰 刊 の 都民 版 に お いて も 、 宇 井 只 の こと が 以 
ドド の よう に 紹介 され て いる 。 


宇井 きん は 、“ な つ メ ロ " 番組 の 第 一 号 と し て 、 ラ ジオ 関東 が 、 さ る 四 上 上 三 年 月 か 
ら 放 送 を 開始 し た 「 こ の 歌 あの 人 」 (中 一 回 ) の 司会 者 。 こ の 番組 を きっ か け に 、“ な 
つ メ ロ ・ プ ブー ム " が 起き 、 全 国 各地 に 受 好 会 が で きた が 、( 以 下 後 申 ) 


この よう に 、 照 和 4 0 年 代 の な つ メ ロ プ ブーム の 一 表 を 担っ た と 言え る 当番 組 の 実態 を 記 
錠 と し て 参 す こと は 、 当 談 な つ メ ロ プー ム を 考 宗 す る 上 で 十分 な 意義 が ある と 思わ れる 。 


6 め に 


調 胡 方法 は 、 主 と し て 放送 期間 中 の 各 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に し た 。 特 に 中 部 日 本 
放送 の お 条 直 日 新 聞 と 、 近 放 送 ( 現 ・ 京 者 放送 ) の お 膝元 の 京 者 新聞 に 放送 内 容 が 
多 く 詞 介 され て り 、「3 放送 記録 」 の 情報 の 9 割 以上 が 両 紙面 に よる と ころ と な っ た 。 

また 、 番 申 の 企画 模 成 を 初回 か ら 最 終 回 まで 務め た 本 村 孝 娠 が 制作 し た 『 5 受難 の 世 
代 』 に 捧ぐ る あゝ 肢 s お し の 青春 歌 東光 林太郎 ・ 上 原 敏 名 作 選 』 と いう し P に 系 
27 4 回 まで の 放送 リス ト が 同封 きれ て お り 、 こ ちら も 大 い に 役立っ た 
て は 135 て 137 ペ ー ジ で 解説 し で いる が 、 同 持 物 が 覆 条 な た め 、 前 も っ て 
し て お きた い 。 


① 取 剤 カー ド 及 び 曲 日 解 認 (A 面 (東海 林 大 計 福 ) と 面 (上 原 敏 ) と で 山本 表 ) 

つ 当 談 上 の 約 申込 (関係 者 か ら の 推 本 等 も) 

第 2 7 4 回 まで の 放送 リス ト 

④ 『 わ が 想い 出 と 駄 ご ころ を 語る 不破 の 名 歌手 還 放 太朗 』 カセ ッ ト テ ー プ の 分 
予約 案内 (シン ポ 工 業 式 公社 取 入 役 社長 の 中 計 二 郎 に よる 「 ご あい さき つ 」 太 び 同社 広 
守 宮 全 電 長 の 本 村 導 礁 に よる 「 内 容 紹 介 」 付 き ) 


以上 4 点 が 同 十 物 で ある が 、 以降 本 誌 で 上 記 の 同 持物 に 言及 すす る 隙 は 、「 木 村 才 自 鼻 制 
作 LP 同 持 ⑳」 と いっ た 形 で 記述 する こと と し た い 。 こ の し 了 P 自 体 は 筆者 以前 キネ ッ ト オー 
クタ ショ ン で 落札 し 所 誠 し て いる が 、 同 封 物 は と ② の み で あっ : 対し 、A 氏 が 所 
有 有 し て いる 同じ L PF, ] え ③ と ① も 同封 きれ て いた こと か ら 、 本 恋 作 成 時 
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第 1 回 第 142 回 


支 放送 局 及 び 期 間 文 
放送 局 期間 
ラジ オ 関 東 昭和 43 年 11 月 て 46 年 7 月 
中 部 日 本 放送 昭和 43 年 11 月 46 年 7 月 
近畿 放送 昭和 43 年 12 月 46 年 7 月 


RKB 毎 日 放送 | 昭和 44 年 11 月 46 年 7 月 
RKB 毎 日 放送 は 第 52 回 か ら 放送 


司会 : 宇 井 昇 


放 送 リ スト 凡例 
① サ ブタ イト ル ・ 放 送 回 ② 出 演者 


③ 曲 目 ④ 放 送 概要 

・ 年 月 日 は 、 4 局 の 中 で 一 番 放送 日 時 が 早い ラジ オ 関東 の 放送 日 を 記 
載 。 

・「① サ ブタ イト ル 」 は 木村 孝 即 自費 制作 LP 同 封 ③ に 準拠 。 

・「② 出 演者 」 に は スタ ジオ へ の 出演 者 の み を 記し 、 電 話 で の 出演 者 は 
「④ 放 送 概要 」 に 記述 。 

・「③ 曲 目 」 は 各 新聞 ( 主 に 中 日 新聞 と 京都 新聞 ) の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 
に し た 。 そ の た め 、 放 送 さ れ た すべ て の 曲目 を 細 し て いる わけ で は な 
い 。 ま た 、 放 送 さ れ た 音源 の 歌唱 者 が 明示 され て いる 場合 の み 、 括 弧 書 
き で 歌唱 者 名 を 付 し た 。 

・「④ 放 送 概要 」 は 各 新 聞 ( 主 に 中 日 新聞 と 京都 新聞 ) の ラジ オ 欄 の 記述 
を 元 に し た 。 


了 R48 和 


妥 和 43 年 11 月 1OB 

①「 上原 地 」#1 

② 上 放 二 人 、 斉 也 

@「 道 中洲 伝 則 町 人 生 中 波間 」 

⑯ か つて 活躍 し た 生 宙 上 手 や 作 和 補 人 設 な ビ を ゲス ト に な つか し の メロ ディ ー を 陸 く 。 第 1 回 は 、 か つっ 
ル の 員 層 だ っ た 上 婦 引 の 特集 。 

は 「 町 人 生 中 流下 電気 買 」 な ど 上 原 和 と 組み 一 連 の "人 生 も の "で ヒッ ト を 飛ば し た 誠人 * 邊 

具 各 と 、 上 原 敏 の 本 記 人 ・* 愉 本 度 子 を 拘 き 、 過 ぎし 日 の 上 庫 紋 を 侵 び つつ 対談 、 そ の 間 に 上 原 彼 の デ 

ュー 電導 中 や 「 計 !」 な どの 近 中 も の 、「 人 生 」 や 「 設 上 場所 貢 」 な どの ヒッ ト 昌 を 開く 。 


12 昌 

①「 上 故 」#2 

@ 上 氷 林 人 、 記 田地 

@「 利 軍記 者 」「 上 次 だ より 」「 声 な き 近 和 中 」 

⑬ 上 原信 その 2。 スタ ジオ に は 「 理 人 生 」「 夜 買 」 な ど 一 補 の 人 生 も の の 謗 を 書い た 委 世 
よ と 、 示 人 の 所 本 放 了 を 拘 き 、 上 庫 区 の ビッ ト 前 を 開き な が ら 思 い 出 閑 に ふけ る 。 

史 和 で 量 し た 上 原 人 の 文字 通り 「 記 な き 名 迷 の 友 は 、 ス タ ジ オ の 示 記 人 を 入 し い 友 動 の 

聞 に 人 き 込 み 、 歳 月 を 記 れ た 新しい 也 い 出 で 、 未 詞 人 が 沢 に くれ る と いう 情 示 も 兄 ら れ た 。 


11J2aH 
で 『 デ ィ ッ ク ミ ネ 」 58 
@ デ ィ ク 
③' ダ イナ 」「 上 次 リル 」「 林 槍 の 樹 の 下 で 」 
⑯ 今夜 は ディ クミ ネ 特 集 その 1。 
判例 放 の 時 代 に 、 新 し いり ズム の ジャ ズ を 特 ち 込 み 、 一 を 碧 麻 し た 「 ダ イナ 」 で デビ ュー、 当 時 の 基 
者 た ちの 心 を つか ん だ ディ ッ ク バ ミネ に 、 デビ ュー 当時 の 時 い 出 8 を 語っ て も らい 、 技 の ヒッ ト 邊 を 絡 る 。 
その 他 デ ィ ッ ク ミ ミネ の 名 前 の 由来 や ミネ の ファ ン 居 の 舞 広 さ な ど に つい て も 開く 。 


12 月 

の ディ クミ ネ 」 4 

@ デ ィ ッ ク パネ 

「 人 生 の 交 早 「 夜 逆 の ブルー ス j 誠 人 男 」[ 惑 る の 生後 」 

@ 信 骨 は 、 先 道 に 引き 示 き ディ ッ ク ミ ネネ 特集 その 2.。 今夜 は 主として ディ ッ ク ミ ネ が 引 後 の 思い 出 人 を 語 
か 、 喘 画 出 三 し た 時 の エピ ッ ー ド な ど 共 革 大 を 紹介 する 


12H8H 
は ま 子 」 5 

の @ 波 辺 は ます 

⑨「 い と し あの 時 | 支 務 の 鶴 」 
@ 


和 8 年 ご 4 


PRE 
づ ( 机 巡 は ま チ 」 #6 
②W 辺 は ます 
⑧「 記 の オラ ング 才 ] 
⑨ 和 計 に 引き 続き 大 辺 は ま 子 特集 その 2 

中 国 天 中 の 和 地 を 株 昌 で 獲 行 し た り 「 到 の 夜 只 昌 」 な ど 中 国人 を 区 っ た 遇 が 多い た め 、 下 国人 
で は な いか る と 時 きれ た 婦 は 、 時 6「 半 の オラ ンダ 拓 「 あ v モ シテ ン ル バ の 夜 は 地 け で 」 な ど 、 数 多く の 
ウト 貞 を 生出 し た 。 今 和 は 戦 狼 の 話さ 分 の 台 と 当時 の 台 の 飛 い な ど に つい て 話す 


12Hz2 
大勝 」#7 
@ 還 導 
@' 森 の 小 和 」『 多 の 公 『 灯 めく 吉 」 
⑨ 信 攻 は 往年 の スタ ー 歌 反田 勝信 そ の 1 
遇 44 年 ハワイ で 生ま れ た 反田 は 、 電 戦中 、 そ し て 中 後 教 々 の ヒッ ト 井 を 生 壇上 し た が 、 中 で も 「 林 | 
の 小径! や 「 獲 の 穫 」 は 中 争い う 晴 い 世相 の 中 で 、 人 々 の 心 に 明る い 条 を 与え 、 特 に 「 林 の 小作 は 若い 
女 必 の 心 を つか ん だ 。 こう し た 順 の 思い 出 導 や 兵 芝 と し て 計 才 へ 行っ た 時 の 也 い 田 、 そ れ に 最大 の ヒッ ト 曲 と 
言わ れる 「 夫 めく 呈 座 」 の レコー ディ ング の 思い 出 な ど を 半 く 。 
また 、「 駄 手 に な っ て いな か っ た ら プ ロ 野 球 の 較 手 に な っ て いた 」 と る "時 の 中" 
の 監 任 で あれ ば ! な どの 語る 。 


われ も し 人 


12 有 29 昌 
"反田 護 」 8 
の ② 較 導 
@「 新 野球 小 償 」「 ア ルプ ス の 笑 「 ア ロ ハ 齋 」 
④ 先週 に 引き 締 き 、 田 用 特 集 そ の 2 を 作る 。 
子ども か らき 人 まで 広い 応 に わた っ て 人 気 の あっ た 友田 導 の 思い 出 大 は 、 戦 反 び 引 後 の ファ ン 
所 当時 は 、 信 の グル ー プ ・ サ ウン ズ フ ァ ン の よう な 熱 導 的 ファ ン は 少な か っ た が 、 マ イク や ステ ー ジ を 了 れ 
て で や ファ ン と の つなが り が 絢 く 、 友 寺 き 合い を し た り 、 和 に 相談 し 人 える よう な ファ ン が 多かっ た と いう 。 


昭和 4 年 1 有 H5H 

和泊 太郎 」 きり 

の @ 旧 大分 

@「 氷 城 の 子守 」「 国 姓 の mT」「 時 矯 明 [むら きき 中 

9 今 は 玖 店 失 の 大和 所 、 東 林太郎 を スタ ジオ に 池 え 、「 赤 城 の 子守 や 「 還 才 の 町 」「 時 内 小明 ) が : 
し た 当時 の 世相 を 中 心 に 、 東 海 人 自身 の 思い 遇 戦前 と 財 後 の 流下 の 連 い な ど に つい て 冶 っ て も ら う 。 


1 月 12H 
で 齋 大 氏 10 
の ② 上 海 太 
⑱「 す み だ JN「 ま と 衝 了 名 月 城山 
④ 丈 大刀 和 集 の 2 上 。 
スタ ジオ に 東光 大 を 迎え 、「 胡 と 兵隊 」 ほ か の レコ ー ド を 開き な が ら 、 当 時 の 如 い 出 話 を 庁 っ て も ら う 。 
「 す み だ 川 で 当時 の 大 スタ ー 則 中 細 代 と か け あい の セリ フ を 入れ た 話 、 と 兵 了 ! の 放 作 者 ・ 炎 時 
の 思い 出 、「 名 月 恋 山 』 の 舞台 と な っ た 示 載 山 を 訪れ た 時 の エビ つて ね お き の 思い 出 話 を 紹介 
する 


| 


⑧「 旅 の 夜 風 」「 旧 ン 無い 
69 今週 は 家人 の 第 1 
「 信 か 設 人 を 想わ ぎる 」 の 大 ピット で 一 世 を 質 麻 た 吉島 の セッ ト 曲 に は 「 放 の 夜 」「 新 事 拉 [人 地 格 」[ 
百 大 二 夜 」 な ど 映画 の 主因 革 が 多い 、 上 原 護 、 田 中 綱 人 の コン ビ で 全国 の 女性 の 穫 滅 を し ば っ た 『 生 話 か 
つら 」 を は じ め 、 昭 和 初 其 の 代表 約 ロ ドラ マ の パッ ク に は 、 交 論 見 と を の 夫人 の ミス * コ ロム ビア ( 松 近 ) の 上 
地 が 洲 れ 映画 呈 遇 の 多 力 を り 上 げ で いた 。 
人 夜 は 作 を 李 え て 、 ヒ ッ ト 邊 を 開き な が ら 「 朋 信 か つら 」 圭 箇 込 み 当 時 の 思い 出 な ど を 請 っ て もらう 。 


126H 
( 夫 入 」#12 

の ② 間 人 

@「 押 党 の 双 」( 島 )、「 未 城 し ぐれ 」「 夫 上 ゆる 大 補 」 績 重夫 」 

9 人身 下 特 集 その 2. 

最近 は ちょ っ と し た " 昌 束 ブー ム "。 逆 コ ー ス と か ミリ タリ ズム の 徐 滞 だ な ど と 一 方 で 言わ れ な が ら も 、 生 司 
に と っ て は 青春 時 代 へ の ノスタルジア を 感じ きせ る "な つ メロ "に 変わ り は な い 。 

そこ で 今 人 は 、 紅 の 到 3「 員 党 の 駄 」 を どの レコ ー ド を 開き な が ら 、 彼 が 体験 し た 戦中 の 思い 出 な 
どり 、 電 中 、 夫 後 に 玉 る 世 相 の 移り 変わ り を り 反 ろ 。 


望 2B 
で 本谷 の 9 子 」#19 
9 人 の 9 子 
@『 み シバ タン バ 」「 開 か で よ 生 の 計 穫 を 」「 特 ち ま し ょ う 3「 小 才 休 
⑯ 浅 谷 の り 子 特集 その 1。 
"ブル ー ス の 女 斑 "と し て 、 徐 年 語 界 の 婦 二 な っ た 流 谷 の り 子 の 馬 活 は 、 文字 通り " 赤 党 洗う が ご と 
半 条 の 色 日 で スタ ー ト し た 。 アル バイ ト と し て 探 の モデ を し た の も 、 そ の 下 の こと 。 今 放 は 、 湾 季 と し 
で デビ ュー し た 当時 の 生活 人 間 庶 、 シ ャ ン ツン の 四 、 最 近 の 女性 の 生き 方 な に つい て 開く 。 


2 


①「 谷 の 9 子 」#14 

@ 和 人 の 9 子 

⑧' れ の ブルース 』「 基 芯 れ じ の ブ プルー スコ 

④ 信 夜 "プル ー メ の 女王" 淡 谷 のり 子 特集 の 第 2 放 。 昌 争 の 時 い 影 が 急速 に お び 有 っ た 昭和 12 全 、 深 】 
の り 務 の 下 3 列 れ の ブルーズ 」 が 共に 出 、 こ の 後 の 「 南 の ブル ー ス 」 と と も に 大 ビッ ト し て "ブルース の 女王 " 
導 生 し た 

メタ ジオ で の 淡 谷 の り 子 の 新 は 、 喘 込み の 思い 出 と と も に "ウタ 最 争 "に 及び 、 最 近 の 若い 歌 平 は ス 

ター に な る こと 、 ウ ケ る こと ば かり 考え て いる と ころ に 問題 が ある と 宙 告 する 。 


昌和 44 


2 月 1e 


一 華 あき チ 」 ま 15 
の @ 泉 あき 子 
@ 新 獲 所 時 屋根 の 下 自 半 の 台 」 春 よい づこ 別れ て も 」 


(9 一生 あき 子 特集 その 1。 
豆 全 の り 了 、 流 辺 は ま 子 ら と と も に 、 埋 前 か ら 電 後に か け て 到 昌 を 惑 い 交 けけ て きた 二 工 あき 子 の 生体 


験 は 、 そ の まま 礁 の 心 に 歌い 込ま れ 、 但 か な 表現 を 伴っ た 友 只 力 は 、 各 語 独 の トッ プス ター と し で の 地位 を 議 


ちな か っ た 
今夜 は スタ ジオ に 彼女 を 凶 え 、 則 前 か ら 由 約 に か け て の 吾 生 活 を 角 り 返っ て も らい な が 5「 導 究 拭 「 邊 


則り! な どの ヒット 曲 を レコ ー ド で 開く 。 


あき 
@「 大 名 の ワル ツ 』「 夜 の プラ ント ホー ム 」 


9 今夜 は 祭 あ き 子 特集 その 
北 の 放 記し た 世相 の 中 で 、 人 々 に うる お いと 大 まし を 上 え で くれ た の が 流行 二 楽 あき 子 の 麗 う 「 水 


全 の ワル ツ 」 や 「 恋 の 節 味 光 共 」 な ども 、 ラ ジオ を 通じ て 全国 に 大 ヒッ ト し た 。 
一 穫 あ き 子 の 思い 出合 は 、 モ ン 次 で ステ ー ジ に 立っ た 導 中 後 の 頃 に 始 り 、 信 な お シャ ン ツ ン な ど に 


間 和 を 燃やし 、 フ ラン ス 紹 を 角 導 中 と いう 近況 まで 貞 味 い 閣 が 尽き な い 。 


衣 2 
時 *17 

IRIS 

人 「 島 の 船 貞 別れ 第 大 利根 月 夜 上 [ 梅 と 兵隊 」 


(⑲ 四散 天 和 集 の 第 1 
人 夜 は 、6 眠 まで 人 替 の 松坂 で 妃 ご し た 後 大阪 に 出 で T 衝 公 す る な ど : 


に ま 


人 の 頃 の エビ ツー! 


る 
夜 芝 げ する こと 6 回 、 小 学校 8 年 半 し か な い 学歴 、 そ うし た 失 音 の 生活 が 、 後 の 梓 の 情 菩 ある 歌い 方 に あら 


われ で いる 


Ei 
『 箇 員 義 秦 」 18 
の ② 還 昌夫 
@「 か よい 交 委 有 ち 」 
人 9 則夫 特集 を の 2。 
「 オ ナス! の あい きつ で 級 し まれ た "バタ や ん こと 山 欠 の 宇 泰 時 代 は まさ に 苦 導 の 導 故地 公 
じ ま り 、 機 学校 に 通っ た り 、 夜 授 げ を 6 回 も し た り …… こ れ ら の 苦労 が 後 の 條 の 本 大 か な 中 法 に 活か され 


EN 
人 礁 は こう し た 近 の 時 代 の 思い 出 最 前 弥 で の 革 剛 の 話 な ど を 通 め な が ら 、 ヒ ッ ト 申 を 人 く 。 


7 


了 R4 和 


3 月 1eB 
"本 内 一 」 ま 19 
の ② 介 本 全 一 
@「 省 化 の 吸 は や さき し 」「 衣 」「 モ ン パ リリ 肌 に 吸え ば 法界 坊 上 ベア ね を ちゃ ん 」「 マ イメ プル ー・ 
スプ ン 」 
@ 信 移 は 本 一 和 集 その 1。 
本 入 一 を ゲス ト に 、 思 い 出 り ヒット 曲 と 、 それ に まつ わる エピ ツー ド を 紹介 する 。 
友 能 生 営 45 年 、 ま ず 小 学校 時 代 の 思い 出 と し て 、 人 を 笑わ せる 才能 が この 頃 か ら あっ た と いう 話 。 それ に 
疲 宮 オペ ラ 華 や かなり し 頃 、 サ トウ ー ハ チロ ー と ェ ノ ケン だ け は 、 商人 近 の 和食 も 所 け て 通っ た と いう 放 な ど 
か ら 、 当 時 の 濾 草 現代 の 波間 を 時 較 す る 。 


3 月 23H 
で 林 本 他 一 」 ま #20 
の ② 個 本 全 
"和光 」「 モ ン パリ 「 硬 に 頃 え ば 」 
9 信介 本 特集 その 2。 
能生 洛 45 年 … 没 年 で デビ ュー し て 上 "日 本 の 友 上 "と し て 万 人 に 打 し まれ て きた エ ノ ケ ン の 揚 、 
メ テ ー ジ に は 、 革 の 年 が 刻ま れ た 味 が ある 。 
傘 は スタ ジオ に エ ノ タ ン を 河 え 、45 年 の 芸能 生 后 を 拓 り 反り ビ ッ ト 電 を 閉 き な が ら 、 芸 能 外人 、 現 在 、 
音 拉 を 語っ て も 5 う 。 


明 ao 
地球 」*21 
@ 小 畑 
@ 拓 月 衣 IL「 滴 委 の 邊 格 i 原 の 駅 よさ よう な ら 」 
(⑲ 小 実 特 集 の 第 1 人 
区 の 人 座 し た 世相 の 中 で 、 小 畑 実 の 台 》 因 る い 玖 声 は 人 々 に や すら ぎ と 明る さ を 取 り 誠 し て くれ た 」 
この ベテラン 後 ソト 実 が 最近 「 引 太 錠 いつ 鑑 ち 」 で カム パッ ク し た が 、 今 族 は スタ ジオ に 小 誠 宏 を 天 え 、 
カバ ンク 共 、 間 楽座 に つい て 大 い に 語っ て もら う 。 


4 上 
(が 畑 実 」#22 
の 小 理 和 
@「 小 拓 剛 の 台 呈 影 の 小径 長崎 の ザ ポン 売り 」「 和 大 郎 いつ る 」 
⑨ 小吉 特集 の 第 2 回 
アルカ で の 生活 を 通じ で 「 日 本 に は お と な の 台 が 少な すぎ る 」 と 実 屋 た 小 電 家 は 、 こ の は ほど 「 衝 太郎 いつ 
生 る ! の 新 申 を レコ ー ド に 吹込 ん で カム バック 。 
に れ を きっ か け に 、 も う 一人 小畑 容 が スタ ー ト する 。 これ か ら も "お と な の 到 “ を どん どん 克 っ て 行き た い 」 と | 
折 抽 を 富 8。 
新曲 好い つ 圭 る 」 は 、 長 谷川 一 の 振付 で 交 9 の 曲 に も な っ て いる が 、 小 押 と 長谷 川 の 交 旭 係 
は 小畑 実 裕 の ヒッ ト 曲 [小間 表 の 双 」 か ら [ は じ ま る 思い 出 郊 と な つか し い 馬 を 胃 く 。 


天 


昌和 44 


4 月 18B 
(中 肝要 」 き 2 
の @ 小 中 大 
⑧「 肌 の 」「 宮 京 
9 今夜 は 小 有 特集 その 1。 
下 在 、 弄 で は ミリ オン ・ セ ラー と 呼ば れる 邊 万 衝 が 大 セッ ト の 日 補 と きれ で いる が 、 日 本 の 琴 中 上 空前 
後 と 言わ れる 志 掴 は 、 昭 和 8 年 に 小明 肝 太 記 三 放 一 が 吹き 込ん だ 「 東 難 」。 
その レコ ー ド 売り 上 げ 入 数 280 万 改 と いう こと で あっ た 。 
人 物 は ス タ ジ オ に 騰 太 記 を 迎え 、 三 記 一 と 電 対 凍 を 交え な が ら 思 い 出 語 を 疫 く 。 


Hzoh 
①「 下 B」 24 
の @ 小 硫 
@「 紀 の 大 妥 お けさ 」「 本 珂 ば や し 」 
@ 小明 時 大 鍵 集 そ の 2。 

大 島 三原 山 で の 投 友和 条 が 舞い だ 項 、 こ の 員 い ムー ド を な くす た め に 吹き 込ん だ 「 大 島 お けさ 」 が 自 委 
に な っ た こと 、 帳 揚 へ 夫 を 送る 変 の 気 持ち を 遇 い 込 ん だ 「 明 日 は ね お 立ち か 」 が 剛 地 で 拓 
を 勝 凶 が 語る 。 


@「 交 は 所 が 決 昌 か 」 

⑲⑩ 今夜 は 、 胡 年 語 外 の 座 に 苦 語 し て きた 導 山 一 和 信 の 第 1 回 。 
上 本 の 帯電 を 栖 り 反 っ て まず 津 か ぶ の が 、 大 外 、 座 帆 一郎 の コン ビ に よる 雪 々 の ヒッ ト 曲 だ 。 そし 
で 30 邊 近く に 太 ぶ 中 一 和 の 胡 い 克 手 生活 は 特集 され る も の が ある 。 連 る い 導出 の 駄 記 は 邊 争 を は さん で 、 
上 本 回 中 の 人 に や すら まや 甘 ま し を えて きた 
人 は 往年 の ビッ ト 電 を 開き な が ら 、 デビ ュー 当時 の 思い 出 な ど を 開く 。 


ョ 4 日 
① 山 到 」 ま 26 

加 条 山 記 

@「 至 い 山 有三 B 月 遇 中 其 き 東京 」 


⑨ 信和 は 森山 一 記 和 集 第 2 
電 毅 、 々 の 大 ビット を 落 ば し た 座 山 は 、 一 時 戦死 し た と 伝え られ て いた が 、 終 戦後 まもなく 倫 員 し 、 昭 和 
三 上 月 凌 」 で カム バッ ク し た - 

人 け 野原 の 東京 に 本 尋 の 間 を 放し て 吹 っ た の が 「 き 東京 」、 そ し て 終 後 の 上 脱し た 国民 に 時 る さ を 
取り 戻し て くれ た 映画 「 育 い 山脈 」 ど 大 ヒッ ト が 寺 く , この 項 の 一 秋 思い 出 湊 い 到 が 「 長 培 の 引 」。 この 
ジ で 約 う た びに 、 自 ら 原理 定 に も か か わら ず 、 数 白人 の 虹 者 を 校 っ た 水井 居士 の こと が 人 ば れ 、 い 
が 浴 か ん で くる と いう 。 


Hu 

"人 麻 久 男 」 ま 27 

の ② 人 の 益 久 

@「 間 原 の 旅 区 「 白 聞 の 双 お 肥大 色 計 に 折る 」 

⑬ 伊 半 特 集 そ の 1。 
今 は な く な っ た が 、 全 座 久 男 が デビ ュー し た 時 の リー ガル 角 の 話 か ら [高原 の 旅 」 の 也 い 出 放 を 導く 。 ま 
た 、 戦時 中 天職 は も ちろ ん 一 般 の 人 に も 的 われ 、 圭 えも 作ら れ た | ほど ビッ ト し た 「 放 に 祈る 」 の 思い 上 と し て 、 
奏 で の 生活 の 話 を <。 


了 RM4 和 


Ei 
人 呆 久 男 」 8 
の ② 全 訂 久 男 
@' 若 の 名 は 」「 イ ロマ ン テ の 夜 】「 山 の けり むり 」 
9 條 久男 和 像 の 第 2 回 
侵 座 久 電 と いえ ば 、 す ぐ 「 イ ロマ ン テ の 夜 」 と 言わ れる ほど 、 田 性 的 な 力強い 歌 中 で 大 セッ ト を 葉 ば し た が 、 
本 人 は 「 イ ヨ マ ン テ の 夜 ! よ り tb「 告 り 名 は 』「 山 の け むり の よう な ムー ド の ある 曲 の 方 が 灯 き だ と いう 。 
信 の = ッ ト 前 と と も に 「 攻 の 名 は 」 に まつ わる 思い 出 を 間 く 。 


5 月 25B 
"病人 」 ま 29 
@ 財 木 世 
@「 朝 は どこ か ら 」「 白 い プ 花 の 6 く 項 上 [あこ が れ の 全便 
⑬ 條 は 剛志 特 集 その 1。 

荒廃 た 比 の 世相 に さわ や か な 明る き を えて くれ た 岡林 伝 が 隆 の 道 へ 入っ た の は 全く の 
抽 交 か ら 。 中学 時 代 か ら ア ナウ ン サー を 記 望 し て いた 狼 は 、NHIK の アナ ウン サー 試験 を 受け た が 不 人格 、 気 
計ら し に 映画 で も と 、 試 験 に ち た その 正 で 日 貞 へ 出かけ た が 、 ス テー ジ に 立っ で いた 全 座 男 の を 聞い 
て 大 突 に 碑 、 革 王 に な る こと を 直し た と いう 。 


BB 
『 病 本 芝 」#80 
の ② 同 本 
"人 の 双 』「 チ ャ ペル の 短 」「 ビ レネ ェ の 山 の 男 | 
④ 今夜 は 本 覆 特集 その 2。 
「 責 は どこ か ら 」「 白 い 花 の 5 く 順 」 な ど 、 一 寂 の ラジ オ 放 直 で 荒 し た 戦後 の 世相 に 明る さ を 取り 戻し で くれ 
た 則 本 二 は 括り 物好き 。 
こう し た 司 味 と 歌 と が 一致 し て 邊 の 双 う 曲 に は [あこ が れ の 外人 自転 還 「 高 原 列 和 は 行く 」 な ど 
更 り 的 を テーマ に し た も の が 多く 、 最 近 で は 宇宙 ロケ ッ ト の 天 も 葬っ て いる 。 
人 夜 は スタ ジオ に 問 本 所 を 迎え 、 条 り 物 の 純 び つき を 始め 、 色 々 な エピ ソー ド を 紹介 する 。 


Bs 


"調和 子 」 31 
の 災 枝 
⑧「 育 析 「 紅 重 泰 | 還 の 奏 「 小 山 の 諾 「 南 の 花 迷 きん 」 
⑨⑲ "映画 スタ ー" 田 性 の 第 一 が 田 浴 吉 なら 、 女 性 の 第 一 は 高校 子 で ある 。 最初 の レコ ー ド 中 
込み 「 特 」 が 也 和 13 生 と いう か ら 、 デ ビュ ー 来 0 年 
人 夜 は スタ ジオ に 高校 子 を 河 え 、 
を 還 <、 そ の 入 1EI。 
了 和 15 年 に 吹込 ん だ 「 滑 昨 の 容 』 が " 約 " と いう 理由 で 軍部 か ら に ら まれ 、 発 村 止 に な っ た も の の 、 ピ ルン 
玉 守 が この 下 を 天変 に 入り 、 こ の た め 東条 間 か ら 呼び 出し を 受け て 、 モン ベ 湊 で 上 っ た 話 な 


、 了 ほ き れ た エピ ッ ー ド の 族 々 


4 


LU 


15 
(調和 枝 子 」 #82| 
の ② 間 枝 子 

@' 恒 し の ブル ー ス 」 


69 高校 特集 の その 2 
肖 「 彼 沈 」 を は じ め 数 多く の メロ ドラ マ の ロイ ン を 光 " 押 交 の 女王 "と し て の 地代 を め た 高峰 三 入 | 
は "本 PA 韻 メ ター" と し で も 大 享 、 終 戦後 も ( 極 し の ブル ー ス 』 情 報 の ルン バ 」 な どの ヒッ ト 曲 を 生み 出し た 。 
し か し その 公記 が 出 な く な っ た た め 、 遇 放 界 を 引退 し た 形 だ っ た が 、 今 で は 大 中 的 に カム バッ ク 、 今 年 の 9 

月 に は 初 の リサ イタ ル も 予定 され て いる 。 


BoH 
①「 遇 天 」#98 
の 同時 た 
@「 東 京 の 花 人 上 所 の 売 9 多 中 の 昌 」「 浴 シャ ン ツン 」 
⑨ 地 な リー ゼン ト ・ ス タイ ル で 杉 大 と 現れ 、 混 た 終戦 後 の 芽 相 に 明る き を えた 義夫 特集 を の 1。 

東京 上 野 の デパ ー ト の 店 員 だ っ た 韻 崎 夫 が 駄 字 の 道 に 入っ た の は 全く の 條 結 か ら 。 た また ま 往 先 の 近 
当時 流し を し て いた 作 男 家 ・ 上 朱 げ ん と が 引っ 越し て きた の が 第 一 の 住 。 そし て 上 原 げ ん と と コン ビ を 
た 人 が 病気 で 制 : ん た よい う 第 二 の が 齋 な っ て 、 晴 界 に 入っ た 。 同 は その 後 、 上 と コン ビ を 組 
ん だ 有 形 で 、 六 和信 の 払い 下げ の イキ な ジャ ン パ ー、 リ ー ゼ ント スタ イル で い まく り 、 各 地 の ステ ー ジ で 絶大 
な 人 気 を 情 し た 

人 夜 は スタ ジオ に 病 量 夫 を 迎え で 、 ヒ ッ ト 則 と と も に 思い 出 放 を 了 く 。 


明 29 
で 『 彰 量 天 」#94 
の ② 同 時 
⑳「 員 < な 小嶋 | 半 い た か っ た せ ぜ 」「 あ こ が れ の ハワイ 人 
⑳ 較 了 夫 特集 の 2 回 
回 きえ ば マ ド ロ スス タイ ル を 思い 出す が 、 こ れ は デビ ュー 修 、 自 分 の 到 に 行き 圭 ま り を 感じ た 岡 が 、 細 補 に 
より こせ の に どう し た ら よ いか を 考え 、 放 台 で その 時 に 合っ た 衣 状 を 着る こと を 考え つき 実行 し た の が 始ま り 。 
人 で こそ 用 向 を 散ら し た 胡 披 で 寄 氏 や 在 道 か ら 星 が 出 る の は 当たり 前 だ が 、 当 時 と し て は 新しい 哉 み と し て 
っ た 。 その 頃 の セッ ト 曲 を く 。 


? 有 He 
で ①「 訂 大 郎 」 を 3 
の ② 旧 大 分 
@「 示 天子 守 昌 「 還 太 の 町 』「 名 月 赤城 山 」 
9 信 座 は 、 な つ メロ < ファ ン の 庄 便 的 な サク エス ト に こたえ て 、 東 株 太郎 が 登場 する 
今年 の 2 月 に この 天 組 に 出 奉 し た 東 誠 郎 の 話 を 問い て 、『 人 生 経 験 天 か な 話 に | 
交 が 春信 化 も 生生 け で は し いと いう 潤 太 寄 せら れ て いる 。 
な お 、 下 部 日本 放送 で は この 日 、 申 日 対 了 神 典 の ナイ ター 中 が 幼 ま れ て いた が 、 由 天 中 止 と な っ た た め 
軸 番 組 と し て 秋 送 れ た 。 


汰 し た 」 と いっ た 導 


生 


了 4 和 


7 月 1aB 
打算 符 」 ま 36 
② 内 人 、 橋 本 一 郎 、 剛 大 作 | 
@「 回 迷 の 町 』「 む らき き 小明 江東 町 人 本 」 
69 昭和 の は じ め 、 多 く の ヒ ッ ト 井 を 作 遇 し た * 困 部 直 寺 人. 
人 生 の を 華 っ た 「 国 の 町 」 な ど を 作 前 し た 還 部 武 礁 は 、" 流 し "出身 の 悪 作 画家 の ひと り 。 の 
は じ め 、 得 ギター を 持っ て 銀 計 一 整流 し て 歩き 、 自 分 が 作曲 し た 玖 を リク エスト する 狂 に 出会う に 、 痢 ん で 
お 金 を 受け 取ら な か っ た と いう 。 
人 夜 は スタ ジオ に 未亡人 の 人 重子 、 そ し て 人 一生 に " 深 " を し て いた 軸 大 作 ( 政 ・ 作 昌 家 ) を ゲス ト に 好 え 、 
斑 人 を 仙 0 


2 月 20B 
和夫 」 ま 37 
の ② 傘 田 まき と | 
@「 道 中 」「 革 町 の 人 道 中 」 
@ 昭和 の は じ め 数 多く の ヒット 曲 を 作 重 た 導 ・ 四 武信 の その 2 
「 窟 道中 (竹中 」 な ど "道中 も の "を は じ め 多 く の ビ ッ ト 昌 を 作曲 し た 困 人 堆 は 教 々 の 寿行 の 持ち 
人 疫 キ ス タ ジ オ に 和 人 と 打 し か っ た 作詞 家 の 放 田 まさ と を 近 え 、 ヒ ッ ト 井 を 陸 き な が ら 賠 半 を. な 。 


zz7B 

中山 半 半 」 馬 88 

の ② 礎 一 

失意 の め の め 』「 紙 吉 の 間 で る で る 幼 主 』「 東 京 行 上 』「 座 の 本 「 東 斉明 

⑨ “お 欠 特 集 "の きょう は 、 作 井 家 の 四則 平 を 像 び 、 な つか し の ヒッ トト メロ ディ ー を 、 の SP レ コー| 
数 を の ピット 申 を 作 っ た 中 山 和平 で め る が 、 そ れ だ け に 作曲 中 の 能 度 は 湿 し か っ た と いう 。 作曲 
に 入る こと も 評 き 大変 な 苦し 方 で 、 一 昌一 曲 を 作っ て いっ た 。 その 半面 、 外 の 人 に 対し て は 温厚 な 人 と し 
で の 印象 が 列 か っ た そう で ある 。 
ゲスト に 、 落 品 レ テー ド の 保存 日 本 一 言わ れる 詳 給 家 ・ 作 家 の 森 一 世 を 招き 、 昔 その まま の SP レ 
ニー ド を か け な が 5、 思 い 出 の = ピ ソ ツー ド で 往時 を 便 。 寺 凍 の め の め 」「 穫 恒 の 」「 氏 の ] ほ か 、 
いす 中 共 し い レコ ー ド を 較 く 。 


BSH 

山村 」 ま 89 

の 導 一 紀 

@ 放 児 記 (中 山 和平)、「 放 行革 只 子 「 滑 シ ャ ン ツ ン ゴ 放 当 の 洪 」「 猟 を お さめ て 」 

9 麗 " 中 由 和 和 貸 その 2。 ゲ メト の 作曲 訂 一 の 所 有する 示 レ コー ド を 聞き な が ら 、 そ の 遇 に まつ わる 
エピ ッ ー ド で つづ っ て いく 

まず ザー 日 は 、 中 山 和 平馬 うと ころ の [中 三味線 は 才 ・ 遇 友 い う 全 く 珍し い レ コー ド を 較 く 。 

また 、Ht 部 の ケー ブル 打 と も し は 、 用 の 息 い の 灯 と も す "と 歌わ れ た 「 京 行人 上 」 や 「 菩 子 」 硝 
シャ ン ツン 」 な ど 、 京 都 に まつ わる 曲 も 間 く 。 


旬 


昌和 44 


8 月 1OB 
で 齋 報 々 40| 
@ き 原作 々 
" 恒 れ は 三 に 乗っ て 」 ッ CS は 流 中 共 必 」 連 和 租 の 吸 」「 月 が と っ て も 育 いか ら 」 
9 都 々 子 特集 その 1。 
春原 飾 言わ れ て 時 後 の 衝 基 に 、 独 特 の バイ プレ ーション 中 計 で 昌 に セン セー ショ ン を 走 こ し た 
原 才 々 子 は 昭和"2 年 到 森 の 生ま 。 少女 時 代 た こと も ある と いう 。 また 令 女 
の 人 は 作家 の 典明 で 、「 パ パ は 中 」 や 月 が と っ で も 育 い か ら 」 な ど 彼 失 の た め の 画 も 作っ て いる 。 
人 夜 は スタ ジオ に 葵 原 都 々 了 を 字 え 、「 憶 れ は 員 車 に 渡 っ て 」「 連 絡 般 の 昌 」 な どの ヒッ ト 曲 を 関 き な が ら 届 
い 則 話 を 開く 。 


BI7H 
① 箇 中 41 
人 山 人 、 四 字 
@「 侍 = ッ ポン 」「 ル ン ペン 節 天国 に 結 』「 折 万 人 合 』「 了 細 」 
⑨ 人 は で き 侍 山 の 特集 。 
今生 き で いた ら 66 此 と いう 季 員 碑 は 、 声 の 時 ち 主 で ある と 同時 に 訂 殊 の 名 人 だ っ た と も 言わ れ 、 信昌 の 
マズ コミ 時 代 に は ふさ わし い 人 韻 と 言え る 。 彼 は また カツ レツ が 大 好き で 物販 児 と いう あだ名 が つけ られ た 
P。 
ダス ト に 夫人 の 仙山 ひさ子 と 、 東京 学校 で 同 攻 生 か つ ビ クタ ー で も 同人 で あっ た 声楽 補 の 四 宛 
を 理 え 、 笛 山 の 人 と な り を 人 な また 、 値 山 の SP レ ー ド を 開き 、 そ の 放線 に つい て も 半 く 。 


明 24H 

① 物 放 了 特集 42 

@ 

@ 基 し 」( 二 村 定 一 )、「 サ ー カ ス の 唄 (人 、「 人 人生 貞 場 の 地平)( 委 天 ) 、 
[上海 り の リル 」( 当 村 謗 )、「 東 京 シャ ー シ ャ イン ポー イ 」( 時 ケル) 

@ 人 夜 は 物 人 特集 で 、 き 信二 の スタ ー 短 考 の レコ ー ド を 関 き 、 在 り し 日 の 志 を 人 

まず 、 舞 台 で の 他 度 は 一 級 品 上り 畠 が つけ られ て いた 二村 定 一 の 「 基 恋し 」、 信 か ら 41 年 靖 り 曲 と し て は 

大 変 モ ダン な 奄 で 区 わ れ て いる 。 続い て は 松平 基 の 「 サ ー カ ス の 朱 」。 芸大 田 の 彼 は 、 し っ か り し た 馬 い 放 
で 吉 々 の ヒッ ト を 飛ば し た 。 同じ く 学校 から 人 放 きれ た 内 入 夫 の [人生 上 場 』 と 「 の 地 珠 」、 そ の は か 津村 
、 衝 戦 当時 し て は 踊り の 取 い 方 で 人 気 を 星 ん だ 内 テル 子 の 歌 を 間 く 。 


ga 
で 匠 孝 * 子 #43 
の @ 間 大 都 々 子 
@「 江 の 序 キ レジー」「 広 東 エ レジ ー リ 佐和 ヶ 放 エレ ジー 北上 夜間 
⑯ 原 都 々 子 特集 その 2. 
多く < の エレ ジー を 欧 っ て エレ ジー 取手 と 言わ れ た 攻 折 々 子 を スタ クジ 


叶 、 当 時 の エレ ジー 談義 を 
る 


氷 人 流 の 隊 、 夫 に 死な れ て 自殺 を し よう と 思い 立っ た 子供 達 れ の 母親 が 、 伝 女 の 台 う 「 広 東 エ レジ ー」 を 
婦 い て 騙 れ 、 朋 和 を 思 いと ど ま っ て お 礼 に た な ど 、 エピソード が 交 介 され る 。 


由 


了 和 4 


grB 

放 太 人 ま 44 

の ② 上 洒 太 包 

@「 お 和 恋 」「 す み だ 「 朋 形 平 大 の 明 」 

6⑲ 第 35 回 に 続い て 、 取 者 の アン コー ル に 応え て 東 海 林太郎 が 和則 浅 し 、 思 い 出 の 王 を 区 う と と も に 、 当 時 
の = エピ ツ ー ド を 絡 介 る. な お 、 折 放送 で は 第 95 回 を 9 月 28 日 、 こ の 第 44 加 を 9 月 0 日 に 拓 送 し て いる た 
め 、2 介 続け で の 訂 特集 を な っ て いる (| 地 城間 時 リス ト 」 多 | 

東光 は 独特 の ボ 相 立 の 宏 雷 で マイ ク に 阿 か う が 、 そ の 他 度 は 現在 の 時 に は 見 られ な い 計 実 

き を 攻 じ きせ で いる 。 また 、 光 林 は 折 析 の 天児 と 言わ れ 、 公 が 性 な ら オリ ン ピ ッ ク の 体 拉 の 間 手 に な っ て い 
た か も し れ な いとい う 癌 な ど 、 悦 れ た テ ビ ソー ド を 紹介 する 。 


FIPII 


近江 人 人 45 
の @ 近 江 代 p 

⑧「 油 の 町 エレ ジー」「 山 小 信 の 条南 の 半 」 
@ 今夜 は 近江 人 特集 の その 1。 


プレ ー ヤ ー が 120 万 | 
し か な か つた 引 後 で わり な が ら 、 実 に 400 万 枚 の レニ ー| 
人 族 は スタ ジオ に 近江 人 部 を 多 え 、 な つか し の ヒッ ト 曲 を 開き な が ら 、 当 時 の 思い 出 績 に 花 を 0R か せる 。 


BPII 
近江 人 #46 
@ 近 江 公 O 
の @( 湯 の 町 エレ ジー」「 湖 の 果物 放 潤 の 果 月夜 混 の 町 容 昌 
(⑨ 近江 人 特集 の その 2。 
昭和 23 征 に 吹き 込ん だ 「 泊 の 町 エレ ジー」 の 村 的 ヒッ ト は 、 水 気分 どこ で は な か っ た 当時 の 人 々 に 
* 湯 の 細 " に 対す る 明る い 肖 束 を 呼 び 居 し た 。 
今夜 は スタ ジオ に 近江 人 部 を 列 え 、 な つか し い ヒ ッ ト 井 を 開き な が ら 当時 の 思い 出 語 を 開く 。 


928H 
OO 人 平 矢 *47 
折田 和 子 、 敵 辺 給 
@『 多 本 | サー カス の 中 日 は 衝 ち て 」 
③ 今夜 は 、 友 者 の 圧 全 約 リク ェ スト に こたえ て で 、 生 水 の 美 と 美 有 で 一 世 を 支配 し た 松平 を 特集 し 、 な つ 
か し の メロ ディ ー を 聞き な が ら 太 人 を 志水 。 
ゲス ト に は 栓 平間 家田 和 和 子 と 、 当 時 信平 児 同 じ 楽 革 で デュ ー デ ィ オン を い て いた 江 辺 和 。 
そし で 邊 才 代表 と し て 替 骨 な ファ ン だ っ た 大 阪 の 井上 三 夫 が 電話 で 加 二 る 。 


10H5 
Os 平 具 48 
② 福 由 和 末 子 、 誤 巡 給 
@「 花 言 集 の 初恋 日記 
④ 先週 に 3 ば 続き 生来 の 美声 と 疾 得 で 一 世 を 峰 褒 し た 松平 移 の アン コー ル 特 集 そ の 2。 
上 の 箇条 子 、 反 平 上 の 間 楽 友達 の 説 巡 和 を 迎え 麗人 の 思い 出 大 に 花 を 咲か せな が 
5 人 な つか し の メロ ディ ー を 較 く 。 

末子 は 「 父 の よう な 悪い の 中 二 は その 後 民 れ て いな い 。 多 の よう な 勤 い 方 の 天子 の た め 作曲 し た い 。」 
と 本 


4 


LU 


19 有 12 
灯 穫 天 #49 
の ② 則 人 
⑧' 人 生 彰 坦 「 計 の 地平 線 「 自 い の 中 
9 陳 双 莉 の リク エス ト に 応え で 、 今 は どき 本 本 夫 の 特 集 を 送る 。 
昭和 人" 学 間 の 氏 二 化 " を めぐ っ て 上 野 の 在学 校 か 5 人 の 学生 が 凡 させ られ 
その 3 人 と は 和夫 、 高 東大 、 そ し て 下條 基 作 本務 の 古 男 信 。 こ れ を 1 つの 大 き な 途 と 
し で 、3 人 それ ぞ れ の 人 生前 場 を 振 り 近 る 。 


1o 有 ie 

① 人 記 人 9 ク ェ ス ト #50 

@ 村 孝昌 

@ 旅 の 由 (導電) 、「 家 道中 (上 克 )、「 支 狐 の ( 流 辺 は ま 子 )、「 誠 道中 ( 由 林 太 分 ) 

50 回 誠人 特集 し て 、 今 まで に 聴取 者 か ら 知 せ られ た 便り を 紹介 し な が ら 、 な つ メ ロフ ァ ン の リク エス ト に 上 
える 。 特 に 人 回 は すべ て 原盤 の レコ ー ド を 信用 し て いる 。 


1oHze 
づ ー 肝 作 記 人 リク ェ メト #51 
の ② 本 | 
⑳「 人 (平和 )、「 基 時 の ( 高 三 校 子 )」、「 か えり 絶 中 巡 く な 小間 
④ 人 は り クエ スト 特集 の 第 9. 

取 は 革 に つれ 、 庄 は 感 に つれ …。 一 曲 の 行 歌 に は 人 きま ざま の 隔 折 や 思い 出 が ある も の 
な つか し の ビット" メロ ディ ー と を の 曲 に まつ わる 世 取 者 の 便り を 境 り 込ん で 、80 分 を 衝 る 。 レコ ー ド は 、 特 に 
ファ ン の 記 に 応え て 、 応 筑 の SP レ コー ド で 寺 を 雪 な ぶ 。 


Hz 
座 四 まき と な 52 
② 座 まき と | 
誠道 中 (大人 「 お 也 東 人 )、「 明 答 一代 女 の 昌 」( 代 三 )、 不 明 (上 放 ) 
⑬ 昭和 4 年 、 当 時 大 流行 し た 「 婦 給 の 員 ! の 向こう を は っ て 、「 ウ エー トレ ス の 吊 」 を デビ ュー 上 曲 と し て 8 人 の 者 者 
に 肌 た 。 
1 人 は 作 調 家 の 鹿田 まき と 、 も う 1 人 は 作 間 の 軍 義 、 そ し て 林家 交 子 。 
今夜 は この 3 人 の 中 か ら この 抽 40 年 の 座 田 まさ と に スポッ ト を 当て 、 和 の 作 記 し た 4 下 画 の 中 か ら リク エス ト 
の 多い 則 を 原 角 の SP レ コー ド で 関 く 。 


1iHleH 

誠 四 まき と な 53 

の ② 座 ま と 

@' 江 (上 折 艇 )、「 表 と 氏 隊 (東海 人 、「 所 人 中 」 

9 先頭 に 引き 続き 、 博 報 の 詩人 ・ 雇 田 まき と を スタ ジオ に 地 え て 、 彼 の 人 人" や くぎ も の シリ ー ズ "を 放 毅 で 聞く 。 
訂 田 は 昭和 12 年 、 赦 ・ 上 泰和 ("中 式 ( 作 ) と の 名 コン ピ で や や くぎ の 攻 失 を 贅 い 上 げた 区 人 
を は に 送っ た が 、 当 時 の = ヒル な 世相 を 反映 し 大 ヒッ ト と な っ た 。 


由 


了 RM4 和 


1 月 
で 誠 四 まき と な 54 
の 休ま と | 
@「 補 道中 」「 打 中 当地 明石 町 大 利 和 有 夜 1 競 の 
9 昭和 4 年 、 作 祝 補 と し て 作 に 出 た ま さと を ゲス ト に え て 、 こ の 導 40 和 を 振り 反り 原盤 で な つか し の メ 
ディ ー を 他 び な が 5 当時 の 社会 、 陣 答 な ど に つい て 半 く 。 

礎 田 まさ と の 作詞 を 汰 っ で いる 双 手 の 中 か ら 上 原 和 、 東 海 林太郎 、 由 和夫 、 交 折 間 子 住 年 の 歌 考 の 
を る 


Hz3 

① #55 

@ 

@ 向 可愛 いや 」「 下 田 夜間 「 博 多 夜船 注 想 え ば 」 

@ 今夜 は 、 東 京 放 布 の 下 短 馬 の お か みさ ん か ら 、 そ の 美声 を 引 め られ 「 器 可愛い や 」 で 一 著 ス ター に な っ 
た 音 丸 の 特集 。 

昭和 0 年末 愛 いや 」 の 大 ヒッ ト で " 家 妨 時 代 " を 第 いた 音 丸 を ゲス ト と し て スタ ジオ に 沿え 、 応 毅 の SP 

レー ド で 当時 の ヒット 曲 を 開き な が ら 、 思 い 出 誠に 花 を 映 か せる 。 


HaO 昌 
貞 還 店 #50 
の ② 還 人 
⑳「 謗 き 笑い の 人 生 」「 女 の 南 ( 邊 本 肖 夫 )、「 革 町 人 生 」 (上原 邊 結子 )、 不 明 ( 志 実 )、 
不明 (K 較 | 
⑨ 陀 本 遇 身 の 人 生涯 由 が 革 に 出 て か ら 今日 まで 4 年 の 大 を "な つ メ m" と と も に 抜 り 返 る 。 

時 8 衝 、 主 凶 之 社交 集 し た 「 好 上 の 時 主義 ( 作 詩 ) に 当 理 し た 、 人 金 00 由 の 人 収 書 を 半 く | 
還 が あま り に みす ぼら し い 格好 を し て いた た め 信用 され ず 、 節 名 定 を 受け た と いう 話 。 その 邊 人 金 で 之 
神 間 に うな 電 や 天井 を 朋 い っ ぱい に ふる まっ た が 、 疲 和食 の 仲間 た ち は 全 上 旋 共 を 起こ し て し まっ た 話 な 
ど 、 古き 良き 時 代 を 和志 が な が ら に 請 る 。 

人 は 原 管 の SP レ コー ド を 使い 楠木 夫 の う 「 女 の 隙 宅 」、 上 放 骨 道子 の 「 表 町 人 生 」 な ど 思 い 四 
の 陸 を 了 く 。 


12 有 日 


放 還 礎 #57 


に 4)、 波 上 直上 原 ) 
@ 信 徐 は " 雪 の 人 生 誠 人 "和夫 他 が な つ メ ロ と 共に 思い 出 を 語る 。 
昌和 192 和 6 月 に 作ら れ た "測度 の 邊 久 」 は 、 束 京 の 新た な 水 濁 と し て 湖底 に 沈ん で いっ た 河村 を う 
た っ た も の で 、 福 会 了 起 の は し り と きえ 言わ れ た 。 今夜 は 由季 が 5600 信夫 、3 下 人 の 身の上 に 人 生 の 記 
多 千 の 得 を 見 た と し て 自作 の 各 を 前 


12 朋 14 
で 放 還 相 #58 
の ② 由 内 
@「 和 逆 の ブル ー ス (ディック 
「 ト 和室 し や |( 和 原 才 えす) 
④ 人 は 、 先 人 、 先 々 週 に 千 い て 肥田 特集 の 第 3 夜 傘 本 出 仙 の 人 生 詩人 、 和 田地 が 自作 の な つ メ 
と共に 作 記 補 と し て 歩ん で きた 道上 り i り 、 交 録 経 解く 。 
レニー ド 和 は 、 物 に 広 元 の SP レ コー ド を 使用 する 。 


0 、「 胡 央 エレ ジー』「 楽 に お う 地 珠 ( 和 本 矢 )、 


4 


昌和 4 年 て 4 人 


12 朋 21 日 
作 他 夫 #59 
の ② 企 伯 才 夫 
⑧" 供 の 友 春 」 放 めく 玉座 」「 情 の 上 
人 9 條 人 孝和 作 そ の 1。 
人 層 の 松 和 を 染 に 証し て 40 年 今夜 は 、 昭 和 44 中 度 レ コー ド 大 光 を 獲得 し た 、 永吉 の 青 和 誠 人 、 
佳人 孝 大 を ゲス メト に 池 え 、40 年 の 作詞 生活 を 振り 返る 。 
佐伯 は 、 新 聞 記 者 時 代 に アル バイ ト で 始め た 作 調 が 本 業 と な り 、 放出 一 上 の 「 化 の 至 人 」 か ら 江 三奈 の 
新 傘 サク デー ナイ ト 」 に 守る まで 多 く の 名 作 を 作り上げ て いる 。 地 い 出 誠 和 織り 込み な が ら 、 ヒ ッ ト 店 を 開く 。 


12 有 8 
任 伯 孝夫 #60 
の ② 企 伯 夫 
@「 明 昌 は お 立ち か 」( 到 拓 )、「 新 拓男 用)、「 洪 島 の 邊 析 」 (小畑) 、 
「 座 カン カン (邦子)、「 和 有楽 町 着い まし ょ う (フラ ンク 沙 電 
⑨ 人 修 は 先 才 に 引き 維 き 、 今 年 の レ ュー ド 大 光史 仙人 < 人 伯 夫 を 聞え 、 作 詞 生 洒 0 年 の 思い 出 を 剛 
< 


部 上 は 、 小 唄 有 太郎 の 明日 は お 立ち か 」 め ら フ ラン ク 永 井 の 「 有 楽 町 で 座 い まし ょ う 」 ま で 戦前 入 の 代表 
yeE ッ ト 和 を る 。 


双 A5 生 14 
最良 一 間 傘 面 を 61 
⑳ 時 由衣 
"出船 の 和 ( 放 二 )、「 釣 れ の ブル ー ス 」( 謎 合 の り 子 )、「 和 可愛 いや !( 斉 | 
⑬ 新 奉 特集 衝 1 回 の 今夜 は 昨秋 、 和 を 受 胡 し た 詩人 の 時 埋 、 作 画 家 の 服部 良 一 、 古 間谷 面 の 
三代 を ゲス ト に 夢 え で 、 昭 和裕 の 代表 釣 な 誠 生 区 を 集め る 。 
原 畠 の SP レ コー ド で "な つ スロ" を 開き な が ら 、 デビ ュー 当時 の 基層 最 初 の ビッ ト 曲 の び な ど を 語る 。 


"日 本 の 上 * 本 本 を 信 び KN、 テ ノ ケ ン 最後 の ラジ オ 出 病 と な っ た 、 こ の 番 
星人 月 の "本 符 集 "を 再 放送 す る 。 

芸能 生 河 45 生 振り返 り 、 そ の 洋 い 人 生 を る と ま も に 、 得 伯 を 撤 材 し て いる 。 

な お 、 才 送 間 の 新 間 上 刊 に は 「 抽 星 の 鶴 と 章 いて あり 、 も と も と は 第 8 回 放送 分 を この 日 に 
半 す る 予定 で あっ た と 思わ れる 。 


1H18H 

最良 内 面 を 63 

9 時 人 き 羽 、 服 委 一 古内 

@「 滑 旦 の 論 」( 高 和子 )、「 遇 に 折る (人族 男 )、「 妊 を お さめ て ( 准 ) 

⑨ 信 攻 は 、 新 和信 の 第 2 回 を し て 、 没有 間 の 時 国 、 限 一 、 訓 内 則 の 三 氏 を ゲス ト に 迎え 、 
15 生 i ヒ ッ ト し た 曲 に まつ わる エビ ソード な ど を 回 記し 、 康 艇 レー ド で 当時 を 人 
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晶 5 


1 有 25 昌 

時 服部 眼 古関 知 面 を 64 

旦 、 上 人 良一 、 証 曽 

@「 光 き 京 」 基 恋 し 」「 和 放 夜 昌 

9 今夜 は 、 日 本 の 取 誠 人 に 牙 多 く の ヒッ ト 箇 を 生 信 田 し で きた 、 時 夫 間 服部 上 一 、 古 曽 の 三 氏 を スケ 
> 、 ビ ッ ト す る 曲 、 セ ッ ト し な い 曲 、 い わ ゆ る 三 分 芸 条 の 宿命 と を 義 く 

が 人 人 の 提供 や 彦 を 、1970 年 代 の ピジョン と し て 発表 する 。 


PT 

で 条 則 子 #65 

の @ 衝 地 人 

"九段 寿 台 の 全量 の 流れ に 」「 刀 段 の 「 春 の 外宮 二 の 貫 

⑨ 人 は 季子 特集 を 送る 。 
了 和 の 茜 し た 時 期 に 世相 を 反映 し た 曲 で 数 々 の ヒッ ト を 出し た が 、 中 で も 「 九 計 の 雪 j「 江 の 入 」 を れ に 
! 還 の 部 れ に 」 は 、 人 々 の 注 を 謗 うと と も に 深い 苔 絡 を えた 。 
人 設 は その 他 に 令 女 が 多量 っ た 映画 類 欠 も 含め て 、 当 時 の 様子 を 振り 反っ て みる 。 


2 有 SB 
和則 介 子 #66 

の @ 衝 池 人 了 

@「 机 の 名 

⑨ 衝 油 聞 和 介 の 第 2 回 だ が 、 ラ ジオ 敵 束 で し か 放送 まれ で いな い 要 


15H 
で 〇 時 し げ る *67 
の 還 村 し げ る 
@「Hht は 角 け 」「 馬 を た ず ね て 』「 大 地 の 」 
(⑬ 丈人 を 世に 送 9 出し 、 大 成 さ せ た よい われ る 作 間 家 田村 し ばる 特集 で 、 同 氏 が 思い 出る 5 
JUN 
電光 林 太 記 が 人 ある の は 、 田村 し げ る と 言 われ で いる 。 それ は 、 関 丁 の ニッ トー レー ド の ケス ト を 受け 
た 連太郎 が 不 合 橋 と な っ て し お し お っ て いく の を 見 た 田村 し げ る が 、 自 分 が 條 任 を 笠 つか ら と キン グ 
レコ ー ド の ディ レク ター に 頼ん で 東大 郎 を デビ ュー させ た と いう いきさつ が ある か ら で あ る 。 その 後 、 東 
は 田村 に 師 吉 し 克 ま へ の 道 を 歩む こと に な っ た が 、 東 放 林 の 初期 作品 は すべ て 由 科 の 王 に な ち も の だ 。 
末 海 枯 の デビ ュー 当時 か ら の エピ ツー ド を 機 り 込 み 、 原 底 で ヒッ ト 由 を 聞く 。 


区 る 。 その 


32H 
① 還 衝 し げ る 68 
9 田村 し げ る 
@「 自 い 花 の 只 く 頃 の 友情 の 明月 の 惑 」「 ア カシ ア の 攻 」 
9 前 回 に 織 き 、 作 井田 村 し げ る が ゲス ト 江 し 、 思 い 出 新 を 語る 。 
男 治 41 年 、 京 に 生ま れ た 田村 の 倒 胡 は 作 補 の 族 ・ 必 秒 、 そ し て お 編さん は 女人 の 田村 奈 選 だ が 、 
昭和 25 生 、 周到 記 が 歌っ て ヒッ ト し た 「 和 白い 穫 の 映 く 世 」( は 、 牧 と 田村 の 合作 だ , この 3 月 に は 身 さ ん を 介 
ん で 昌信 を 発表 する と いう 。 この 閣 0 年 を 振り 反り 、 玖 手 と し て は 更 枯 取 作家 と し て は 天 家 の 矯 が 
最も 気 の 合っ た コン ビ だ っ た と 中 る 。 
各 に 今 は 「 な つ ア 人 会! の 往還 人 二 秒 靖 の オリ ジ ナ ル SP レ コ 


トド で 当時 を 全 。 


由 


晶 5 


3 
理子 #69 
@ 青 朱子 福生 
⑧「 関 の 作 分 」「 上 の 節子 衝 中 」 
69 最前 の 人 失 < 基子 の 和 集 その 1 
時 1 年 、 訂 間 主 蛋 の の ど 自 欄 に 17 誠 の 少女 が 応 間 し 、 当 時 流行 し て いた 「 下 四 夜 昌 を 共 っ て 見 
吾 作 勝 し た 。 
この 名 出 映り 少女 は 、 仙 台 の 青 成 か ら 名 前 を と っ て 、 星 ・ 育 失 子 が 共生 し た 。 
位 婦 は 、 昌 和 19 年 に 上 鹿 錠 コ ン ピ で 芝 っ か 「 提 革 聞 中 ] で 一 陣 ス ター ダム に の し 上 が っ た が 、 分 日 は その 
の 思い 出 を "な っ メロ 好人 "会長 の 補佐 二 も 加わ っ て り 合う 。 


Ha 
人 符 子 #70 
@ 痛 朱子 、 柱 人 ニ 
⑧「 上 上 色 の 花 」「 和 「 島 の あけ くれ 「 基 和 道 中 」 
@ 長子 特 集 そ の 2. 

時 13 人 年 に 上 原 第 と っ た 「 拉 道中 」 で 一 牙 ス ター に な っ た が 、 そ の 頃 は いつ も 上 原 化 一緒 に いた 
め に 、 夫 好 と 剖 條 えら れ た 話 、 また 、 明生 中 に 肝癌 に 行っ た 語 な ど を 、 な つ ノ 愛好 会 の 指 田 俊二 を 交え て 語 
JI 

画 昌 は 「 上 色 の 和 」「 丈 上島 の あけ くれ 」、 そ し て アン コー ル 和 曲 と し て 入道 
本 


を 放 相 の SP レ コー ド で 


3Hl5 
① 上 所 ば ん た 71 
3 
@「 回 邊 の 」「 上 導 の 碗 1( 准 シャ ン ツン 」 
④ 5 年 急死 し た 作曲 家 ・ 上 巡 げ ん と 特集 の 第 1 夜 。 
時 1 年 の ある 日 銀座 の パー で 飲ん で いた 宮床 太郎 の 前 に 、 二 人 組 の 流し が 入っ て きた 。 岡 時 
上 大 げん と で 、 こ れ が 2 人 が 代 に 出る きっ か け と な っ た 。 
今夜 は ゲス ト に 岡 還 を 迎え 上原 の 人 間 像 や 、2 人 が 明和 14 年 2 月 に 「 国 基 の で 玉 々 し く デ ビュ ー 
て か ら も 、 流 し や チン ドン 地 の 生 際 が 條 と な り 夫 と な っ て 数 々 の ヒッ ト 晶 を 生出 し た 話 な どの 当時 の エピ ツー 
ド 和 回 琴 する 。 


3 月 22 

上 原 け ん と ま 72 

の 同時 

東京 の 凌い た か っ た ぜ 「 ひ ば り の マ ド ロス きん 」 

人 @ 昭和 1d 科 2 月 に 「 田 交 の 在 」 で キン グレ コー ド か ら デ ビュ ー し た 上 原 げ ん と 時 夫 の 名 コン ビ は 、 昭 和 6 
年 の 上 原 の コ ロム ビア 入り で 的 を 分 か っ た が 、 還 0 年 に 剛 嘱 夫 は 上 原 げん と を 疑っ て = ロム ビデ に 入り 大 
エット 邊 の 「 渡 いた か っ た ぜ 」 を 生ん だ 。 


3H29 

特集 #79 

② 人 参 胃 証 

@" 対 行 ( 末 江 】 、「 可 の (人 商 男 )、「 家 と 挟 陸 1( 了 光大) 
「 天 平和 上 ( 義 江 * 四 文子)、「 同 芝 」 

⑨ 人 険 は 挟 隊 の シャ ン ツン "だ と 言わ れる 。 符 に 青 礎 を 当 に 放 げ た 了 中 泊 の の 左 り 所 は 生計 える か 
も し れ な い . 人 夜道 の 2 回 に わた っ て 、 四 時 を 中 心 に 事変 時 を 便 ん で みる 。 ゲス ト は 宙 の 
古 完 で も 知ら れる 人 疹 。 
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思 45 和 


4 有 5 
① 芝 到 特 集 #74 
② 人 参 
@「 加 還 」( 押 )、「 同 基 の 楼 「 人 の 作 』「 吉 区 の 中 商 」 
69 先 避 に 穂 いて 、 軍 取 特 集 の その 2.。 
先 半 の 地変 昧 の 思い 負 の 曲 か 6、 今 半 は 大 浴 当 星 の 取 時 訂 卓 を 中 必 に し て 送る 。 
ダス ト は 写 の 研究 で 知ら れる 人 和彦 。 当時 の 思い 出 放 や 天 話 は 大 放 和 人 い 。 


FIET 
で 休 人 人 雑 75 
OH 
(ダン スパ バー ティ ー の 叙 呈 者 し も 月 絡 が よっ た ら 女 性 の 戦い 」「 導 竹 の 直 海 「 胡 吉 の 明 
④ 株 人 人 特集 その 1。 
多 手 と し て 作 昌 家 と し て 、 そ れ に 入 旧 家 と し て 話 牙 し で いる 要 灯 は 最初 は 作 昌 補 に な ら つも り だ っ た 
。 
今夜 は 「 ダ ンス パー ティ ー の 族 』 か ら 始ま り 「 若 し も 月 給 が よっ た ら 』 女 性 の 幸い 」 と 続い て 「 商 符 の 南 聞 」 


計 数 の 中 を 関 く 。 この 中 で 「 答 の 南海 」 は 林 人 自身 の 作 則 で 、 自 作 邊 注い う 貞 。 な お 全 施 SP 原 第 
で る 。 

』 有 19 

数 人 灯 き 76 

の @ 林 人 人 

@ ダ ン メ パー ティ ー の 夜 上 原宿 ブギ 間 天 [お こき ルン バ 「 妥 人 角 の 明 「 若 し も 月 絡 が 上 っ た ちら 」 


⑲ 株 人生 和 集 その 2。 
作曲 家 と し て も 色々 な 前 を 作っ て いる 本 大 は 歌手 に な る 以前 か 作曲 の 旨 半 を し て いた そう で ある 。 
人 仙 は 和英 の 作曲 に な る 「 ダ ンス パー ティ ー の 八 高 放 の 窒 ! の 他 、 昭 和 29 年 に 錠 さ れ た 「 プ ギ 誠 家 
川 和 頭 [お こき ルン バ 」 な どの ジャ ズ 避 を 当時 の 思い 出 話 と 大 に 間 く 。 
の 他 画 主 匠 の 名 人 の 中 若 し も 月 維 が 上 っ た ら 」 な ど 折 盤 の SP レ コー ド で 人 る 。 


429H 
① 中 野末 77 
中野 人 、 吉 国人 
@「 れ 大 地 を 』「 山 の 人 所 者 』「 山 の 和 測 さ ん 」『 お ー い 中 村 基 」 
③ 去る 2 月 19H、 世 を っ た 舞 考 で 作曲 補 の 中 衝 晴 の 特集 。 
下野 は 、 昭和 7 年 5 月 「 夜 の 浴 」 で デビ ュー し 、 数々 の ピッ ト 昌 を 生ん で きた 。 ゲス ト に 未 記 人 の 照子 、 日 本 
音楽 作 権 会 季 理 ま の 吉田 人 を 芝 え 、 そ の 他人 を 回 畑 す る 。 
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中 晒 時 #78 

② 中 野人 吉田 人 

⑳「 き な 列 店 」 レン ジョー で きえ ば チャ イナ ・ タ ン デ 」「 お きら ば 東京 」 

③ 先週 に 続い て 、 疫 中共 晴 和 集 の 2 回 ゲス ト に 夫人 の 中 野 陣 子 と 古田 信 を 迎え て 、 思 い 出 放 を 較 く 。 
一 下 昌 の 「 小 さき な 下 計 」 は 昭和 10 年 の 昌 で 、 当 時 と し て は 新しい 感 党 の タン ゴ の 曲 で 、 過 店 の 和 
に 大いに ヒッ ト し た 

この 人 パン ジョ ー で 明 え ば 」「 チ ャ イナ ッ タ ン ゴ 」 な ど 叙 邊 衝 が プロ デュ ー ス し 自ら 取っ た 申 な ど を 原 箕 の SP 

レコ ー ド で 上 


昌和 5 


5 月 1OB 
Q①iF ロ 夜 寺 #79 
@ir ロ 六 可 
⑧「 胡 し き ロ 和志 られ 只 」「 上 九 の 時 ひ と よき 」 
@ 今夜 は ギラ ン バ レー 氏 往 いう 靖 で 馬 床 生活 を 続け いる 作 還 家具 を 激 鐘 する 特集 その 1。 
放 稼 か ら 作 男 家 へ と 転身 し た 江 才 は 、 昭和 7 年 し き 時 」 で デビ ュー。 以後 「 后 られ め 」 
(時 二 ひ と と き 」「 二 九 の 春 」 と 大 ビット を 徐 ば す が 、 い わ ゆ る 江 講 は 下 思 避 な 時 力 で ファ | 
な お 、「 二 九 の 大 」 に は 、" 美 人 コン テス トド "の 江 江 子 スト ライ キ 事件 "など 多く の エピ ビン] 
人 夜 は ポ り ドー ル 時 代 と コロ ム ピ ア 時 代 に スポ ッ ト を 当て 、 策 座 の 江 ロ に 代わ っ て 、 子息 の 作家 ・ 江 浴 
5 が 質 の レポー ド を 関 き な が ら 当時 を 選ぶ 。 


明 17H 
GiF 夜 放 #80 
@iF ロ 浴 
@「 秋 の 銀座 』「 タ は 准 ち て 」! 花 和 仙人 げ 拉 「 衣 の 設 上 夫 
@ 今夜 は 先 眉 に 引き 続き 、 江 夜 詩 特 集 。 
作 昌 家 ・ 江 詩 は 取 字 の メカ ウト 家 成 に た け 、 そ の 門下 か ら 栓 平 基 ミズ" コロムビア 、 近江 人 
誤 村 庶 、 在 日 人 人 、 根 郎 いっ た 導 材 が 放出 し で いる が 、 今 夜 は 、 コ ロム ピア の 江 只 詩人 時 代 を 上 
融 の SP レ コード を 研 き な が らぶ 。 


g 有 24H 
の 同 只 導 居 8L 
@ 
@ 
⑨ 誠 新 聞 東 京 貞和 に は 江上 夜 和 集 」 と 守 い て あり 、 当 初 は 和信 の 3 回 上 を 送 する 子 定 で 
あっ た と 思わ れる 、 
ラジ オ 関 四 で し か 放送 され て いな い 信 で ある が 、 近 才 送 の 昭和 6 年 4 月 27 昌 放送 分 が 剛 了 夫 特 集 
(詳細 不明 ) と な っ で ね おり 、 ひ ょ っ と し た ら この 回 を 放送 し た の か も し れ な い 。 


5 
①iF ロ 夜 計 82 
の iF ロ 滞 

@「 長 の サポ ボン 売り 」 
@ 


9 月 7B 
氏 #88 
の @ 人 拓 
@" 遇 和 の 入出 和 只 の 人 
④ わが 国 オ ペラ 軍 動 の 先 世 者 、 デ ノー ル 克 の 藤 義 江 を ゲス ト に 迎え る 。 
日 本 に 外交 系 レー ド 会 社 が 出 更 し た の は 明和 2 年 だ が 、 攻 誠志 の 「 誠 の 誰 は 記 條 すべ き 第 一 

ド と な っ た 。 当時 の レコ ー ド は 大 半 が 県 レー ベル で 定価 が 円 50 銚 だ っ た が 、 評 原 江 の レコ ー ド は 全 放 
ボレー ベル で 2 円 50 多 と 店 か っ た 。 原 沖 で ビット 曲 を 半 き な が ら 、 今 年 2 歳 に な る 座 原 状 江 に エビ ツー ド の 
3 

また 、 は じ め 日 本 一 の ハム レッ ト 役 者 に な ろう と 恋し 、 戸 山区 訓 の 美 名 で デビ ュー。 その 修 、 美 声 を か わ 
れ で すべ う 台 に 転向 し た いき さ つ な ど を 語る 。 


員 


虹 R45 和 


@ 朋 14 
牧 江 を 84 
の ② 人 原状 
@「 拓 を お さめ て 」「 衣 必 行 」「 つ わ も の の 」「 大 平行 
⑨ オペ ラ 到 "特集 の 第 2 
昌和 7 年 、 導 の 自作 自 芝 の 曲 [ 計 了 行 」 は 、 反 電 的 な 持 の た め 在 に な っ : 
、 現 代 三間 楽 只 この 拓 30 和 前 の プロ 野 到 の 検 科 な ど を 大 い に 語 る 。 
音 導 の び よ う よ うと し た 座 原 の 侯 回 し は ちょ うど 角 水 の よう な テリ と ツヤ が あり 、 こ れ は 鹿 原 プン 」 と 言わ れ 
た が 、 遇 は 邊 分 の プシ を 持た な けれ ば いけ な いと いう 。 

人 年 72 閲 の 衣 ・ 放 大 二 が 人 の 若い 天 に 攻 え る 言 某 は その まま 人 時 評 に も な り そ うだ 。 


時 の エピ ツー ド 和 を 中 


B21H 

① 衝 殺 琶 1 85 

9 洒 太 、 株 導 大 

@「 寺 子 守山 は 焼け 」「 還 区 の 町 「g ら きき 小 遇 」 

③ 今夜 か ら 4 回 に わた っ て 東海 林 た 色 特 集 を 送る 。 
表 林 太 委 が スタ ー に な っ た の (は 「 赤 千 の 子守 昌 の 大 ヒッ ト か ら だ が 、 そ れ まで は ヤク ザ も の な ど も ゆか 
9 な か っ た 本 は 悪 う 3 時 大 変 因 っ た と いう 。 オペ ラ 調 子 で 歌 お 9 と 決 世 し た ら 佐助 に 「 男 が 近く 用 だ 
よ す と きわ れ た いう 。| 


明 28 
で 林太郎 2 #86 

② 和 大 仙 、 村 道 

@「 高 子守 中 と 拓 際 名 月 

③ 先頭 に 引き 締 き 、 克 の 大 御所 ・ 東 海 林 大 所 の 歌 に 了 を 家 け な が ら 、 こ れ ら の 歌 に まつ わる 才 々 の エビ 


は 「 交 床 」 か ら 「 名 月 域 出 」 ま で を オリ ジ ナ ル の 原盤 SP レ コー ド で 聞き な が ら 東光 大 聞 の 人 と な り 
を 和 き 世 り に する が 、 い わら る 水晶 工 さ せ た ょ ころ に 、 人 開放 林 大 の 守 枯 が ある 。 

ゲス ト は 理大 郎 と 、 昌 本音 朱 事 者 陣 人 事務 周 大 の 財 誕 東光 林 太郎 の 刻 の よさ が 大 も よく 表れ 
で い 5「 避 陸上 「 表 と 基 隊 」 も 開く 。 

源 「 選 浴 子 守 員 低 誠 か ら 斉 に 斑 る まで 細 の 広い 剖 城 を 持ち 東海林 が 歌 の 道 に 補選 する た 
め に は も っ て こい の 曲 で あっ た 。 

また 、 提 光 林 は 、 現 代 の 多才 が 斉 を 使っ た り 、 マイ ク を 利用 し て 肌 用 に 歌っ て いる が 、 そ れ は 短 の 第 
と 提 央 する 。 


ZsB 
林太郎 3 #87 
の ② 旧 大公 還 志 
⑧「 滑 の 旅人 中 
人 9 語 人 の 田 共 也 を 油 え て の 東光 大 氏 和信 の 1 回 日 作画 守 の 設 ・ 大 村 能 に 対し て 東 林 太 還 が 抱い 
た 最初 の 氏 象 は "上 務 と し て は と の 下 "だ っ た と いう 。 大 村 ( は 「 曲 の 上 に な る よう 努力 し ます 」 と 答え た が 、 勝 
な こと を いう な ア と 思っ た … な ど 
地軸 基 を は きみ 、 往 年 の ヒット 井 を 送る 。 な お 明 下 得意 な 島田 が 東海 友 を 潮 え る 了 を 時 う 。 


4 
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ィ 有 1 
鐘 硫 』 を 88 
の ② 旧 洒 太 私 
⑧「 人 生 老 「 記 き 笑い の 人 生 」「 東 京 物 諾 昌和 
9 東光 部 特 人 誠人 の 央 世 を 迎え て の 2 日 

仙田 は 謗 き 笑い の 人 生 』『 人 生 」 な どの 作品 が セッ ト し 、 人 生 詩人 と し て 一 般 に 知ら れる よう に な っ た が 、 

2 と 電信 信 に よじ 吾 り 大 記 で 表 を 大 うな ど 、 件 聞か ら 福 計 人 と 呼ば れ で いた 。 その 他 は は えま し い エ ピン ー 

補え て 齋 海 大 特集 を 送る 。 


HeH 
高久 #89 
の @ 人 本 
@「 計 疲 ! 半 は 肖 か 福 か 下田 夜 間 「 和 の 角 員 」 
⑨⑲ る 4I9H、69 蔵 で 引っ た 作 測 家 " 癌 近 大 錠 介 特集 。 
時 6 年 の ある 日 、= ロ ム ビ ピア の 文革 部 に 一 近 の 投 半 が 坪 い 込ん だ 。 中 宙 は 一 李 の 詩 で 、 こ れ を 古人 
昌 し て ほし いと 大 いて あっ た 。 送出 人 は 両 太 色 こ れ ボ 名曲 「 消 は 所 か 光 所 か! 放 生 の エピ ツー 
ド だ が 、 こ れ を 契 風 に コロ ム ピ ア で 高久 包 時 代 を 入 く 。 


726H 
で 和信 #90 
② 人 剛三 
の @「 衝 活 科 の 鳥 「 赤 い 路 
(⑨⑲ 全国 の レコ ー ド 上 信 家 が 保存 する 古い レコ ー ド を 集め 、 こ れ を LP に 竹生 し た 「 明 褒 ・ 大 下 ・ 明 和 昌 本 流行 
の 歩み が 、 な つ アロ 好 率 の 問 で 話 馬 を 時 ん で いる 。 そこ で 、 こ の 中 に 取 め られ た 女性 の 時 を 、 松 人 
寿子 か ら 地 香 和 (Hl 呈 子 ) ま で 逆さ な が ら 、 当 時 の エピ - 
また 、 こ の レコ ー ド の 制作 に 当たっ た コロ ム ピ ア の 反骨 三 が 制作 共 む を 撤 二 する 。 
条幅 」 は 女人 ・ 栓 基子 が 歌っ て いる も の で 、 上 まで は な い が 珍し いも の 。 また 、 和 山 凌 代 の 到 う 
ジロ グ 」 は 作 記 者 の 高 交 太郎 が 間 年 で 、 あ る イン ド 人 と 大 正史 し た あと 作 直 り し て 教え て も ら っ た 駄 を 
アレ ンジ し た ちの 。 後 の 林 山代 子 の セッ ト 申 の も と 央 で ある 。 


2 日 

① 更 衝 殺 太 包 5 を 91 

の ② 和 光大 、 護 只 

@「 滋 念 ま つり 呈 に 座 ぐ る 明海 の 月 」「 委 ちどり 

⑧ 信 夜 4. ら 還 び 東 放 林 大 和信. 
更 交 林 太 分 に は 攻 多 く の ファ ン が いる が 、 今 夜 は 、 東 光 林 太史 込み の レコ ー ド 2 邊 卓 を 収集 し 、" 天 量 際 
下 の 次 に 佑 い の が 東海 太郎 で ある "と 信じ て いる 欠 作 的 な ファ ンー 本 戸 在住 の 公務 上 * 江 川 容 が 万 
レコ ー ド の 中 か ら 贅 を 枝 時 する 。 


gg 
伯太 包 6 #92 
の ② 昌和 、 潜 川村 
(どぶ ろく の 長 」「 さ ら ば 赤 域 よ 」 枯 の 明寺 と 氏 了 
④ 東光 林太郎 特 人 6 回 上 今夜 も 先 半 に 続い て 、 欠 的 な 東海林 太郎 ファ ン 、 視 戸 の 公務員 ・ 得 用 容 剛 が 
秘 茂 の レコ ー ド か 下品 を 拓 す る 。 
「 昌 分 の 人 生 を 東 導 林 友 郎 に か けた 」 と いう 江川 は 、 こ の 交 重 な ュ レ クシ ョ ン を 子 作 ま で 伝え で いき た いと 上 
を 押 か せ 、 東 光 林 厩 提 手 す る と その 場 で 記 き 居れ て し まう 。 


衣 


昌 R45 和 


8 月 16H 
① 表 あ 奴 98 
②※ ち 奴 、 包 内 世 
⑧ あ いそ れ な の に 」「 あ 恋情 折 基 三 日 天 下 
9 今夜 ち 奴 和 集 の 第 1 夜 。 
時 11 年 に 大 ヒッ ト し た 「 あ ゝ それ な の に 」 は 、 條 守正 に な る まで に 茹 時 と し て は 記録 的 な 灯 で ある 90 
枚 の レコ ー ド を 補 り つく し た 。 当時 この 曲 の 圭 え 台 が 多く 作ら れ そ れ を メモ し た 王 析 を 導 ち 折 が 取ら れ 、 それ を 
し で も 2 に 秋 で 絞ら れ た 話 な ど を ゲス メト の 島田 夫 を 交 え で 問 く 。 
また 、 当 時 一 千住 事 を し た 備 更 に も 電話 で 思い 出 を 関 く 。 大 正 6 中 、 北 海道 で 生ま れ た 久保 子 と 
いう 少女 が 、 美 ち 奴 と し て 沸 々 し く デビ ュー する まで の 思い 出 を 紹 り 合う 。 


23 
天 ち 奴 94 
②※ ち 奴 、 委 和 世 
@「 欠 追分 」「 軍 国 の 人 」「 傘 の 本吉 良 の 人 
69 先週 に 続い て 美 ち 奴 の 埋 集 を 送る 。 
和 11 年 か ら 12 年 に か け て デイ ナク レード は 古 名 メメ ディー を 座 帆 琶 、 デ ィ ッ ク バ ミネ 、 二 和夫 、 共 ち | 
所 っ て 時代 を 迎え た が 、 分 夜 は 半 ち 奴 の 交 押 を 絶 棚 き な が ら 思 い 出 の 馬原 角間 <。 


ggoB 
①F 各 壇 1 #95 
の ② 析 便 剛 、 上 本 
@「 褒 一 攻 時 の 赤道 中 
⑨ 大 争 で 死 し た 上 恥 和 の 遇 を 4 回 に わた り 特集 する 。 
回 分 に 循 箇 に 分 けた 呈 芝 、 旧 せ 型 で 四 天 の ロイ ド 眼 多 、 美 声 で は な い が 合 び の ある 低音 、 謎 々 と し た 
送 は 、 昭 科 和 期 に お ける 色色 の 奉 春 の の 位 と し で 、 む の 泉 と し て 広く 大 巣 の を 所 えた 。 
時 和 19 生 7 月 29 日 に ニュ ー ギ ニア で 笠 死 し た 上 原 息 27 回忌 の 小村 が 、 る 7 月 25 昌 東京 ・ を の 時 上 
で 寺 ま れ た が 、 今 夜 は スタ ジオ に 上 原 他 の 義史 で 作詞 の 捧 則 、 東 京 在住 の ファ ン ・ 衝 之 助 の 
を 舞い て 、27 回 選 の 横 を 外 で 閉 さ な が ら 有 大 の 下品 レ コー ド を 細 介 し て もら 


ge 
① 上 大 壇 2 #96 
の @ 条 まき と | 
@「 拓 道中 「 法 和 道 中 
④ 上 人 特集 の 2。 
人 気 人 上原 護 の 上 原 、 フ ラン ス 文学 上 田邊 の 令 を と っ て 上 原 移 いう 芸名 が で きた が 、 明 和 12 生 、 散 
まき と 作 主 の [赤道 中 を 大 っ て 文字 適 り ス ター ダム に の し 上 が っ た 
條 夜 は スタ ジオ に 休 田 まき と を 押 い て 、 ヒ ッ ト 曲 を エピ ツー ド を 合い な が ら 原 芝 で 開く 。 特に 「 湾 転 」 は 傘 田 ま 
と と 作 還 家 ・ 困 が 大 閑 の 持 率 で 半 才 を 反 見 、20 昌 問屋 続け し て 寺 者 の 反応 を 見 な が ら 書 き 上 げた 
、 先 < な っ た 意 人 上 が 「 淡 を 開く と あの 世 へ 難い 込ま れ そ うな 革 来 な 味 が ある と 泊 賀 し た 話 な ど 、 
大 が 多い 


昌和 5 


IE 

上 記載 3 な 97 

の ② 座 田 まき と | 

⑧「 打 道中 」「 遼 の 流れ 員 」「 和 失 旅 だ より 」『 没 正 提 和 質 」 

⑩ 「 上 孤 、 孝 きん は 本 当 に いる 人 だ っ た 。 骸 きん を 笑っ た さび し さ は 27 年 前 も 今 も 変わ ら な い 。」 作 抽 ・ 衣 | 
田 ま ま と は し み ビ み 痕 る 。 
スタ ジオ に 座 田 まさ と を 洒 え 思い 出 話 を 了 く が 、 特 に 今夜 は 、 信 は 亡き エ ノ タ ン 司会 の 前 名 の 珍 
品 レ コー ド 「 了 は 前線 へ 」 を か り 、 生 前 の 上 原 敗 の 内 声 を 還 く 。 エ ノ ケ ン の リク エス ト に 応え で 上 上 克 が コミ カル 
に (机上 志和 を 歌う の が 面白 い 。 


go 
① 上 上 堪 』 を 98 
の 訂 田 まま と | 
@「 家 旅人 中 在 」 
⑨⑬ 上 人 特集 の 第 4 人 

上 原 風 は 聖 い 人 物 で い た 話 は な い 


、 末 は め っ は 強い と いう こと で あっ た 、 東 棒 林 大 部 高宮 、 そ 
、 タ 5 時 か ら 悦 9 まで ぶっ 続け で 飲ん だ が 、 そ の 後 、 東 ] 
竹林 太 最 を 1 キロ 余り の 道のり を ポテ ル ま で 送っ て いっ た と いう エピ ソー ド が ある 。 

こう し た 語 を ゲス ト の 産 田 まき と に 聞き な が ら 災 つ て いく 


明 2zB 

①100 加 忠信 り ク エス ト を 99 

@ 休 田 ま き と 、 広中 玲 、 村 地 

@「 放 次 三男 (ディ ッ ク ミ )、「 回 波 の 町 (東光 大 郎 )、「 放 の 人 」、 計 辺 は まそ の 区 

(⑨ この 草 も 拉 財 で 100 加 日 を 迎え る 。 そこ で 今夜 か ら 3 通 に わた っ て 100 回 信和 集 を 送 ち 。 

人 まで この 番組 に 人 坦 し た 人 々 は 、 束 手 80 人 、 作 測 室 10 人 、 作 曲 室 10 人 で 、 な つ Zp 作 者 全 遇 を 網 綴 

し た 取 が ある が 、 取 者 か ら は 、 華々 の 特集 を 囲 き 潤 ら し た 、 何 々 の 隆 を 還 き 舞 な っ た の で 青 放 送 を と いう 贅 
密 


19 有 4 

①100 回 語り ク ェ スト #100 

② 座 田 ま き と 、 記 中 礁 、 木 村 夫 

⑧「 滑 畔 の 窒 ( 放 三 子 )、「 田 の 本 1( 
! 半 に 禄 る 」( 伊 1 

@ 放 100 回 記念 の * 集 上 "の 第 2 衣 信 夜 は 、 信 まで この 番組 に 大夫 し た 克 手 、 作家 の 中 で 評判 の | 
か っ た も の か ら 、 騰 太郎 、 導 出 一 衝 、 人 六田 高校 子 ほか の 取 を ダイ ジェ スト し て 放送 る 。 

「 科 の 」 が 玩 守 止 に な っ た の に 東和 首相 に 呼ば あれ た 高三 枝 子 が モン ベ 容 で 灯火 間 の 間 相 | 
で 上 明 彦 の 伴奏 で 「 濃 昨 の 窒 」 を 爽 わせ られ た 話 と か 、「 男 の 縛 」 を 聞い て 導出 一 郎 が 当時 の 録音 民 
を 思い 財 し 、 ハ ワイ アン ・ ギ ター 伴奏 の ディ ッ ク ・ ミ ネ が 机 子 に 足 を か け て マイ ク に 近づい た ワン ポイ ント (マイ ク 

本 の み ) の 詩 を な つか し が る 話 は 、 日 本務 に 記録 し で お きた い 違 だ 。 


)、「 前 は お 立ち か 1( 時 色 )、 


E 
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10 有 1 日 
TOO 加 直人 リク エス ト き 1O1 

② 傘 由 ま さと 、 応 中 玲 、 村 地 

@『 路 く な 小嶋 人 生 上 場 」 東 京 の 区 、 音 入 の 表 

人 9 100 四 特集 の 第 8 攻 。 

示 の 放送 で 色 * 反 舌 が あっ た が 、 村 太夫 和 集 で 、 ま だ 棒 委 の 旋 が な い : 
大 り 比翼 選 を 全て よう と 際 取 者 の 方 た ち が 、 日 本 避 人" 東 洒 太 日本 作 則 家人 
易 、 本 作 当会 長 ・ 導 田 まさ と の 各氏 を 動か し 、 近 く 村 夫 比 設 軍 動 が 始ま る こと に な っ た 。 

こう し た 思い 出 を 要 返っ て 、 今 夜 は 上 晴夫 、 村 和夫 、 第 字 束 子 ほ か の 了 と 店 で つづ る 。 

お いて も 取り 上 げ られ て いる 。 


を 放送 する と 村木 
区 


な お 計 立 の 語 は 、 昭 45 年 3 月 21 昌 人 末 間 上 


10 有 8 

で FMK5 #102 

の ② 欠 本陣 

@「 和 町 人 生 」「 上 海 だ より 」『 い ろ は 和仁 

9 再び 上 原 骨 特 集 を 送る 。 
ジオ に 当時 ポリ ドー ル ・ レ コー ド 往 長 の 外郎 と 義兄 の 作 詳 家 ・ 秩 多重 隊 を 避 い て 、 今 まで の 到 識 

昌 に な い 秘話 を 陣 く 。 特に 、 上 原 夏 の デビ ュー 曲 は 「 の 絵 日 間 」 で ある と いう 定 表 に 対し で 殺 村 胡 が 、 実 

は その 前 に 「 恋 の 綱 和 が あっ た と 3E 言 する の は 時 大 い 。 


10 有 es 
で 所 虹 6 103 
の @ 欠 三代 、 疾 和則 
@「 安 捧 箱 ま し 」「 北 滴 だ より 」 
⑨ 人物 も スタ ジオ に 元 ポ リド ー ル * レ ー ド 仁 の 欠 和 三 朗 と 散 兄 の 作詞 家 秩父 硬 央 を 拓 い て 、 上原 般 に 
まつ わる 劉 放 を <。 
当時 格調 高 い ビク ター、 革 い 民 語 韻 の コロ ム ピ ア 」 に 対 岳 し て 、 ヤ ク ザ 導線 で 切り 込ん で 成功 し た ポリ 
ル に は 、A 軸 を 東 次 太 度 で 、B 面 を 上 原 錠 で まい う 絢 カス タッ フ が あっ た か ら だ たい う 語 な ど 。 


1 
① す トウ ハチ ロー 104 
の サト ウ ハ チ ロー 
@「 菜 人 の 呈 人 は 若い 」「 お 媒 示 人 の 古き 花園 
(@ " 未 適 育生 "と 言わ れる 詳 人 、 サト ウチ ロー 特集 。 
サト ウ ハ チ ロー は 、 虹 前 ・ 了 中 の 人 時 代 に 、 衣 補 を 見 る よう な が を 感じ きせ 、 大 架 の 心 を らら えた 。 昭和 5 
年 、 サ トウ ハチ ロー が 27 上 の 中 一 夫 と 一 緒 に や っ て いた ラリ ルレ ロ 玩 大 抽 作 所 が 妊 に 了 り 、 大 
劉生 で 一 合 8 色 の 安 請 と 一 丁 2 鐵 の 冷や 奴 で 一 本 やり な が ら 書 いた の が 「 角 人 の 喘 」。 こ れ が 、 多 ・ 佐 宗 
原作 の 「 攻 人 」 の 映画 主 画 折 に な っ た の を 栓 に 、 法 生 到 を 書く よう に な っ た 。 
後 の 知 られ ぎる エピソード と と も に 令 の ビッ ト 作 を 開 く < 


11H8H 
で トウ ハチ ロー #105 
② サ トウ ハチ ロー 
@「 昌 無い 中 小 耐 の [めん こい 人 [基き 東 京 」 
9 條 は 先 選 に 枕 い て サト ウ ハ チ ロー 特集 その ? を 半 る 。 
未 導 の 詩人 と きわ れる サト ウ ハ チ ロー は 、 和 に 生活 の 底 に 流れ る ペー ンス あぶ れる 作品 で 、 人 々 の 心 に 鬼 
れる 作 呈 を 作っ て きた 。 
その 意味 か も し て も あの ド 広 い 作 唱 が 大 集 に 受け た の だ が 、 今 夜 は その 相 広 い レバ ー| 
陸生 中 修二 の 庄 』[ め ん こい 作用 注 き 京 」 他 を 途 る 。 


ー か ら 「 上 無い 


EE 


軌 5 


11 有 15 
公子 * 細 測 一 き 106 
の ② 人 和子 細川 一 
⑧' 清 の 昌 
6@ 今夜 か 58 回 に わた っ て 、「 マ ロニ エ の 奏上 「 友 よい づこ 」「 上 洗 のり子 」 な どの 傑作 を 生ん だ 作画 家 ・ 細 
川下 * 和 人 許 ず の 名 コン どの 特集 を る 。 
昭和 7 年 の ある 日 電気 技 和義 旧 正和 と 学校 音 朱 人 内 術 シマ が キン グレ コー ド の ス 2 
出会い 、 こ れ が 日本 政 史 に ひと つの エボ ッ ク を 作る 結果 に な っ た 。 
この コン ピ こ そ 導 生後 の 作 肌 家 の 細川 歌手 の 松島 で あっ た 
信 夜 は スタ ジオ に 孝 員 所 幸子 の 2 人 を 押 き 、 今 まで 活字 に な っ て いな い 紀 語 を 開き な が ら な つ メ ロ 
を 伯 角 で 聞く 。 


オ で 介 人 


1r 有 22 
人 品評 了 - 細 用 潤一 き 107 
の ② 人 人 評 子 細川 
@「 化 の 交 き ん 」「 旬 子 般 上 」 
9 昭和 1 中 、 理 時 中 に し て は 志 し い の 洗 われ る よう な 表し い 章 が 侍 に 財 た 。 
細川 一 作曲 で 人 詩子 の う 「 マ ロニ テ の 不了 」。 当 時 、 敵 音楽 反対 の ご 時 世 で 、 こ の 味 玉 の よう な ク 
ン ゴ に 会 は 冷た く 家伝 も し な か っ た が 、 骨 後に わか に リバ イ パ ル し た 。 所 節子 は 昭和 21 生 と 41 年 に も 中 
きぬ ん だ が 、 細 川 一 は 明和 12 生 の 限 角 が 一 番 い いと 計 う 。 
人 夜 は スタ ジオ に 9 人 を 舞 き 、 名 作 臣 生 の 秘 中 の 秘 を 開く 


Hz 

① 谷 計 了 * 細 洋一 #108 

の @ 人 康子 、 細 川 

@「 上 光り 鐘 り 子 広 東台 り チ 『 吉 太字 明 」「 史 店 の 人馬 で!『 給 は 稚 に いつ 氏 る 」 

@ 今夜 の 開き も の は 「 上 海 の 央 り 子 」 と 「 不 東 の 路子 」。 虹 和 15 年 、 細川 、 失 似 の 名 コン ピ で 敬 り チ シ リー ズ 
が 大 E ッ ト し た 。 

中 科料 理 で も 上座 料 理 と 広 斉 理 で 上 が 作 う よう に 、「 上 光 の 芝 り 子 』 と 「 広 梨 の り チ 」 の 作曲 に は 若 む し 

で 、 わ ぎわ ぎ 上 海 と 広東 に 才 生 し て 二 つ の 町 の 倍 い を 肌 で じ 取っ て きた と いう 。 

委 和 子 が 交 名 を 経 解く が 、 あ た か も 当時 の キン グレ ニー ドッ オー ルス 


@' 組 交 の 空 」 利 眼 の 角 員 」「 骨 可愛 いや 
⑨⑲ 3 国 に わた っ て 、 拉 格 面 を ゲス ト に 、 令 の 作品 を 集め る 。 

時 5 年 6 月 、 当 時 と し て は 酸 格 の 外 金 300 円 で コロ ム ピ ア の 作 章 演 と な っ た 21 の 古座 面 は 
エッ ト 昌 が 中 、 計 邊 の 狂 い 思い を し て いた が 、 早 答 田 大 学 表 「 才 震 の]、 そ し て 昭和 9 年 「 利 根 の 放 
唄 」 で ヒッ ト 。 昭和 10 年 「 和 可愛 いや 」 で 大 ヒッ ト 、 昭和 2 生息 夫 の 了 」 で 大 ホー ムタ ン 。 大 図 鶴 箇 の 
名 を 不 動 の も の と し た 。 

人 科 は 吉 較 が 「 算 向 の 歌 に まつ わる 純 中 の 秘 を 撤 村 する 。 


7 


思 45 科 ご 46 和 


12 朋 8 昌 
語 関 和 画 #110 
の @ 間 
⑧' 半 に 折る 」「 基 区 の 下 有 国 の 花 中 海 の 人 | 
6@ 作曲 補 の 吉 間 面 を ゲス ト に 、 彼 の 一軍 の 取 時 店 を 、 そ の 思い 出 と ち と も に 開く 。 昌光 ・ 室 の 人 作 民 | 
革 に 所 る 」「 交 の 電 」「 基 区 の 」 の 有 生 の 動機 を 滞る 。 
「 あ いあ の 顔 で あの 声 で 、 手 本 要 お と 麦 や 子 が …」。 由 時 中 、 邊 前 と 言わ ず 偽 と 言わ ず 、 こ の 克 ほ ど 声高 
ちか に 、 記 な が ら に 歌わ れ た 歌 は な い 。 そし て 戦後 も 日 本 人 の の 到 と し て 今 な お 生き で い 「 半 に 折る 」。 
当時 、 際 電 和 ・ 天 藤 の 林道 大 佑 の アイ デア で 作ら れ た も の で 唱 細 の 念 に 曜 ら れる 兵隊 の を 、 和 | 
還 芝 と 時 へ の 淫 情 で 色づけ し な が ら 、 大 きく うねる 弄 億 の 中 に 生き 生き と 措 き 上 げた 戦時 類 衣 の 人 作 。 
が 時 俊夫 の 放 が 誕 の 気に入ら ず 、 革 き し 8 回 上 、 ヤ ケ 気 味 で 「 あ ゝ あ 、 あ の 彰 で …」 と や っ た ら や っ と 
OK に な っ た 5 いう 。 
昭和 13 汗 に 発表 さ れ た 「 愛 因 の 人 」 は 、 前 秦 の ユニ ー ク き 、 人 人 々 の を 呼 な メロ ディ ー 革 仙 で ッ ト 、 


内 宣 111 

の ② 関 軍 

@「 き 旧 京 」「 莉 の 短 科 の 鳴る 圧 「 の 名 は 」「 世 れ 香 ぬ 人 」 

⑨ 今夜 は スタ ビオ に 本 導 宙 を 必 き 、「 若 の 名 は 」 の 存 骨 と 不知 子 の エピ ツー ド な ど を 中 心 に 古関 ロディ ー 
の 昌和 解く 。 


12 有 2 日 
良一 容子 112 
の ② 有 部 眼 一 、 有 部 
@「 れ の ブル ー ス 「 二 の ブル ー ズ リ 
③⑬ 3 回 に わた っ て 、 こ の 19 昌 に 東銀座 の ヤマ ハ ホ ー ル で " あ に * い も うと の 会" を 開い て 、 そ の 健在 ぶり を 
し た 作曲 家 の 朋 部 太 一 区 の 避 富子 を 特集 する 。 
第 1 夜 は 、 服 部 味 に 、 こ の 会 の 多目的 古 軍 や 大 村 仙 窟 ま いっ た 先導 昌 家 に 装 挑 た 則 剖 | 
ディ ー の 世 、 服 宮 子 の デビ ュー 曲 ( 肖 」 の 東吉 な ど を 送る 。 


昌和 46 年 1 有 8B 
用 良一 宙 子 118 
の ② 恨 部 良一 人 宙 了 
⑧「 滑 旦 の 宿 和 二 の 電 
⑲ 作曲 補 の 服部 良 一 と 到 手 の 富子 史 特集 の 第 2 衣 。 今 夜 の 開き も の は 、 山 田 和 和 が 吹 き 込 ん だ 品 レ 
服部 一作 品 の 中 で も 、 出 還 が 芋 っ た 曲 は 、 ユ ニー ク な も の と し て 知ら れ て いる 。 昭和 16 年 、 員 下 「 上 次 の 
朋 の 期 牡 月 の 申 」 が それ だ が 、 護 折 の 條 も オー ケ メ ト ラ の 前 で は あがり っ 放し で NG の 連続. 最 化 
は 1 人 スタ ジオ の 避 に 向かい ひっ そり 感 っ た よい う 。 大 ヒッ ト 
人 夜 は スタ ジオ に 最良 一 、 服 宮子 の 史 を 用 を 、 民 部 メロディ ー の 各 密 を 妥 く 。 
な ね お 、 山 田 の 「 衝 所 の 曲 」 に つい て 、 入間 当 日 の 放 親 間 和 では "第 女 の 最初 で 最後 の レコ ー ド に / 
叶う だ 。」、 中 日 新 判 で は [山国 の 最初 で 茂 後 の レ コー ド と な っ て いろ 。 」 と それ ぞ れ 語 介 され で いろ 。 


昌和 6 


⑧「 夜 の プラ ント ホー ム !「 押 座 カ ンカ ン 外角 育 い 出 上 
9 服部 良一 部 の 兄妹 を スタ ジオ に 招い て 、 取 詩集 その 3 共 。 
電 後 一 世 を 員 訂 し た ブギ の リズ ム を いち 品 く 販 り 入 れ 注 和歌 に し た 中 で 、 プ ギ の 女王 と 言わ れ た 符 畠 シズ 
子 が 日劇 の 手合 か ら オ ー ケ スト ラ ・ ポ ックス に 攻 ち た と いう 話 や 、「 育 い 出 上! を 作る 時 、 大 阪 か ら 放電 
加 の 中 で メロ ディ ー を ハー モニ カ の 符 で 手 剛 に 草 い て いた と ころ ヤミ 屋 に 間 違わ れ た 話 な ど 。 
いつ も の よう に セッ ト 曲 の 民生 えな が ら レ ニー ド を く 。 


@ レ イモ ンド MM 部 
@「 伯 二 の 子 人 
④ 人 催 か ら 3 回 に わた っ て 、 ア ナウ ン サ ー 出 貞 の ユニ ー ク な 作家 * レ イモ ンド 則 部 の 特集 を 送る 。 
本 名 、 服 人 明治 40 和 横浜 生ま れ 。 ハワイ の ホノルル 、 プ ナメ ボワ 音楽 学院 で ※ と 作 昌 を 専攻 し た | 
人 電 罰 の 別れ 」「 南 田 の ダ 喘 え 」 な ど 、 当 時 と し て (は バタ 箕 い 作曲 を 手持 け て いた が 、 東光 大 印 の 「 志 


名 の 作曲 家 と し て 注目 され た 。 
を 芝 え 、 ア ナウ ン サー 時 代 の 思い 出 や (治子 守 明 」 に まつ わる 遍 話 を 間 


聞 和 昌 の 作曲 で 、 
人 夜 は スタ ジオ に レイ モン ド 用 
< 


1H24H 
で レイ キン ド 妥 才 ま 116 
② レ イキ ンド 上 施 
⑳「 追 9 林道 中 」 
⑳ レイ モン ド 服 痢 特集 その 2 回 。 
fh14 年 、 公 で は 「 人 よ あな た け は 独 か っ た 」「 兵 隊 さ ん よ あり が と う 」 と いっ た 電 が 区 わ れ て いる 時 代 。 
た っ た 1 校 の 赤 紙 で 旨 坦 に 介 集 され で いく 小 市 氏 の 香子 の 本 を 切々 と 竹 い 上 げた の が 「 直道 中 」 で 、 上皮 
地 の し みわ た る よう な 匠 声 が 全国 に 流れ る 王 、 東 大 所 の [ハルピン 旅 訪 も レ イモ ンド 服部 の ノ ス タ ル 
ジー と し て 愛 上 れ た 。 
後に 言わ せる と 作 買 も イン タビ ュー も 全く 同じ で 、 パ ー ト の 朱 有 に 本間 を 出さ せる の が ュ ツ だ と いう 。 


EHIU 


⑧ ゴ ルナ サイ | バラ の よう な お 特 き ん 」 
⑳ レイ モン ド 厩 特集 の 3 回 日 。 

葉 後 の 日本 の 入 話 に は 、 ア メリ カ の CIE の 音楽 策 で 、 代 民 地 手 出し の 表 人 的 な アカ も の 
「 ゴ メン ナ サ イ 」 を 作曲 し た レイ キン ド 了 人 は 国民 大 時 か ら 自 い 日 で 見 られ て 大 き な 体 を 小さ くし 


基き ん 漆 も っ て こい …」 の 「 ヤ ッ ト ン 科 なり 、 人 府 ム ー ド の 頂点 は 「 タ | 


ル 侵 JEz る 。 
全 伯 は スタ ジオ に レイ モン ド 公 部 を 折 き 、 こ れ ら 一 の 歌 の 流行 が 栄 た し た 社会 的 な 役割 に つい て 開く 。 


ET 


2 月 7B 
清水 みのる #118 
の @ 清 みのる 
@「 妥 の 船出 の 明和 れ 般 」 
(9 今夜 か ら 2 衣 に わた り " 錠 も の シリ ー ズ "の 作 抽 清 水 み の ちの 和信 を 送る 。 
上 本 に 民族 が で き て 20 年 。 人 や CM ソン ゲ は 国民 の 生活 に と け こ ん で いる が 、 日 本 で 初め で の CM ソン ゲ 
は 、 今 か ら 40 生 前 の 昭和 6 年 に キャ ラメ レ メ ー カ ー が 発表 し た 「 全 は 天下 の 人 気 む の 」 (昌吉 川 ロッ パ )。 4 万 
泊り 公募 の 中 か ら 当選 し た 作 記者 は 、 当 時 ポリ ドー ルレ コー ド の 発送 係 で あり サト ウ ハ チ ロー の 弟子 だ っ た 
氷 みのる 。 玉 来 、 田 次 杉 ま の デビ ュー 章 「 生 の な ど " 細 も の " 和 作 和 家 ・ 人 暗 生 と 組ん で 深々 と 性 に 
半 っ た 。 
人 夜 は スタ ジオ に 清 氷 みのる を 招き 、 デビ ュー 当時 の 話 か ら 一 連 の 般 の 歌 を 作っ た いき さ つ や エピ ソー ド を 
疫 く 。 


2H14H 
清水 みのる #ilg 
@ 清 みのる 
@「 か えり 明星 の 計れ に 』「 遇 の 調 才 で 」 
⑨ 人 区 は 「49 も の シリ ー ズ j の 作 記 家 潜水 みのる の 昌 和 を 解 く 。 
相 地 で 放 国 の 日 を 流れ 時 で 占っ で や っ と 衝 し た 消 礎 み の る を 待っ て いた の は 、 東京 の 基 と 時 空 の 赤 し 
いま で の 凌 し きだ っ た と いう 。 
タブ ロイ ド 央 の 新関 に 骸 っ た 23 交 の 邊 訂 細 の 投 憲 
私 は 引き 揚げ 者 で す が 、 住 む に 家 な く 、 動 め る に 職 も あり ませ ん 。 ニギ り 飯 一 つ で 秒 は 夜 の 女 に な っ て し 
また 
これ を 挑ん で 涯 な が に 一 気 に 書き 上 げた の が 「 量 の 浅 れ に 」。 
人 放 は スタ ジオ に 清水 みのる を 反戦 化 の 誰 な 思い 出 を な つ Z ロ と と も に 昭 く 


2 月 21H 
① 上 良 
の 内 遇 
@「 命 かけ で 只 一 度 」「 お 秋子 
③ 今夜 か ら 2 肖 に わた っ て テナー 天田 の 特 集 を る 。 
や わら か い 科 声 、 ビ アニ シモ の テナー 歌手 で あり な が ら 相 玲 な 府 家 の な い 決 々 と し た 盾 情 人 時 は この 近 
50 年 、 も 人 も 変わ ら ず 人 本 を 侯 ば せる 。 
只 上 は 50 年 ほど 前 、 お 菓子 と 史 」 を 駅 っ で デビ ュー- 明和 9 年 に は 、 ド イツ 映画 の 主軸 を 兎 っ て 大 ビッ ト 
させ た 。 その ドイ ツ 映画 「 会 は 呈 「 皇 穫 の モン テカ ル ロ 」 な どの 王 基 馬 を ドイ ツ で 吹き 込ん だ 時 の 理 語 な ど 、 
上 本 吹 に 扶 了 な 放 撤 する 。 


*120 


@ 城ヶ島 の 間 「 人 明け の 吸 」 
@ 


較 6 


3 月 7B 
人 間 信 幸 122 
の @ 作 財 
@「 赤 茂り 子守 表 」 育 空 に 員 へ 」「 城 ケ 和 責 」「 下 田 韻 」 
6@ 今夜 か 53 回 に わた り 、 作 上 * 衝 人 圭 和 人 
遇 池 40 年 、 横 折 に 生ま れ た 竹 剛 人 地 は 昭和 の 初め 、 明 大 マン ドリ ンク ラブ で 証人 牙 男 と 一 緒 に マン ドリ ン 
を 絢 いで いた が 、 ア ル バ イト で 作曲 し た 「 明 治 キャ ラメ と の 明 」 が 日本 最初 の CM ツン グ と いう こと も あっ て 可 
と な 9、 か な 天 分 を 認め られ る きっ か け と な っ た 。 
そし て 、 プ ロ 入 り の 第 一 作 「 寺 の 馬 明 ) で 拍 っ た 東海 林太郎 と と も に 一 人 に 
仙 は メタ ジオ に 性 関 幸 を 押 き 、 了 太朗 の [赤城 子守 昌史 込み の エビ ツー ド を 中 心 に 竹生 メロ 
ディー の 公夫 を 隊 く 


衣 14 
① 人 剛 伴 #123 

の @ 作 較 

@「 人 才 和 「 赤 早 し ぐれ 」「 才 の 夜 ( 寺 し き 子守 

⑨ 人 化 は 先 眉 に 続い て 、 作 昌 家 * 和 人 特集 和 2 放 。 

岡 の 下さ ん は 、 元 オリ ン ピ ッ ク ホ 選手 の 横幅 2 人 の そもそも の な れ そ めか ら 話 が 始ま る 。 

13 年 の 失 映画 入 か つら 」( は 選 の 女性 の " 穫 天 "を 絞っ た 。 この 中 で ヒロ イン の 高砂 か つ 江 ( 還 中 
細 代 ) が 歌 2「 参 し き 陸中 が 、 四 中 組 代 の 過 と し て 話 部 に な っ た が 、 実 は ミス "= ロム ピア の 史 き 圭 え だ っ 
た は う 。 

そし て 最後 に 「 支 夜 」 に まつ わる 理 後 この 曲 は 米 軍 に 橋 屋 され た が 、 そ の 後 ビク ター・ ヤ ング が が 
楽想 人 を 担当 し た 映画 ( 示 作 電 】 に 「 支 聞 の 夜 」 と 同じ メロ ディ ー が 使わ れ て いて 薦 いた 茜 な ど 、 ビ ッ ト 曲 に 
まつ わる 話 を 因 


gz 

① 人 財 人 吉 #124 

DEE 

⑱「 自 剛 の 」「 上 放 和 交 「 若 の お 殺 さ ん 東京 

③ 人 は 作曲 の 和 人 特集 その 3。 スタ ジオ て 、 ヒ ッ ト 和 | 
メロ ディ ーK り 40 年 と いう 全 半 人 六 に は 話題 が 多い 。 長崎 の お 殺 き ん 」( 滋 辺 は ま 子 ) は" 共 崎 も の "の は 
し ゆ に な っ た し 、 昭和 14 年 に 和 売 され た 「 自 央 の 区 } で は 漬 国 の 国 惑 を 問 泰 に 入れ た ユニ ー ク な 作風 が 詳 
回 


「 間 の 了 」 は 作詩 が 久 正 礁 に な っ て いる が 、 あ の 放 を 作っ た の は 実は サト タ ハ チロ ー で 、 作 曲 した 人 
人 自身 し ば らく の 間 は 知ら な か っ た と いう 話 や 、 こ の 曲 の 剛 突 に は 帝国 希 の ロディ ー を 使っ た 新 な ど 、 
睦 呈 い 語 が 撤 寺 され る 。 


@" 和 軍記 き 』「 全 の 思い 財 』「 人 生 和 ) 
(③ 人 科 か ら 3 習 に わた っ て 、 信 は でき 作曲 "人 田 記 の 特 集 を 送る 。 

大 正 5 年 2 月 5H、 暫 万 の 城 下町 金沢 に 生ま れ た 玉音 穫 応 (か げ ま さ ) が 、 作 曲折 店 と し て 
アビ ュー し た の は 、 明 和 11 年 の 侯 思い出 」 と いう エ ジ ッ ン レ コー ド 。 作詞 は 人 生涯 人 の 島田 過 、 生 は 提 
名 の 新人 、 坂 本 明 だ っ た 。 坂本 こそ 後 の 冶 外 で ある 

その 後 、 押 田 は 作田 と コン ピ で 紹 和 13 年 に 「 き 秋 い の 人 生 』「 人 生 拓 光 を 出し 角田 ロディ ー が 月 花 す 
る が 、 こ の 2 旧 は 、 特 に 近田 応 の 人 間 性 が 玉 線 度 動 し て 人 の 時 を 打っ た 

信 夜 は スタ ジオ に 松 人 と 親交 の あっ た 誠人 の 須田 舟 を き 、 身 由 ・ 飯 田 コン ピ ポ 生 ん だ 一 館 の と ッ ト 肌 を 
オリ ジ ナル 乱 で 開き な が 近田 ディー の 秘密 を 聞く 。 


ET 


34 
で 押 基 応 g126 
の ② 委 内 、 間 失 了 
@「 流 電導 隊長 と 共和 生え ど 」「 仏 印 だ より 」『 和 」 
9 今 は き 飯山 応 を 東海 林太郎 は 「 天 オハ ダ の 作曲 補 言い 、 右折 濁 は [日本 の 歌 界 に お ける 作 和 
家 ペ スト 9 の 一 人 と 評価 する が 、 明 42 和 1 月 3 日 、50 上 の 若 さ で この 世 を まっ た 。 
舞田 メロ ディ ー で 夫 多 の 双 が 次 出す る が 、 男 性 第 一 を 夫 委 鈴 と す れ ば 、 女 性 史生 は 間 葉 
信子 。 昭和 (14 和 玩 売 の 「 紋 衝 馬 えど 」 は 作詞 の 田 衝 和 が 全 作曲 の 人 箇 所 が 金崎 
が 人 と 、 三 者 三 邊 に 攻 を 人 う 紀 導 ソ ング と し て 人 々 の を 提 え て 大 セッ ト と な っ た 。 
人 夜 は スタ ジオ に 和志 、 衣 生子 を 家 き 、 当 時 の オリ ジ ナ ル 角 を 関 まな が ら 科 人 を 俺 な ぶ 。 


の 人 由記 析 、 仙 内 
@「 人 だ より 」「 束 物証 字 牙 「 月 の 法 秋 横 町 」「 初 容 ワル ツ 」 
⑨ 今 は でき 衝 晶 家 押 革 応 の 記 れ 形見 * 志 記 胡 が 、8 月 5 日東 演 レ コー ド か ら 星 「 に わ ま きき 」 と し て デ 
ピー ュー し た 。 和 19 旅 な が ら 親 吾 9 で 作曲 も し で 私 う 「 十字 隊 は 語 昌 を 時 ん で いる 。 
人 夜 は スタ ジオ に 失 人 の 和田 符 と に わ ま さき の 2 人 を 招き 、 友 人 と し て 近田 明 応 、 多 閣 と し て の 伯 山 和 店 
を 信 な が 、 最 後に 有田 が 印 殿 の 作 を 倒 計 す る 。 


27 昌和 送 の み ) 
Kg 
の 島 記 仙骨 
@「 東 京 の 花 」「 上海 の 共 売り 欠 国 大 
⑨ 間 晴 夫 特集. 

生前 この 表 で 一 度 特集 を 胃 ん だ こと が ある が 、 そ の 後者 の 放送 紀 の 投 凌 が 多い の で 、 生 前 
銚 し た ケー ブ と 、 上 原 げん と 特集 の 際 ゲ スト 出 泡 し た 時 の 志村 成 し て 本 特集 し て 送る も の 。 

この 回 は 近 送 の み で 航 送 きれ で お り 、 放送 数 に は カウ ント され で いな い 。 


本 放 
で が 果 邊 *128 

@ ひ 時 和 、 補 田 作 ニ 

⑳「 相 国 の 基 り 」 

⑯ 近 和 放送 で は 昭和 47 年 4 月 に 初 の て 放 ( 第 178 回 ) さ れ た よう で ある 


5H 
か 知 129 

@ バ 時 和田 後 

@「 画 少 有 」 

(⑨ 前 周 に 引き 縮 き 昭和 47 年 4 月 に 初め て 放送 (第 179 回 ) さ れ た よう で ある 。 


相 


昌 6 


HH 
訟 部 g180 
@ 座 山 
⑧「 丘 を 越え で 」「 影 を 培い て 」 
人 9 今夜 か ら 8 回 に わた っ て 護 員 一 人 特集 を 送る 。 今夜 は その 第 一 夜 と し て [キャ ンプ 小 昌 か ら 「 凡 を 革 い て 
まで の それ ぞ れ の ッ ト 箇 に まつ わる 庄 を 関 く 。 

山 一 穫 の 夫 合 「 キ ャ ンプ 小明 が デビ ュー 申し で 知ら れ で いる が 、 そ れ 以前 大 正 12 年 
と が あ る 。 また 尊 は 浜 か 宙 忠 か 」 を 現 売 し た 後 、 音 楽 校 を 公 学 に され た 誠 な ど 、 遇 味 あ る 


明 g 
G 尊 呈 一 朗 1B1 
@② 訂 部 
東京 ラ プ ソ ディ リ 「 育 い 広 で 」「 史 まひ ビ キロ 
@ 施 員 一 人 特集 その 2. 束 音 朱 学校 を 席 で 卒業 し た 区 山 一 上 の 文字 通り プロ 第 一 作 は 、 ビ クタ ー で 上 
8 征 3 月 発売 の 「 秋 の 至 奉 ( は る )」。 この 低 、 一 連 の 上 民政 を 奮 う が 、 こ の タイ トル が 「 放 山 一 郎 な つか し の 
2 ロディ ー」. は か ら ず も 、 こ こ に 「 な つ メ ロ 」 と いう 言葉 が 導 生 し た 

信 夜 は スタ ジオ に 雇 山 一 部 を 池 え 、 ピ クタ ー、 テ イチ ク 時 代 の 了 れ た 秘話 を 当時 の 泰 角 を 聞き な が ら 撤 可 
する 


seH 

仙一 182 

@ 麻 山 

@ 夫 ゆる 天空! な つか し の 到 訂 」 決 乾 の 大 空 へ 痛い 牧場 

⑯ 座 員 一郎 和信 その 3。 アル ババ イ ト 時 代 は コロ ム ピ ア 。 プロ と し て は ピク ター か ら テ チイ チク で 條 城野 代 を 芝 え 、 
当時 日 本 の 験 章 の 人 気 を 林 玉 包 二 分 し た 放出 一 郎 が 町 5 っ ロム ビア に 鞍 え ち れ た の が 明和 14 年 
! 交 ゆる 大 定 光 の 送 」 な どの 地区 語 で 潜 味 の 大 箇 を 区 無し た が 、 特 に 「 医 は 

ー ス 台 と いう 新しい 分 野 を 関 枯 し た 

人 伯 は スタ ジオ に 導 山 一朗 を え 、 


ー ス を 中 心 に 当 の 届 を 聞き な が ら 、 な つ プ ロ を 角 く 。 


ョ 23 
①= ロ ム ピ ア 邊 後 和仁 198 
の ② 人 = 
リン ゴ の 悲し き 衝 和 三日月 
④ 人 か ら 寄 友 の 歩み" 凡 * 大 浴 の 婦 一 美 補 ひ 3 り が レコ ー ド 界 に デビ ュー し た の は 明和 24 全 
月 の 訂 二 ブギ ウ ギ 」。 当時 ひば り は 11 歳 だ っ た が 、 こ の 天 了 少女 の 出現 を 見 て 、 信 日 の 表 空 ひば り を 予言 
し た の が 音楽 尿 の 大 箇所 山田 用 だ っ た と いう 。 
隆 年 、 昌 本 コロ ム ビ ア か ら 発売 され た 「 日 本 滋 行 の 歩み 一 男 冶 ・ 大 正 *H 和 編 」 が 昭和 5 年度 日 本 
コー ド 大 質 和 列 近 を 受け た が 、 今 回 は 各 備 幼 と し て 昭和 21 年 の サンゴ の 中 か ら 32 年 の 「 音 び も 砺 し み も 希 
年 月 』 ま で 140 申 を 緑 し た オリ ジ ナ ル 錠 が 発売 され た 。、 
人 夜 は 、 当 時 ひば り の ディ レク ター で あり 、 こ の 企画 人 作 を 担当 し た 日 本 コロ ム ピ ア の 松 較 本 三 を スタ ジオ 
は 、 な っ メロ を 聞き な が ら 、 心 譜 な ど を 時 柄 し て も ら う 。 
な お 、RKB 色 放送 で は 放送 きれ な か っ た 


本 


取 RM6 和 


5 月 8OB 
①= ロ メ セ ア 直後 簿 き 134 
の @ 人 剛三 
東京 
@ 


ド 」 に の 世 の 奉 !「 あ ぎみ の 台 」 
0 ほど 日 本 コロ ム ピ ア か ら 、 昭 和 21 年 の [リン ゴ の 」 か ら 82 年 の 「 奉 び も 悲し み も 仁 年 月 」 ま で 140 曲 を 
収録 し た オリ ジ ナル 短信 売 きむ た が 、 こ の レコ ー ド を 企 二 製作 し た 羽村 三 を スタ ジオ に 沖 え 、 ビ ッ ト 曲 に 
つる 閣 を 因 く 。 

な お 前 財 に 引き 純 き 、RKB 提 放送 で は 放送 きれ な か っ た 欄 。 


ge 昌 
① 長 当 北 本 き 195 
@ 当 
@「 放 中 欠 傷める 在 東 」 
⑨ 今夜 か ら 3 回 に わた っ て 、 こ の 選 40 和 一作 昌 家 津本 の 特集 を 送る 。 
昌和 7 年 、 タ イコ ー- レ ョ ー ド か ら 出 た 「 夜 の 夏 」 が デビ ュー 作 。 明和 11 年 、 ポ リド ー ル に 迎え られ で 「 高 滞 
中 給 」 を 作 昌 、 東 導 林 太郎 の 名 と と も に 作 男 ※・ 長 小 司 が 世に 出る 
人 夜 は スタ ジオ に 基 座 本 を 招き 、 計 人 時代 の 普 を 中 心 に 、 エ ノ ケン と の 交流 、 藤 涼 メ ロディ ー の 不 質 を 
オリ ジ ナル 息 と と も に 間 く 。 


@ 有 1gB 
で 胡 慈 本 #196 
@ 長 当 半 
@「 太 測り 渡れ U 明 大 利 本家 「 和 地 町 」 
⑲ 今夜 は 作曲 家長 注入 の 2 回 上 長座 メロ ディ ー は 日 本 本 モン チ メ ン タリ ズム の 李 と 言わ れる が 、 
昭和 14 人 6 月 に 則 た 「 時 の は 前 線 の 兵 虹 意 を 失わ せる も の と し て 天上 
し か し 、14 年 11 月 、 踏 い 時 代 に 生き る 庶民 の 店 を 区 い 上 げた 座 田 まき と 作詞 [大 利 本 夜 」 に は 、 浅 信 
の ペー ツメ を ぶつ ける よう に 作曲 し て 大 ヒッ ト 。 
人 座 は スタ ジオ に 長洲 語 を 折 き 、 長 注 47 デ ィ ー の 作 昌 手法 を 中 心 に な つ メロ を 紙 衣 く 。 


Bi2OH 

① 当 北本 #187 

9 長津 

@「 補 誠志 れ ヒ の ブルー スリ 「 十 三 衣 』「 チ ャ ンチ キ お けさ 」「 提 次 」 

@ 今夜 作曲 家長 津本 等 集 の 3 回 日 。 HB 和 16 生 4 月 、 ポ リド ー ル か 5 テイ チク に 移 迷 し た 長 当 司 は 
三幸 玉 れ じ の プ ブルース! 連絡 巡 の 明 な ど 、 時 の わく よう に ヒッ ト 則 を 連 算 する ー、 細 
切れ 味 を 見 せ 、「 の 夜 下 | 涯 右 月 が と っ で も 音 い か ら 」「 角 方 さ ん より な どの 大 ヒジ | 

人 夜 は スタ ジオ に 長澤 司 を え て 、 作 中 と 組 の 相関 八 に つい て 胡 理 論 を 撤 還 する また 、「 二 
を 区 っ た 小泊 朱 が 窟 語 で 富 組 に 参加 . 玖 手 の 立 才 で 藤 注 4 ロ ディー を 計る 


ee7H 
人 座 久 育 g188 
の @ 人 評 和男 
@ 半 に 祈る 」「 夫 李 の 抱い 」「 高 原 の 旅 」「 白 基 の 殖 
6@ 今夜 か ら 2 計 に わた っ て 人 攻 久 男 和 集 伊 男 も この 道 4O 和 今年 61 衣 を 区 えた が 、 デ ビュ ー 当 時 の 
画 克 手 の 苦 補 が 今 も っ て の 凛 え で ある と いう 。 
昭和 年 「 旅 に 演 く ] で デビ ュー し た が ヒッ ト せ ず 、A 男 の ビット に 合 季 する 環 の 奄 家 に 潤い た 。 昭和 
13 年 ( 滑 上 の 尺 人 」 で や っ と 一 立ち 。 その 後半 に 折る 」「 原 の 旅 贅 で 一 躍 ス ター ダム に の し 上 が る 。 
その 隊 座 久 細 を スタ ジオ に 陸 え 、A 画 と 環 の 役 紗 な ライ ババル 全角 、 ビ ッ ト 曲 の 層 命 な ど を 中 古 に 、 
この 40 年 の 倫 談 を 聞き な が ら な つ メ ロ を 弥 解 く 。 


昌和 46 


? 有 4 
で 放 才 199 
の ② 人 久男 
⑧「 訟 紀 の が 」「 イ ヨ マ ン テ の 論 1「 山 の け お り 」「 知 いと し き 人 よ 才 栓 
⑨ 人 は に 境 いて 伊 久男 集 の 2 還 旧 。 
隊 移 カム ペック 第 作 の ジオ 区 抽 近 の 攻 か ら 去 11 有 、 誤 生活 40 年 を 記念 し て 歌っ た 「 の 促 
則 」 ま で の 26 和 間 の ビッ ト 上 を 昌 く 。 この 間 に は この 砲 を わ な いと 本当 の 人 誠 久 施 か どう 添 われ る と いう 「 イ | 
ョ マン テ の 作 」 や ラオ 押 語 の 「 山 の けむり 」、 そ れ に 「 攻 いと し き 人 上 |「 到 民 積 エレ ジー」「 記 れ 得 ぬ 人 」 な ど | 
近 の 「 攻 の 名 は 」 シ サー ズ の ヒッ ト 貞 を く 。 


[計れ 香 め 人 」「 の 人 


7HH 

で 和夫 括 往 #140 

@ 座 田 ま さと 、 広中 鈴木 

@「 生 の 小穴 |( デ ィ ッ クミ ネ )、「 放 中 」、 バタ ビ ヤ の 夜 は 和 け て 」( 拉 )、「 理 町 人 生 」 (上 拓 和 ) 

@ 分 夜 か ら 9 回 に わた り 、 総集編 と し て 、 信 まで の 放送 を 拓 り 返っ て 、 医 期 に な っ た 曲 や 以前 の 放送 の 時 に は 
か けら し な か っ た 原 租 を か け て な つ アロ を <。 

時 和 43 生 11 月 の 第 1 思 旧 の 放送 上衣 和 集 で あっ た が 、 そ の 中 か ら 「 昔 町 人 生 」 を 、 そ し て 第 3 回 人 の 

ディック ・ ミ ネ 特 集 か ら 、 そ の 時 に は 放送 で き な か っ た 「 愛 の 小 密 」 を 原 多 で 送る 。 和 取 者 の 声 を 素材 に 話 を す 
すめ 、 ゲ スト に は 次 田 ま さと を 迎え て 真 閣 を 半 く 。 


za 
で 次 括 仙 #141 
② 誰 田 まき と 、 広中 玲 款 、 村 才 
@「 浜 の 基 」「 の 隊 の 
⑨ 信 夜 は 適 8 年 を ふり か えっ て の 総 信 得 その ら を 送る 。 剛 晴天 が 生前 この 番組 に 上 た 時 の 記 を 再 放送 する 
他 、 こ の 番 柚 に 放す る 時 者 の 声 を 交え な が ら 「 振 の 小鳩 「 女 の 際 補 」 と 、 また ゲス ト の 族 田 まさ と の い 出 
放 を 和 り 込ん で 上 計り 時 」 な ど を 聞く 。 
攻 半 当日 の 京 者 新刊 に は 、「 な お 信 の 情 成 で の この 区 * あ の 人 」 ほ 、 月 いっ ぱい で 終わ る が 、 人 月 
か ら は 、 新 し い 形 式 で に の 歌 - あ の 人 」 を 送る 季 定 。」 と 半 か れ で いる 。 
また 、 間 交 間 剤 に は 「 欠 本 裕 」 ま の クレ ジッ ト が ある 。 キン グレ コー ド の 舘 人 と 洋室 
を 可 作 し で いた 角 宙 の こと で あろ うか 、 
な お 、 中 部 日本 放送 で は 、 プ ロ 野 護 オ ー ル スタ ー 中 が 中 上 の 場合 に 7 月 19 昌 (月)21 時 か ら 送 され る 
は はず で あっ た が 、 プ ロ 野球 が 放送 され た 。 放送 は な され な か っ た 栓 。 


7H25H 
秋生 生ま 142 

② 座 田 まき と 、 広中 玲 、 村 才 

@「 宮 箇 な で し こ 」( 計 子 、「 和 の!( 放 原状) 、「 計 ! (上原)、「 加 短 の 町 ( 海 大 ) 
⑬ 電信 幼 そ の 3。 

田 ま さと を 迎え 、 子 、 閑 紅 、 上 康 和 東海林 太 取 の を 還 く 。 

疾 め < くり は 更 導 大 誠 の 還 衝 の 町 」。 

遇 と 曲 の 間 に は 取 者 の 電話 イン タビ ュー や 、 座 原 世 の 昌代 芝居 の を 開く 。 

近 寺 人 六 外 で は この 回 で いっ た ん 胡 終 回 を 迎え る 。 


Ei 


第 143 回 第 151 回 


支 放送 局 及 び 期 間 文 
放送 局 間 
近畿 放送 昭和 46 年 8 月 46 年 9 月 


司会 : 宇 井 昇 (第 143 回 145 括 
月 原 史郎 (第 146 回 151 回 


支 放送 リス ト 凡 例 
① サ ブタ イト ル ・ 放 送 回 ② 出 演者 
③ 曲 目 ⑨ 放 送 概要 
・ 年 月 日 は 、 近 畿 送 の 放送 日 を 記載 。 
・「① サ ブタ イト ル 」 は 木村 孝雄 自費 制 作 LP 同 封 ③ に 準拠 
・「③ 曲 目 」 は 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に し た 。 その た め 、 放送 さ 
れ た すべ て の 曲目 を 網羅 し て いる わけ で は な い 。 ま た 、 放 送 され た 音源 
の 歌唱 者 が 明示 され て いる 場合 の み 、 括 弧 書 き で 歌唱 者 名 を 付 し た 。 
・「② 放 送 概要 」 は 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に し た 。 


ET 


46 和 ES 月 3 
① 和 と 波間 148 
@ 
⑧「 人 全 才 (ON 光 大 還 )、「 夜 直上 場 ( 村 人)、「 雪 交 の 月 
(9 信 ま で の 人 物 中 で 本 虚 し た 内 容 を 一 新 し て 、 な つ メ ロ を ジャ ン ル 多 に 分 類 し て 送る 。 
今夜 か ら 3 週 に わた っ て は 、 浴 と 租 を 区 っ た 員 を 集め 、 細 し て 「 人 生 各 交 。 以 前 送 し た 時 の 東 洒 | 
の を 間 き な が ら 「 光 の 月 」 な ど を 送る 。 
司会 は 引き 館 い で 宇 攻 が 担当 する 。 


gHoH 

①z 役 和 半 144 

@ 

@" 徐 は 系 り 1( 上 原 艇 )、「 月 の デッキ で 」( 引 )、「 委 の 箱 明 」( 軸 閉 夫 ) 

(⑨ 傘 先 遅 に 引き 続い て 「 入 と 埋 」 を 上 っ た 章 を 集め で の 特集 超 し て 「 人 生 W 海 」 そ の 9 を 傍 る 。 
四 欠 術 ま は 急 っ て も 幼 れ な い 伸 の 消 水 みのる の 語 を り 込ん で 送る 。 


FCI 
で ① 綴 は 和 上 問 #145 
の 


⑳「 夫 (大 朗 )、「 浴 シャ ン ツン (人 晴夫 ) 、「 か えり 絶 」( 上 多義 大) 、[ あ こ が れ の ハワイ 拘 、 
の よい 船 
(9⑲ 新しい 企画 で 居る 第 3 夜 の 今夜 は 深 と 多 「 人 生 箇 次 」 の その は 」 
ます 東 放 林 太 還 の 「 有 の 夜船 」、 そ し て 騰 時 去 の 「 浴 シャ ン ツ ン 」、 還 多 閉 夫 の [か えり 租 」 と 続く 。 その 後 以 
前 放送 し た 清 み の る の 声 を 聞く 。 


誤 24H 
① 半 か 策 を 想わ ぎる #146 
@ 
@「 山 は 名 林 太 包 )、「 潮 庶 の 放 条 !( ポ 次 林 太 包 )「 計 か 幼 を 租 わ ざる 」( 側 ) 
⑨ 人 と 朱 週 の 2 回 に わた っ て ぶる き と 特 集 、 題 し で 「 着 か 誠 導 を 起 わ ざる 」。 設 衝 は 症 に も ある が 、 ふ と さび し 
い 叶 に 思い 出す 癌 細山 や 河 、 そ れ を テー マ に し た 曲 を 集め て 送る うと いう も の 。 
まず 最初 送る の が 末 林 大 郎 の 「 山 は 欠 。 周年 の 松竹 映 画 ( 山 は の 主因 至 と し て 玩 守 され 
た 作 昭 。 その 他 を 広角 で 送る 。 
日 の 京都 新聞 前 の 組 介 記事 に は 司会 者 の 情報 は っ で いな い が 、 第 147 回 の 放送 日 の 刊 
「D.J は 朋友 アナ 」 と 記載 きれ て いる 。 サブタイトル が 第 146 回 と 147 回 た で 一 で あな 
回 より 司会 月 大 記 変わ っ た も の と 思わ れる 。 


FEII 
① 閉 か 筑 を 想わ ぎる #147 

@ 

@ バ タビ ヤ の 夜 は 更け で 1 OK 田 際 )、「 異 の 庄 」、「 白 い 花 の 中 

④ 先週 に 続い て ふる さと 特集 。 其 し て 「 北 か 放 拓 を 想わ ざる 」 そ の 2 を 送る 第 二 深 大 香 中 、 笠 地 か ら は る か 


郵 を 頒 ん で いろ ん な 曲 作 られ た が 、 中 で も ヒッ ト し た の お が 田 勝 産 の バタ ビ ギ の 夜 は 更け て 」 一 あふ 今 
見 大 は 、 き っ と お 生き ん の 際 だ ろう … 広 田 騰 散 の セリフ 入り の この 系 は 戦地 で も よく 苔 わ れ た も の で ある 。 
この 昌 を 和 是 に 今 夜 は 1 異国 の 庄 』「 白 い の 喘 く 5」 他 を 送る 。 


本 


昌和 he 


grB 
で 赤い タロ の 満 才 で き 148 
@ 
@「 貴 時 を f7 く 」 (松平 * 下 代 )、( 潤 えば 」( 音 丸 | 、「 国 攻 の 看 (大 ) 
9 今夜 朱 加 の 2 回 に わた っ て 、 謗 才 を 宇 に し た 曲 を 第 め て 送る . 回 し て 「 ボ い 夕日 の 滴 光 に 」。 
昌和 9 年 に 溢 国 が で き て 、 ロ マン を 求め て 多く の 人 々 が 、 攻 野人 拓 と いう 名 の も と に 諸 皮 し た が 、 そ れ 
と と も に 落 々 の 歌 も 生ま れ た - 尋 押 の 地 で 族 国 を し の 、 赤 と 思っ て 生まれ た 贅 々 の 歌 を 洋 る 。 


HaH 
① い の 導電 で 149 
@ 
⑨「 心 の ぶる き と 」( 結 池 )、 ハル ビン 旅 区 (東海 大 朗 )、「 夜 の 届 」( 李 香 和 
⑨ 先週 に 続い て 演 放 和信 明和 7 年 の 演 如 以来 、 注 者 ブ ー ム が 続き 、 誠 和央 の 世界 で も 続々 と 清州 を 
テー マ に し た 曲 が 発 表れ た 。 
その 中 か ら 今夜 は 下 間 中 の 下品 レコー| 
の 「ib の 3 る き と 」 を 折角 で 間 く 。 


に な っ て いる 婦 和 14 年 12 朋 


ん か ら 発 売 され た 結 寺 道子 


EEII 
で 導 由 旅 が ら す を 150 
@ 
道中 」( 交 大)、「 作 分 導 中 」、「 赤 道中 ]、「 才 次 三 人 」 
④ 人 と 通 は 役 寿 集 、 還 し て 「 錠 が ら す 道中 ぐら し 」。 
肛 旅 も の の 最初 は 昭和 4 年 に 多 売 され た 日 疾 喘 画 ( 各 時 湊 人 」 の 主 臣 「 小 」 で 、 そ れ 以後 次 々 | 
に 道中 も の が 国 た が 、 そ の 中 で 最初 に ビット し た の が 「 拘 の 顔役 」 の 主 還 歌 で 明和 10 年 に 発売 され た 東海 
が 3「 放 人 道中 」 で あろ う 。 


gs 

で 導 中 旅 が ら す を 151 

@ 

@ 旨 道中 (上質 敏 )、「 聞 道中 (東大)、「 幅 し く 3 れ 」 (上原 

@ 先週 に 続い て 遇 特集 の その 2。 閉環 と 人 情 を 振り 分 け て 旅 か ら 旅 へ の 太り 仙 。 この 次 が 日本 人 の 気持 ち 
と びっ た り 一 政 し て 多く の 和 放 遇 が 作 られ 、 ま た 多く の 股旅 を ケー マ に し た 則 が 作ら れ た 。 


| 


第 152 回 一 第 177 回 


支 放送 局 及 び 期 間 文 
放送 局 期間 
ラジ オ 関 東 昭和 46 年 10 月 て 47 年 3 月 
中 部 日 本 放送 昭和 46 年 10 月 てこ 47 年 3 月 
近畿 放送 昭和 46 年 10 月 47 年 3 月 


RKB 毎 日 放送 昭和 46 年 10 月 47 年 4 月 
RKB 毎 日 放送 は 第 177 回 を 4 月 1 日 に 放送 


司会 : 宇 井 昇 


放 送 リ スト 凡例 
① サ ブタ イト ル ・ 放 送 回 ② 出 演者 


③ 曲 目 ④ 放 送 概要 

・ 年 月 日 は 、4 局 の 中 で 一 番 放送 日 時 が 早い ラジ オ 関 東 の 放送 日 を 記 
載 。 

・「① サ ブタ イト ル 」 は 木村 孝雄 自費 制作 LP 同 封 ③ に 準拠 。 

・「② 出 演者 」 に は スタ ジオ へ の 出演 者 の み を 記し 、 電 話 で の 出演 者 は 
「④ 放 送 概要 」 に 記述 。 

・「③ 曲 目 」 は 中 日 新聞 及び 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に し た 。 そ 
の た め 、 放 送 さ れ た すべ て の 曲目 を 網羅 し て いる わけ で は な い 。 ま た 、 
放送 され た 音源 の 歌唱 者 が 明示 され て いる 場合 の み 、 括 弧 書き で 歌唱 
者 名 を 付 し た 。 

・「④ 放 送 概要 」 は 中 日 新聞 及び 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に し た 。 


コロムビア ) き 152 
の ② 人 折損 本 
⑧「 十 の 春秋 の 銀 放 並木 の 明 」「 胡 き 宮 士 の 渡 」 
(⑲ よそ お い を 新た に し て スタ ー ト する この 番組 、 今 夜 か ら 3 遂に わた っ で 、 ミ スコ ロム ビア (松原 換 ) の 特集 で 
ドッ ト 前 の 低 り な 人 間 木 を 全 る 。 
務 和 8 年 、 ピ クター に 大 きく 相 を あり られ た コロ ム ビ ピア が 新人 下手 の 発 押 に 有志 と な っ て いた 時 、 日 を つけ 
た の が 上 野 の 音 楽 校 の 松原 線 。 コロ ム ピ ア で は 本 名 を か くし 畑 手 し し で デビ ュー させ 、『 十 九 の 看 」 


ド を 中 心 に 初期 の ビッ ト 韻 を 関 く 。 


ゲス ト の 山本 は 元 っ ロム ピア 文芸 長 。 


1oHhH 

で 人 拓 名 ペ スズ コム ピア) #158 

の 9 人 原 失 、 必 岡 吉 

@「 旅 の 放 還 」[ 災 し き 子守 

@ 昭和 12 年 の 未 か ら 13 年 に か け て は 昌 事変 の 影響 で レコ ー ド 界 は 低 送 を 村 け て いた が 、 こ れ を 一 気 に 中 
き 鐘 ば し た の (は ミス コロ ム ピ ア ( 松 原 押 ) 季 が 組ん で 陸 っ た 「 旅 の 夜 」 の 大 ピット 映画 「 和 集 か つら 」 


今夜 は スタ ジオ に 鞭 島 、 松 枯 表 と 作画 の 竹 問 人 を 押 き 、" 妥 座 か つら シリ ー ズ "を 哲 盤 の SP レ 


ニー ド で 開き な が ら を 関 く 。 


10 有 Hz 
で 人 記 " コ AE ビア) 154 
の ② 人 折半 
秋明 「 攻 巡 三 下士 
⑬ 昌和 1 年 、 川 松太郎 原 作 の 「 和 区 か つら 」 の 大 ヒッ ト に 続き 「 編 吹か つら 」 が 痢 
拓 奏 コン ビ で 大 ビット 。 更に 第 三 「 衝 か つら 完結 の 主人 低 」 も 大 ヒット 
了 和 5 年 、 伺 の 「 朋 浴 か つら 」 に 寺村 し て 東宝 が 小島 下記 作 「 新 を 映画 化 、 主 期 上 舞 
い 千島! に 、 こ の 和 六 コン ピ を 起用 し て 大 ヒット 
埋 後 明和 2 年 、 新 東吾 二 下 夜 も 主 回 素 に この 2 人 を 引用 し て 大 ヒッ 半島 妊 、 原 拘 は 負 
電 歌 に な く で は な ら な い 存 寿 と な る が 、 松 操 は 「 三 難 古 夜 」 を 最後 に 引 人 家族 の 人 と な る 。 
信 夜 は スタ ジオ に 全品 上 、 撤 原 換 夫 大 を 拉 い て 、 大 ビット 放 生 の 下 話 を 時 く 。 


・ コ ロム ピア の 


10 有 24 昌 
づき =155 
の 
@「 基 は 次 放 般 可 研い や 巡行 曲 」 
③ 信 夜 か ら 3 通 に わた っ て 音 丸 の 特集 。 
時 NG 生か ら 9 笠 に か け て 、 本 の 虹 失 は 且 友 、 市 丸 、 小 夫 の E| 
導 奈 し た が 、 昭 和 9 生 の 伏 、 較 ら ず も 東京 の 補 の 主 ・ 水 満子 が 天声 を 認め られ で レコ ー 
同社 会 を 央 わし た 。 芸名 も 人 者 妥 に 寺 和 
「 お お けさ く づ し 」「 主 は 回 疲 ] で ビッ ト 、 昭 和 10 生 、「 秋 可 忌 いや 」 の 大 ヒッ ト で 地 通 り 音 時 代 を 殴 い た が 、 
今季 は スタ ジオ に 音 丸 を 列 え 、 や は り 「 和 玉 可 腕 い や 」 の 作曲 で 一 殺人 作曲 家 と な っ た 古関 替 硬 と の 電 
を 交え な が ら 初 期 の ビッ ト 曲 を オリ ジ ナ ル の SP 邊 で 凍 く 。 


隊 さ れ て 、 箇 者 の スカ ウト こ 
ド 下 入 り 、 新 


思 和 46 


10 有 81 昌 
で 156 
の 
@「 滴 放 相 えば]「 下 夜間 」「 大 島 ぐ づ し 」「 憶 多 夜 
人 ⑲ 昭和 10 年 、「 去 可 愛 いや や 」 の ヒッ ト で コロ ム ビ ピア は 普 友 時 代 が 続き 、 議 州 も の の 東田 靖雄 品 で も 光り 出し 
た が 、 徹 女 の 本 陣 は や は 9「 下 内陸 多 店 」 と いっ た 般 も の で 開花 する 。 
人 で こそ 、 素 人 の ど 自慢 は 調 識 と な っ た が 、 昭 和 11 年 3 下田 夜 昌 」 を 課 有 箇 に 、 コ ロム ピア と 、 映画 化し 
た 松 性 が 大同 で 企画 し た 上 癌 コン クー ル が 日 本 の 示 人 の ど 自 人 _ の は し り で 、 こ の 時 、 後 の 賠 夫 や 近江 人 
は 区 選 し た が 、 人 人 有 出 邊 の 青子 が 人 勝た 。 
人 夜 も スタ ジオ に 音 丸 を え 、 表 代 子 と の 電 革 を 交え な が ら 、 全 成 時 代 の ビッ ト 曲 を 原 震 の SP レ | 
ョ ー ド で <。 


11H7H 
W *157 
@ ぎ 
@「 滴 州 寄 」「 才 は 株 」「 夜 組 の 夢 」「 軍 国 の 人 5 
9 音 特 集 の 3 回 日 
共 の ヒット 邊 を 大 区 する と 、「 和 可愛 いや 」「 下 店 必 多 夜 和 」 の 和 も の 三 
州 想 え ば | 溢 叶 」 の 帝 才 も の 三 郵 作 に な る が 、 ヒ ッ ト 則 の 大 半 は 高橋 拘 記 の 人 
作者 店 六 箇 、 大 村 能 人 が 分 担い う ケ ー ス が 多い 。 
刀 を 理 え 、 信 は き 高 失 郎 、 大 村 能 証 に 也 い を 吾 せ な が ら 、 抽 も 放 め な い 下 計 必 の お 
か みき ん が いか に 色 カ し な が ら 三才 震 丸 と し て 大 成 し た か の 人 則 概 を 細く 。 


人 と 、「 欠 は 滴 上 席 
、 作 曲 を 江上 夜 詩 


14H 
① 呈 導 き 158 


の @ 友 田 勝 ま 、 佐 伯 夫 
⑧「 二 の 洒 揚 」「 め く 星座 「 森 の 小作 マニ ラ の 街角 で j「 ジ ャ ワ の マン ゴ 沈 り 


(⑨⑩ 分 夜 か 53 衣 に わた っ て 色 勝 と 氏 田 特集 を 鞍 。 
ハウ イ 生ま れ の 江戸 っ 子 、 青 夫 と 言わ れる 広田 勝 が 「 ハ ワイ の セレ ナー デ 」 で デビ ュー し た の が 昭和 
1 年 4 月 。 その 後 12 年 6 月 に は 「 明 の 請 電 を 歌い 、 そ し て 1 年 9 月 に 承っ た 「 座 めく 呈 座 」 で 一 愉 ト ッ プス 


ター の 了 を 上 め た 
人 夜 は スタ ジオ に 友田 用 と 詩人 の 作 伯 才 夫 を 湯 え て 、 友 騰 の 区 を た っ おぶ り 半 き な が ら 、 数 々 の 間 話 を 半 


を 


11 有 1 

で ① 族 き 159 

の ⑨ 田 勝 ま 、 佐 人 大 

@ 新 二 」「 ラ バウ ル 座 家 字 了 

⑲ 昭和 17 和 8 月 戦局 いよ いよ 激烈 な 中 で 、 橋 な 国 隊 度 の 映画 「 新 宇 宝 が 、 回 民 に 淡い と 
を な えた , し か し 、 宣 内 を 雄 わ な い 彼 に 対す る 宇和 の 風当たり は 強く 、「 堪 めく 正座 」 に も "起草 の 人 役 で わる 
時 流行 歌 に 取っ で いる "と クレ ー ム を つけ る 始末 だ っ た 。 大 田 が 補 め て 区 っ た 軍国 吉 は 「 如 人 隊 克 」。 

人 徐 は スタ ジオ に 友田 勝 と 笠 人 の 価 伯 攻 夫 を 所 き 、 叶 い 戦時 中 の 苦悩 を 中 心 に ヒッ ト 曲 を 当時 の 原 角 カ 


SP レ ュー ド で 間 く 。 


主 


ET 


11 朋 28 
詳 族 =160 
の @ 反 剛 導 、 佐 人 大 
@「 柴 の タン ゴリ 「 齋 京 よき よ な ら 東京 の 屋根 の 下 」「 プ ルプ ス の 竹下 水 名 の スー ツケ ー ス 」 
6@ 今夜 は ハ ワイ 生ま れれ の 戸 っ 子 、 衣 奏 、 居 上 和信 の その 3 で 、 氏 隊 の 取 阪 と し て 、 昭 fm22 和 | 
月 に 発売 され た 「 生 の タン ゴ 」 か ら 比 の ビッ ト 昌 を ろ 。 
灰 田 有 請 は 、 青 胡 の 爽 い 王 で あっ た 。 彼 ほ ど 、 斉 人 の 喜び や 圧し み を 克 い 上 げた 大 は 少な い 
昔 後 の 史 き 和み 第 一 好 は 、 昭和 22 生 4 月 の 「 葉 の タン ゴ 」 で ある 。 佐 と カス トリ の 渦 て ヤミ 市 に 、 若 々 し 
い 前 碑 が 流れ 、「 東 京 よき よ な ら ]「 東 京 の 民 邊 の 下 」 は 日比谷 ・ 上 野人 と 、 朱 け 蹴 か ら 立ち 上 が る 東 
京 の 衣 を 派 っ て 大 ビッ ト 。 
終 後 放し た 東京 で 、 革 の 良かっ た と ころ も 油 に 織り 込ん だ 「 東 京屋 欄 の 下 」、 も し 野球 を や っ て 
いた ら 今 ご ろ は ジャ イア ン ツ の 話 督 に な っ て いた だ ろう と 語る 時 好き の 旬 の 「 暑 位 」 な ど 、 そ れ ぞ れ の 
ント 遇 の 店 を 、 了 有人 の 価 作 大 を ダス ト に 生井 見 の 可 会 で 送る 。 


12 朋 

おり ドー ル 収 前 管 き 161 

の ② 傘 田 ま き と 、 価 々 本 

人 長 の 上 街 の 計れ 叉 下村 の 唄 」「 あ や め の 唄 「 エ ノ タン の ダイ ナ 』「 い 日曜日 [人生 和 」 

9 最近 、 な つ メロ ファ ン の 則 で 、 ボ リド ー ル ブー ム が 走 = り つつ ある 。 今月 15 有 に 、 和 5 年 か ら 26 年 まで の オ 
リ ジ ナ ル 原 名 140 曲 に よる ポリ ドー ル 歌 大 全集 「 心 に 生き る な つか し の 険 声 」 の アル バム が 発売 さ れる こと に 
な っ た が 、 今 夜 か ら 2 週 に わた っ で 、 こ の 大 全集 を 皮 り 上 げ る 。 

スタ ジオ に 当時 の ドー ル 丈 革 * 麻 田 ま さと!- 作 前 ) を 迎え 初期 の ビッ ト 前 放 生 の 革 放 を く 。 
な お お 、 こ の アル バム を 生 取 者 に プレ ゼン ト を する お 知ら せ も ある 。 

この 回 及び 第 162 回 の 放送 且 の 中 日 新 聞 * 放 新聞 の 紹介 記事 に は 佐々 木 幸 男 の 名 は な い が 、 林 村 
孝和 抽 作 LTP 同 時 ③ に は 記さ れ で いる 。 お そら く 、「 心 に 生き る な つか し の 歌声 」 の アル バス 制作 に 携わっ | 
た XR リド ー ル の ディ レク ター で あろ う 。 


12 朋 12 
で が り ドー ル 四 前 低 g162 
9 和 田 まき と 、 価 々 村 
@「 男 の 驚い 」「 出 般 の 大 陣 の 町 析 と 了 男 の 
(⑲ 前 遂に 引き 迷 き 、 近 く 條 売 きれ る ポリ ドー ル 如 大 全集 」 を 有り 上 げ る 。 「 語 い 似 だ よ お 思い で し ょ う が 、 古 
い 撤 ほど 親しい も の を 飲 し が る も の で ご ざい ます …! 押 活 二 の 「 傷 だ 5 け の 人 生 」 や 「 男 」 が 大 ヒッ ト し て いる 
が 、 そ の 信 の 要 了 は 昭和 10 年 次 田 ま さと 作 抽 の 「 旅 中 」 に さか の ぼる と いう 。 
生田 は 昭和 26 生 に デビ ュー 般 「 男 の 夜 和 」 を 出し て お り 、 今 を きめ く 「 傷 だ ら け の 人 生 」 と は 多少 イ メー ジ 
の V+ ある も の の 、 こ の 時 本 に " 田 っ | ほ さ "を 守り 物 に し て いる 。 
人 座 も スタ ジオ に 藤田 まき と を 務 え 、 ボ リド ー ん が ビク ター、 コ ロム ピア に 対抗 し で 「 訟 施 も の 」 路 線 で 成功 し 
た 表 放 を 問 き な が ら ヒ ッ ト 間 を オリ ジ ナ ル 原 艇 の SP レ コー ド で 半 く 。 


12 朋 19 

清水 みのる #163 

の @ 清 礎 み の る 

野末 の 由 」「 租 の 角 員 」 旅 の つき く ろ 「 選 の ぶる き と 」「 別 れ 箇 

(⑨ 今夜 か ら 2 回 に わた っ て 、 こ の は ほど 没 章 を 受 間 し た 作 抽 家 ・ 請 水 み の る の 特集 を 送る 。 
陸生 明治 キ ャ ラメ ル の 玉 」 の 務 党 人 に 見 一 等 人 遅し た こと で 、 作 調 清 本 みのる が 相生 する 
そし て 昭和 14 生 6 月 衣 の 稚 」 の 大 ヒッ ト は 和夫 多 の " 各 も の "を 生 み 出し て いく 「 作 租 り リオ 一作 議 
本 みのる 、 作 昌和 、 遇 剛一 の スタ ー ト と な る 。 
人 区 は スタ ジオ に 捕 沙 み の る を 地 え " 和 受 思念 パー ティ ー" の 実録 斉 を 維 り 込み な が ら 、 初期 
の ピッ ト 電 を オリ ジ ナ ル 雇 の SP レ ュー ド で 且 く 。 


7 


昌和 6 年 て 47 


12 朋 26 

清水 みのる #164 

@ 清 水 み の る 

⑧「 只 人 帰っ て り まし た 」「 か えり 時 の 流れ に 』「 か よい 穏 」 

@⑯ る 12 月 4H、 東 京 ヒ トン ホテ ル で 行わ れ だ " 節 奄 有 間 記 人 涼み の る を 祝う 会 は 各 導 氏 の 大 
披 な あい きつ や 視 で 話 還 を 呼ん だ が 、 特 に 請 水 み の る の 個 克 サトウ ハ チロ ー の [ 捕 森 みのる 夫人 に 捧げ る 
詳 ! は 還 色 の 出来 で 、 サ トウ ハ チロ ー 自 の 前 謎 で 溢 電 の 涯 を 謗 っ た 。 

人 夜 は スタ ジオ に 清 砂 天 の る を 名 え 、 こ の パー ティ ー で の 四 昌 半 た の 声 な どの 実録 音 を 匠 込み な が ら 、 
演 水 みのる ヒッ ト 作 の 戦役 過 を オリ ジ ナ ル 原 舞 の SP レ ュー ド で 開く 。 


民 47 和 1 有 H2 昌 
① 困 太 包 165 
9 海 硫 
@「 窓 の 委 」「 旅 で ら ちせ ば 」 
④ 3 に わた っ て 、73 の 初 を 殺 え た 放 林 太郎 の 特集 。 
光大 名 は 昭和 年 、 キ ング か ら デビ ュー. その 後 、 ポ リド ー ル 、 テ イチ ク で 大 ヒッ ト を 飛ば し た が 、 彼 が 寿 
本 MM と 名 前 を 訟 えて 、= ロ ム ビ ア で 許 っ た こと は あま り 知ら れ て いな い 。 
人 夜 は 林太郎 を ゲス ト に 、 大 ヒッ ト の 陰 で 日 の 日 を 史 な か っ た 芸術 的 歌 放 を 中 
ド を 因 き な が 5 ら 、 そ の 青 奉 と 芸術 の 選 東 を 撤 区 する 。 


に 、 彦 品 の SP レ コー 


電 sH 
株 太 包ま 166 
の @ 訂 硫 
南国 の 夜 」「 さ すら い の 扇 「 お 本 記 し や [お 邊 靖 雪 」 
⑨ 事 海 株 友 土 集 の 2。 旧 海 は 、 昭 8 年 か ら 1 年 まで の 3 年 間 、 キ ング と ポリ ドー ル に 日 本 レコ ー ド 誠 
上 の ジョ イン ト 革 肘 を し 、 本 レコ ー ド か ヒッ ト 申出 し た 
し か し 、 キ ング も の と ポリドール も の と で は 、 そ の 陣中 が 全く 半 い 、 こ れ が 
させ た 。 
iL は キン グ の 拓 情 的 語 ポ り ド ー ル の 由 旅 も の 台 台 と いう 対 な 間 調 を 東海 大 最 の 度 な 昌 力 
と 晴 で 台 い 分 けた も の で 、 独 の 表現 現象 と 言え る 。 
信 夜 は スタ ジオ に 理 泊 太 記 を 迎え 、 こ の キン グ も の と ポリ ドー ル も の を 関 き 此 べ な が ら 遇 の 秘 宙 を 探る 。 


人 物 の 記 か と ファ ン を びっ くり 


1 月 16 上 H 
で ① 林 太 包 167 
の ② 旧 太朗 
@「 昌 春の 計 」 和 中 」 ハル ピン 放 」 下 な き 南海 】「 或 る 少 机 中 
9 馬 曲 と は 分 間 革 箱 で ある 。 この 三 分 問 に 作 衣 者 と 作曲 補 が スト ー リ ー を 出 実 に 后 司 し 、 自ら の 師 と り 
リサ ンズ ム の 中 に 潤し で い く 。 
そし て 下手 は 許 旧 の の 匠 を 和 軍 を 打ち 込み 織 細 に 表現 する こと に より 名 昌 が 放 生 する 。 
人 夜 は スタ ジオ に 和 洒 太史 を 李 え 、 東 放 株 太 記 が 各 詩 を も ら っ て か ら マ イク に 向かう まで の 過 各 を 室 何 
を も っ て 分 本 し て いく 


大 


了 R47 人 


1H28H 
で リク テス ト ) #168 
@ 
③「 誠 の 人 旋 長物 語 」、 半 のり子 の 表 
⑥⑨ な っ 2 ロク エス ト 和 人 
な っ メロ ファ ン に も 色々 ある が 、 ア メリ カ の プリ ンス トン 大 学生 学 中 に アメ リカ 人 と 結 生 し た 邊 美子 Mi・ 
キー レン (32 人 ) の 場合 は 落し い 、 
委 女 は 日 本 に いた 時 反 診 旧 を 好ま な か っ た が 、 プ リン ストン 大 学 の 研究 所 は その 、 湯 川 二 が " 
介 か つの 主 次 紙 の 夜 」 を ロ ず きみ な が 研究 し た と 言わ れ 、 そ れ 以 光 日 本 人 研究 信 は な つ メロ を 
いな が ら 各 信 を する 風 笠 が あり 、 和 曲 を 禁 和 し て いた 彼女 が アメ カム 移 絢 し に 行っ て 日 本 の な つ メ ロフ ァ 
ン に な っ て 帰国 し た と いう 。 
叙 は この ウォ ー レ ン 夫人 を は じ め 、 際 取 者 と 電 紙 で 放 を し な が 5 リク エス ト 草 を オリ ジ ナル 原盤 の SP レ 
ニー ド で 聞く 。 


1JHaoH 
で リク ェ スト 2 #169 

@ 

@「 プ ェ ノ アイ レス の 咽 呈 (渋谷 のり 子 )、「 月 の デン キ で 」( 和 分)、 小 辺 は まず の 氏 
@ 


6 
W *o 
② 員 仙 
@「 回 科 の 』「 上 よ 海 の 売り 多 」「 只 く な 小 柄 よ 」「 邊 シ ャ ン ツン 」 
⑨ 信和 か ら 2 回 に わた っ て 、 今 は で き 較 只 を 合 ん で の 特集 。 
較 遇 天 な くし て は 、 戦 後日 本 天 を 苦 る こと は で き な い 。 昭和 21 年 か ら 6 年 間 は 日 本 一 の 大 史 手 と し 
て レコ ー ド 狗 に 外し た . 
ジオ に 当時 、 キ ング オー ケス トラ を 折 了 し て いた 作 軸 家 ・ 山 中 を 地 え 、 フ ァ ン の 電話 リク エス 
、 思 の 陸 れ た 槍 導 を 人 な 。 


2 月 18B 
七生 内 *171 
@ 員 ロ 俊 
グッ ドバイ 了 京 」「 東 の 和 才 [あこ が れ の ハワイ 和男 の 入 」「 ア ンコ 可愛 いや 
⑲ 今夜 は 電話 り クエ スト に 応え て の 剛 示 特 集 第 2 回 。 剛 晴夫 は 昭和 45 生 5 月 19 昌 、54 厳 で この 世 を っ 
た が 、 下 在 で も ファ ン の の 中 に 生き で いる 。 
本 名 邊 本 民 。 大 正 5 年 、 了 県 更 津 の 生ま れ 、 レ コー ド 界 に 入る は 東京 上 野 の 松屋 の 店 
だ っ た が 、 了 が 好き で 地 放 芝 り の アト ラク ショ ン で 名 に 立ち 、 た また ま 野 を 之 朱 中 に 上 原 げん と と 知り 合 
326、 ニ hf2 人 を 結び つけ る 最初 の 古 と な る 。 
昌和 1 年 、 プ 鹿 の (東京 の 花 守り 紛 」 が 大 ビッ ト し た 。 その 結果 、 岡 是 夫 の リー ゼン トス タイ ル 、 余 払 
い 下 げ の 放 な 度 ジャ ン パ バー とい" 財 晴 え タ イル "が 、 あ っ と いう 間 に 全国 の 若者 の 間 に 流行 し た 。 
信 夜 は スタ ジオ に 当時 の 作用 で あり 、 キ ング オー ケス トラ で 指 押 を し で いた 作曲 家 の 山口 仙 郎 を 好 え 、 還 ・ 
上 原 コ ン ピ の 秘 詳 を 中 心 に 靖夫 の 人 気 の 選 泊 を 探る 。 
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思 和 7 


2 月 20B 
リク ェ スト 3 172 


@ 
⑧ (溢れ の 船 遇 」( 衝 山 人 侯 )、「 休 (平和)、「 男 の 純 本 (導出 一 )、「 昧 い ペ イプ 」( 由 利 あけ み ) 、 
女 の 直 直 本 第 ま )、「 洒 北大 朗 )、「 拉 旅 ご よみ 」( 還 装 夫 ) 
④ 閥 の 事情 か 史 込 み 後 、 発売 され な か っ た な つ メ ロ " 急 の レコ ー ド "の リク エス [特集 。 
一 下 上 性 人 記 の (渡れ の 船員 」 を 時 いた 後 、 中 国 の 到 を 記し て 取っ た は し り と も 言え る 人 平和 の 「 人 日 
刺 」 を テス ト 拉 で 聞く 
この 人 中 の 落 品 と 言え る ナレ ーション 入り の レニ ー ド 「 田 の 慰 間 人 より 、 下 山 一郎 の 「 男 の 績 」、 和 
あけ み の 「 巣 い バイ プ 」、 格 筑 ま の 「 婦 の 対 」、 そ し て 衣 人 湾 の ナレ ーション を 送る 。 


gz7B 
ウェ スト 4 #178 


@ 
@( 赤 が 見 える (平野 且 子 )、「 経 の 地平 線 」( 生 和 夫 )、「 九 友 の 玄 ( 拓 ま きる )、「 和 直流 れ て (梨子 、 
「 給 の 員 選 歌 子 
④ 際 由 者 の リク ェ ス ト を 中 尾 細 を 本 成す る 。 
一 貞昌 は 昭和 22 和 人 売 の 野 有 子 の ( 江 が 見 え ち 丘 」。 そし て 京都 の な つ Z ロ 同好 会 の 介 の 後 、 村木 
夫 の 「 緑 の 地平線 」。 最近 リク テス ト が 多く な っ て きた 埋 時 基 衣 の 中 か ら 「 段 の 生 続い て 埋 李 の 落し 
い レード 箇 液 れ て 」 の 後 、 今 和 70 矯 に な る と いう 羽衣 歌子 と 電話 で 基 し た 後 「 女 給 の 員 」 を 開く 。 
時 6 年 、 尋 人 注 放 に 芝 載 きれ た 不 和 上 の 「 女 褒 」 と いう 小説 が 評 着 に な っ た 。 カフェ ー 全 区 野人 の こと 
で ある 。 それ を 画 千 人 が 作 抽 し て 「 女 給 の 明 」 が で きた 。 
この レコ ー ド は 、 同 じ メ ロディ ー を 歌詞 だ け 変 えて 、A 画 (区 3 衣子) 、B 面 ( 施 
参 央 で あっ た 。 
最後 に 今 高 の 関 きも の 、 電 衣 験 子 の 生 の 取 吉 を 電話 を 通じ て 間 く 。 


) に 入れ る いう 


3 月 5 

リク ェ スト 5 174 

@ 

@! 和 可愛 いや 」( 三 浦 )、「 六 打 え ば 」( 玉 )、「 普 (本) 、「 間 晶 れ て 」( 三 由 ) 
! 交 れ 細 」( 田 義 天 | 

⑨ 人 も 呈 者 の 包 に 応え で の リク ェ ス ト 特 集 。 

「 生 後 問 も な く 人 と 出し 、 は 私 を 父方 の 福 人 人 に 託し て 単 和光 才 の 滴 州 へ 行っ た と 聞か きれ て いま す 。 
あれ か ら 寺 生 。 音 丸 き ん の 「 衝 起 えば 」 を 半 く た びに 傷む を 抱い て 波 滴 し た の 気 音 ち が し の ば れ ま す 。 
も し か し た ら 、 健 在 で 、 ど こ か の 空 の 下 で 、 こ の 曲 を 開い て いる か も 知れ ませ ん 」( 原 女 の まま) 三重 県 の 天 、 
内 放 江 きん は こう 書い て いる 。 

人 夜 は お 便り を 紹介 し な が ら リク エス ト 井 を か ける 。 


EE 

⑪ り クエスト 6 175 

② た 析 夫 

@「 記 の 人 (平和) 、「 育 い 和夫 1( 記 山王 奈 凡 )、「 田 万 時 (上記) 、 
回 玉 の 町 」( 束 放 林 大 了 ) 

③ 且 取 者 の リク エス ト に 応え て 、 昭 9 年 に 大 ヒッ ト し た 「 国 衝 の 町 」( 和 * 末 大 朗 の 作 調 家 、 純 詩人 の 
大 本 示 に 「 国 誠 の 町 」 衣 生 の 秘話 を 開く 。 北 尿 邊 秋 ゆ ずり の 末寺 だ っ た 大 恒夫 も 人 年 77 上 に な り 、 自 作 
の 国連 の 町 」 を 聞い て 扉 する 。 


7 


ET 


3H1e 
で 2 ェ スト 7 #176 
の ② 由 本 6 
(旅人 久男)、「 補 時 (本)、「 人 中 
⑨ 村 本 一 聞い う 取 は 一休 遂 だ っ た の か 現在 、 全 国 な つん m+ ファ ン の で 、 克 橋本 一 郎 に 対する 前 
が や か まい 本 一 人 の 本 名 は 半 大 作 。 
昭和 10 科 、 キ ング か ら 本 本 一 公 で デビ ュー。 タイ ヘイ に 移っ て も 本 一 郎 で 区 っ た が 、 照 和 11 生 リド 
ル に 移っ て 一朗 と 改名 昭和 12 生 本 タイ ヘイ に 応 っ て 一 条 弘 と な り 、 東 に また 橋本 一 郎 も 名 乗っ た の 
が の 放 因 と な っ た 。 各社 で ヒッ ト 赤 を 則 し た が 、 名 前 が 名 々 ある の で イメ ー ジ が 分 散 、 大 スタ ー に な れ な 
か っ た の が 慣 し い 、 
人 夜 は 了 販 者 の 鍵 間 に 本 人 か ら c 名 の いき さ つ を 応え る 。 


3 有 26H 
で リク ェ ス ト e #177 
| 
@「 上 町 人 生 、「 本 須 い リラ ( 縛 夫 )、「 有 内 」( 山 二郎)、「 測 底 の 放 和 」、「 人 全般 
( 攻 の 中 山 ( 枯 お 
④ 昭和 43 和 1 月 に スタ ー ト し た この 番組 も 、 今 夜 で 一 記 終 わる 
最 加 を 記念 し て 、 昌 和 43 和 11 月 の 第 1 回 送 に ゲス ト 出演 し た 人 生計 > 用 也 を 再び スタ ジオ に 
一 組 の ファ ン も 交え て いろ いろ な 思い 則 を 語 し な が 5 め て いく 。 
一 和 目 は 、 和 1 四 送 の 大 の 昌 「 打 人 生 」、 そ し て 構 大 穴 の 「 可 愛 い リラ | は 枝 く 。 
人 次 は ゲス ト の 庫 作 誠 の 上 (f4. り を 明 く 。 
人 の 訂 人 本 に は 、「 な お 財 か ら は 各 放 送 の 形 で お 送り する と 記述 きれ て いる 


第 178 回 第 478 回 


支 放送 局 及び 期間 


放送 局 


期間 


近畿 放送 


昭和 47 年 4 月 53 年 3 月 


支 司 会 


放送 回 


司会 者 


第 178 


て 181 回 宇井 昇 


第 182 


ン 229 回 月 原 史郎 


第 230 


ンー282 回 ? 宇井 昇 


第 283 


?<365 回 森 一 也 


第 366 


<368 回 ? 宇井 昇 


第 369 


る? て 413 回 ? 森 一 也 


回 | 回 回 回 回 回 回 


第 414 


? ン 478 回 宇井 昇 


支 放送 リス ト 凡 例 


① サ ブタ イト ル 
⑧ 曲 目 


・ 放 送 回 ② 出 演者 
⑨ 放 送 概要 


・ 年 月 日 は 、 近 畿 放送 の 放送 日 を 記載 。 


・「① サ ブタ イト ル 」 は 


で 記載 。 


・「③ 曲 目 」 は 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に ! 
れ た すべ て の 曲目 を 網 竣 し て いる わけ で は な い 。 ま た 、 放 送 さ れ た 音源 
の 歌唱 者 が 明示 され て いる 場合 の み 、 括 弧 書き で 歌唱 者 名 を 付 し た 。 


、 第 274 回 まで は 木村 孝雄 自費 制作 LP 同 封 ③ に 
準拠 。 第 275 回 以降 は 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に 分 か る 範囲 内 


・「④ 放 送 概要 」 は 京都 新聞 の ラジ オ 欄 の 記述 を 元 に し た 。 


その た め 、 放 送 さ 


了 R47 人 


47 年 3 朋 4 
(が 野 台 」 き 178 

@ バ 野人 

⑧「 相 国 の 護り 」「 守 人 兵 が し 」「 円 タク 行人 

9 今夜 は 今 も な お ファ ン の 羽山 いる 小野 人 和 集 その 1 を 送る 。 

人 年 62 底 の 小 共 芝 が レコ ー ド 漠 に 入っ た の が 時 和 10 年 。 この 年 に ビク ター か ら デビ ュー し た 異色 の 導 人 と 
し て 児玉 稚 と 小野 枕 が めった が 、 小 時 人 は 前 人 が 秋 記 、 そ こ か ら 革 名 を 所 と し た が 、 称 志 の 叶 、 彰 風 
皿 に 行 っ た と ころ で 和 務 と し て スカ ウト され た の だ か ら 異 色 中 の 典 名 と 言え よう 。 

日 は 家田 の 溢 9」 か ら 間 <。 

な お 、 明 和 46 年 4 月 に 近 放 送 以外 の 3 局 で 級 送 され た 第 128 回 を 放送 し た も の に 思わ れる 。 


FEIRI 
で 時 館 」#179 
@ バ 野手 化 ニ 


@「 理 恨 は な いか !「 抽 半月 』「 史 測 の 人 泊 」「 ペ ダル 導 
人 時 特集 その 2。 スタ ジオ に は 小野 末 を な つ メ ロ 室 人 会 長 の 福田 俊二 を 凶 え て 、 野 館 の ビッ ト 昌 な 
つか し い 趣 の 数 々 を 開く 。 
な お 、 明 和 46 和 4 月 に 近 衝 放 人 中 の 3 局 で 紋 送 され た 第 129 回 を 衣 送 し た も の と 思わ れる 。 


本 放 
「 引 場 (180 
@ 
@ 奏 の 疲 目 場 」( 上 原 )、「 放 の 月 1 (光大) 、「 人 生 和 和 (東海林 大 所 )、「 衣 の 没 下地 ()、 
没 直 (上 原 ) 
⑳ な つ zp に も 色々 ある が 、 信 夜光 に まつ わる 曲 を 集め て 送る 。 
上 條 の の 誠に 始ま り 、 東 光大 委 の 「 光 の 月 」『 人 生 航 光 」 と 続く 。 そし て 夫 放 の 「 夜 務 の 放 | 
上 昌 」 を 聞い た 化 は 再び 上 庫 骨 の 「 設 止 志 質 」 を 寺 く 。 
波光 、 般 は それ ぞ れ 人 生 の 計 き 沈み に 深い か か わり あい を 持つ が 、 そ うし た 人 生 の 波 を な つ メ Am を 通 
て 味わう 。 
な お 、 昭 和 46 年 8 朋 3 上 放送 の 第 143 加 の 放送 と 思わ れる 。 


25 
引き 181 


@ 
⑳「 上 次 妖 」( 松 平和 は 1( 上 原 )、「 月 の デッキ で ! (公司 の 角 昌 』( 田 角 夫 ) 、 
! 列 れ 和 (上 負 義夫 ) 
@ 前 週 に 続い て 、 人 生 拓海 と 因 し で 、 骨 ・ に 陣 作 の ある な つ メ を 集め る 。 
人 平和 の 「 貞 統 褒 」、 続 いて 上 原 移 の 「 佑 は 給 り 」、 基 全 虹 の 「 月 の デッキ で 」 聞 いた 算 、 衝 も の は | 
直利 の 十 人 番 、 田 商 夫 の 箇 も の 一下 を 
まず 昭和 14 生 6 有 発売 の 信 の デビ ュー 画 「 計 の 組 遇 」 を 、 そ し て 翌 15 人 P6 月 の ( 絢 れ 般 」 を 
な お 、 遇 和 46 年 8 月 10 昌 放送 の 第 144 回 の 再送 と 思わ れる 。 


5HzB 
①「 机 本 和 大 」 #182 


@ 
@「 大 視 戸 入城 の 子守 明白 い 権 の 友 』 可 写り ヲリ 練 の 地平 和男 の まごころ 』『 人 生 瘍 」 
@ 人 の. ら 須 ま 分 アナ の 司会 で 誠 る 。 3 過 に わた っ て 栓 和夫 特 人 
放 大 な 運命 の 後に 自ら の 命 を 給 っ た 情 太 夫 の 各 の 人 生 を た どっ て ゆく 。 ケイ チク 持 前 の 二 、 三 法 レ 
ニー ド 会 社 で 上 っ た 「 大 神戸 行人 昌 と 「 誠 上 の 務 守 昌 」 は 珍品 中 の 診 品 も いえ よう 。 中 で も 「 誠 邊 の 
は 宮林 太 朗 の 「 赤 寺子 守 唱 』 こ そっ くり と いう 珍し い レコ ー ド 」 


0 
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@「」「 ゆ る 地平 
@ 


ョ 23H 
① 仙 量 夫 」 185 
@ 


@「 回 の 」「 上 放 の 区 」『 浴 シャ ン ツン 」「 科 の 応 電路:「 宮 の 花 売 」 
③ 人 夜 か ら 2 通 に わた っ て 、 一 昨 年 の 5 月 19 に 亡くな っ た 回 晴 夫 の 符 集 を 送る 。 

人 夜 は 2 和 14 生 2 月 発売 の デビ ュー 曲 「 還 才 の 人 か ら 21 年 6 月 に 発売 され た 「 東 京 の 花 婚 まで の 中 
か ら E ン ト 則 5 曲 を 送る 。 また デビ ュー 当時 の 語 や 、 そ れ ぞ れ の ビッ ト 韻 思い出 を 、 生 前 の で 送る 。 


衣 aOH 
全員 天 」#186 
@ 
WW く な 小嶋 


明 


6 
松平 入 」 187 


加 
@ 
⑧ サ ー カ ス の 
@ 


Ba 

"松平 基 」#188 

@ 

(沖の か も め 」 和 政明 日 は 閣 ち て 初日 記 花生 の 

@ 信 夜 は 先 避 に 全 い て 倫理 集 で 昌和 10 年 か ら 11 年 に か け て の ヒッ ト 井 を 送る 。 
昭和 10 生 6 月 に 出 た 「 沖 の か も め 」 は 船員 」 の B 画 に 入っ て いる 旧 。 
素人 境 の 合作 に な る も の 。 


8 月 の 「 科 下 員 は 、 


BoH 
松平 基 」#189 
@ 


⑧「 人 雪 析 」 
@ 


虹 RM7 人 


@ 有 27B 
野村 低 示 」 190 
@ 

⑧" 徐 利 の 史紀 

@ 


7 月 4B 
時 化 大 」 191 
@ 


@「 暁 に 折る 」 
@ 


?H11H 
時 科 後 」 192 
@ 


@「 南 の 益 ! 混 の 町 テレ ジー 
@ 


? 有 1 
(映画 天 取 索 」 き 193 


久 
@「 億 = ポン 
KJ 


紀 25H 

"映画 交信 」#194 
@ 

EID DJ 

@ 


1 日 
①「 映 画集 」 ま 195 
@ 

⑨「 新 雪 扶 「 ボ い 中 

@ 


EE 
"和則 集 1」 #198 
@ 
@「 写 双 行 「 了 友 の 間 和 を 抱い て 」『 の 神 氏 | マニラ の 倍角 で 
⑯ 信和 と 朱理 の 2 回 に わた っ て 村人 を 送る 。 
第 一 夜 り 今夜 は 、 開 当時 の 了 野 ニュ ー ス か ら 低 まっ で 、 大 本 折 発 家 を 当時 の 府 で 聞い た 後 、 時 中 に | 
ドイ ツ か ら 浴 友 で 天 ば れ て きた 原 角 を 日 本 で ブレ ス し た 「 行人 邊 を 送る 
そし て 東条 共 者 の 声 や 、 シ ン ガボール 総 攻撃 の 実 大 な ど を 交え な が ら 「 戦 の 道人 を 抱い て 」「 人 の 
[マニ ラ の 術 角 で 」 を 送る 。 
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8 月 15B 
特集 2』 197 
@ 

@「 且 利 の 日 まで 」 

@ 


8 月 22H 
役 放 オン バレ ー ド 」 198 


PH 
で 『 基 放 オ ン ペ レー ド 」*199 
@ 
@「 折 燃 道 中 「 名 月 城山 
@ 


DE 
「 了 旋 オ ン ペレ ー ド 」 *200 


@ 
@「 赤 大 の 子 家人 和 首 中 」 
@ 


明 H2B 
①「 モ ダン ッ ング 1」 き 201 


@ 
@「 軸 い 了 」「 小 さ な 中 | 

⑨ 木村 夫人 LP 同 寺 ③ に は 、「 タ ンコ シャ ン ツン 」 と 記述 され で いる ( 叙 202203 回 、208 て 209 回 
も 同人 )。 外国 ボ ピュ ラー の な つ メ ロ を 特集 し た も の と 思わ れる 。 


gl 
モタ ン ツン グ 2」 202 
@ 

@⑧ ダ イナ リリ ジー 
@ タコ シャ ッッ ン 


DEOII 
で モタ シッ ング 8」 203 
@ 

@「 そ よ 還 」「 人 問 の と も し 
@ タゴ シャ ッッ ン 


虹 R47 人 


ET 
本 調 特 集 」#204 

@ 

③「 お 和 」「 錠 の 目 の か げ で 」 
@ 


19 有 io 
「 東 訂 大 導 李 」 208 
の ② 光 川 電 、 林 | 

@「 示 天子 守 明 

@ 


10Hh7 且 
①「 東 株 大 記 導 必 」 206 
の 川村 

@ 

@ 


1 月 2 日 
「 放 林 大 人 憶 」 き 206 
の ② 川 、 本 村 礁 
@「 電 褒 子 守 唄 『 ハ ルビ ピン 放さ つま 年 人 の 唄 」「 あ る 少尉 の 
⑲ 今夜 は 東海 太 人 信 特 集 そ の 3。 ゲス ト に 大 の 東海 林 フ ァ ン の 湯川 容 四 と 、 この 番組 の 企画 本 成 を し て 
いる 本 本 を 迎え 、 き 東 林 大 人 を 他 な 。 
まず 宮子 補 軸 の 思い 出 を 東海 林 の 志 で 問い た 和己 子 守 順 を 、 そし て 「 ハ ル ピ ン 計 (さつま 任 人 | 
の を 。 決 いで 道 作 に な っ た 「 あ る 肝 の 半 」 を 聞い て 東光 林 太 記 の 斑 を り な が ら 益 組 を 終わ る 。 


POiEI19 
モダ ン ッ ング 』」 #208 
@ 

@ ン パパ 

@ タン シャ シッ ン 


7 上 
モダン ング 5」 209 
の 

⑳「 き 6 ば 匠 よ 

@ タン コッ シ ャ シッ ン 


IDYTHI 
2 ェ スト 1」#210 


に だ だ 】 


11 有 21 昌 
① ゆ ク ェ ス ト 2」 ま 211 


12 有 5 

で な っ か し の ホー ムツ ング 」 213 

@ 

@ 

④ 木村 医科 作 LP 同 持 に は 、「 国 民 融 な ど 」 と 記述 され て いる (第 214 回 も 同 本 。 
な お 、 当 日 の 提 日 閑 大 阪 太 び 施 聞 に は 「 リ クエ スト 和 集 」 と 妊 い て ある 


12H 
な つか し の ホー ムツ ング 」 214 
@ 

@ 

⑨ RW な ど 。 


12 有 9 
①f ク ター 条 前 交 」#215 
@ 
@ 


和 47 年 ご 4 人 


(⑮⑩ 当 H の 素 者 新聞 に は "昭和 の 時 全集 "か ら 」 と の み 記 玉 さ れ て いる 。 お そら く 、 ビク ター か ら 新 玩 売 され た 


TP か ら 居 病 の な メロ を 特集 する 回 で あっ た も の と 思わ れる 。 


12 有 6 
の 『 セ クタ ー 和 前 乱 」#216 


だ) 


4 年 1 月 2 日 
で 新人 オ ー ル スタ ー バ レー ド 」 #217 
の 

人 着い 


大 


ET 


1H9 
①「 新 オ ー ル スタ ー パ レー ド 」 #218 
@ 

⑧' 人 生 間 電 」 可 愛 い や 」 


ao 


上衣 名 作 集 」#221 


上 


①「 上 名作 集 」 222 
@ 
@ 
@ 


8 集 1」 #229 


思 和 8 


313H 
リク エス トキ 227 


で り ク エス ト 』#228 


テイ チク 牧 前 乱 」#229 


①「 上 艇 1」 280 
の 9 和子 、 胡 城 連 
@「 共 の 流下 坦 」( 上 隊 )、「 修 は 役 」「 設 和夫 人 人 の 大 地 
⑧ 今夜 は 上 衣 特 集 。 ゲス ト に 戦 ・ 要 中 に 上 夏 と 容 食 を 共に し 前線 肛 間 に 参加 し た 元 ポ リド ー ル 大 
人 大寺 男 と 上 の 至 代 子 を 池 え 、 上原 和 の 本 を 守る 。 
滋 の よう に 上 体 を ゆら し な が ら 誤 っ た 用 の 流下 箇 」、8 回 目 に や っ と OK の 出 た 「 徒 は 組 乗 り 」 の 吹き 込み 、 
そし で と < 員 の あっ た 朝 民 和子 と の 関係 な ど 話 は 丈 む 。 
な お 今夜 め ら 司会 は 宇井 多 ア ナウ ン サ ー で 送る 。 


Ho 
①「 上原 2」*231 
9 青池 城 
@「 到 道中 」「 和 人 中 流失 道 中 
⑨ 信 物 は 上 匠 外 の 三 本 住 で ある マ ドロ ス も の 、 彼 旅 も の 、 た より も の の うち 、 遇 旅 6 の を 送る 。 
発 大 1 月 で 40 万 入 も 売れ た どい う 「 帝 中 人 導 中 」 の お し どり コン 夫人 和子 は 上 原 と の 全 を お 角 
され て 困っ た 英作 画 者 阿武 の 棋 人 、 上 原 級 の 人 気 の 所 な ど を 当時 に する 」 


7 


ET 


17 

で ①「 上原 苔 a」 #232 

の ② 大 光男 

@「 上 海 だ より j「 南 京 だ より 」「 飼 財 の 歌 中 人生 だ より 」「 声 なき 狂 」 

69 今夜 は 先 半 先週 に 続い て 「 上 詩集 』 の 3 回 上 ゲス ト に 表 光電 を え 、 上原 第 の あれ これ を 国 く 。 

ます 大 ヒッ ト し た 「 上 海 だ より 」 を 半 い た 修 、 野 球 好 き な 上 了 入 の 野人 と 惑 の 間 連 性 、 そ し て この 曲 の セッ トレ 

た 理 上 なじ を 話す 。 け で [南京 だ より 」「 且 和 の 歌 「 人 印 だ より 」 と 上 原 紋 の 三 本 住 の 1 つ で ある 「 た より も の 」 
を 集め て 昌 く 。 そし て 最後 に 「 記 な き 遇 才 」 を 開く 。 


24 
Ofg 和 ft」#289 
②g 代 

@ 

@ 


5 月 1B 


( 豆 和 ft」*284| 
の gp 人 
@「 和 人 四 く づ レ 」「 二 人 の 恋 』「 貯 店 」( 当 名 三味線 」 
(⑨⑲ 和 人 特集 の 2 回 日 。 婦 作 と し で の 妨 いっ ぱい の 豆 下 代 を ゲス ト に 拘 い て 、 押 台 で の 色気 の 記 守 を 較 く 。 
瑞 い 出す 時 の 元 を ちよ っ と ひき し め る し ぐさ や 、 失 に 出 て くる 時 の つま を と る よう な し ぐさ が 、 フ ァ ン の 人 | 
気 を 集め た 話 。 
也 取 者 プレ ゼン ト と し て 、 豆 〒 代 の サイ ン 入り 名 交 を 隊 る の で 大 者 は 近 拓 [の 表 あ の 人 ) の 係 まで 。 


Fi 
芳和 代 」 #235 
②g 代 

@ 

回 


Bs 

「 夫 呈 娠 」#296 

の 人 人 上 

@「 赤 城 し ぐれ 」「 肖 の 三 人 旅 「 和 地 の 波 下 場 「 史 の 衣 必 」 

⑲ 昭和 12 年 「 ボ 蝶 し ぐれ し 』 の ヒッ ト で 泊 誤 因り し て 以来 6 年 、 冶 ロム ビデ の 到 宇 と し て 活 誰 し で きた 夫人 
を スタ ジオ に 揚 き 、 今 夜 か ら 39 通 に わた っ て 放送 する 。 

人 夜 の 曲 上 は 、 和 和製 ク ロス ピー 出現 と 狩 が れ た 「 城 し ぐれ 」、 日 委 洲 で うず も れ で し まっ た 名 旧記 

人 旅 、 加 応 の 咲 き 込 み 予 定 が 変 表 され 、 あ わ て て 吹き 込ん だ マ ド ロス 克 記 の 名 作 「 誰 参 の 淡 上 、 

そし て 呈 才 を 不 動 の も の に し た 映画 「 和 策 か つら 」 の 主 匠 「 放 の 放 固 」 科 を 送る 。 
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5 月 22B 
(本 」#287 
の @ 間 人 上 
⑧' 月 の デッキ で 」「 課 夜 純二 東 秦 」「 有 草子 」 
(9 先 衣 に 続い て 幸信 

傘 委 ロディ ー と し て は 少し 変わ っ た 作品 「 月 の デッキ で 」。 人 平 昌 で 肉 き 込む と いう こと を 開い て 滞 半 
か ら 葉 ん で っ て き で 吹き 込ん だ と いう 屋上 j。 続 いて 大 ヒッ ト し た 喘 音 昌 「 縛 二 大 そし て 和 
良 地 の 名 を 不動 の も の に し た 「 生 諾 か つら 三 部 作 」 の 最後 の ヒッ ト 胃 「 人 信子 」 を と 、 そ れ ぞ れ に まつ わる エビ 
ツー ド 人 開き な が ら 演 る 。 


明 29 
生日 」#288 
の 人 
@「 差 か 攻 を 想わ ざる 」「 親 目 ン 畑 い 委 』 愛 天明 日 の 連 人 」 
6@ 信 座 は 先 通 、 先 々 週 に 終 い て 北信 の 第 3 
これ を 束 わ な いと ステ ー ジ の が 降ろ せな いと いう 「 計 か 攻 衝 を 想わ ざる 」。 昭和 15 年 に 且 切 られ た 東映 
抽 「 新 赤 半 の 主導 雪 多 」 と その 夏 面 の 「 旧 ン 舞い 千島 』。 デ ェ ェ ッ ト で 時 っ て 導 池 調子 が スタ ー に な る 
きっ か け を 作っ だ た 「 肝 時 歌 」。 そ し て 8 


1 
①「 有 基 呈 生 」 239 
の ② 生 閣 晴 和 
⑧「 生 人 の 祈り 」「 族 の ゆり か ご 想い 出 上 店 に 才 い を 』「 代 は 和 り 」 
③ 今夜 か ら 4 則 に わた っ て 作 生生 特集 を 送る 。 
人 夜 は 作 旧 案 に な っ た 頃 の 話 か ら 始 め 、 第 2 作 日 [生徒 の 折り 」 を 陸 く 。 
そし て 昭和 14 和 1 月 ボリ ドー ル か ら 欠 売 され た 「 攻 の ゆり か ご 」。 これ は 作曲 は も ちろ ん だ が 、 編 曲 も 自ら 
や っ た 曲 で 、 人 時 生 編 旧 と し て 革 に 出 た 第 一 引 で ある 。 贅 誠 記 。 その 後 、「 直 い 出 引 税 に 想い を 」 
! 他 は 組 和 り 」 を 大 <。 


Be 
①「 有 基 晴 生 」 240 
7 
@「 員 の 第 

@ 


gei 
①「 有 基 閑 生 」 241 
の ② 全 晴 生 
@ 列 和 れ 和 は は る か 大 過 相 析 了 「 見 た か 納 」 
9 先 朋 先々週 に 続い て 信 夜 は 人 呈 特 集 の 回 日 
まず 航 シ リー ズ の 第 一 作 と し て 韻 和 15 生 6 月 に 発売 され た 「 多 れ 般 を 間 く 。 そし て 同じ 田 浅夫 が 匠 っ た 
「 ウ 日 は は る か J に 純 い て 、 到 基隆 の 思い 出 を 放っ た 後 「 大 人 棒 」、 そ し て 「 作 大 芝 」「 見 た か 折 有 を 敵 く 。 


ET 


626B 

人 有馬 生ま 242 

の @ 生 震 晴 生 

⑧「 有 と 兵 了 和沙 記 中 か えり 租 」「 か よい 箇 」、「 江 の 頒 エ レジ ー」( 和 才 々 子 ) 

@ 作家 ・ 合 量 和 信 の 4 回 

人 夜 の 最初 の 前 は 、 時 和 16 年 月 に ポリドール か ら 発 売 され だ 「 旦 と 芝 」。 その 後 和 18 生 月 に 現 さ 

れ た 「 護 日記 」。 これ は 上 応 航 の 後期 の レコ ー ド と し て 仙 昌 な も の 。 そし て 替 後 、 委 も の 弟 2 錠 と し て 
作っ た 「 か えり 般 」 の 作曲 の いき きつ な ど を 央 <。 『 か えり 船 」「 か よい 租 」 の あと 、 最 後に 草原 導 々 子 の 「i の 委 
エレ ジー」 を 開く 。 


za 
( 交 の り 子 」 248 
7 
前月 の 思い出 の カ プリ TI れ の ブル ー ス リ 
@ 谷 の り 子 特集 その 1。 
仙 か ら 、 ブ ルー ス の 女王 と 言わ れ 和 唱和 実 を 移 る 抽 生活 43 年 の 談 谷 りり 子 を ゲ メ ト に 提 き 、 違 か し 
い タ ン ゴ 、 ジ ャ ン ツ ン な ど を 8 理 に わた っ て 送る 。 
昭和 S 池 ポリ ドー ル で 『「 夜 の 東京 」 を 補 史 込み し で か ら 中 松 索 の 時 が 数 年 読 いた が 、 そ の 紀 の 取 に 決 
人 の リ チ の 三 誠 い 人 」 が ある 、 三線 入り の 誠人 が 和 う な ど 、 信 則 え ば 考え られ し な いと 
條 充 は 「 衝 い 才 」、「 コ ロラ ド の 月 』 で よく 知ら れ で いる | 填 月 の 員 J、 コ ンチ ネン タル タ ン ゴ の 「 是 い 山 の カプ 
、 シ ャ ン ツン の 「 選 時 」、 江 が 大 災 い だ と 々 な が 5E 史 を 込ん だ 大 セット 井 (別れ の ブル ー ス 」 な ど を 
回 


zo 

(語り 子 」#244 

の @ 淡 のり子 

⑱「 ジ プシ ー の な げき 」「 き よ な ら も いわ ず に 』「 信 の 気 も 如 な いで 」『 遇 の ブル ー ズ 』「 プ ェ ノ ス ア イレ の 了 」 

③ 先週 に 続い て 決 谷 の り 子 特集 の 第 2 放 。 
時 13 伴 か ら 「 談 谷 り 子 と その 楽団 」 と いう 楽 団 を 持っ て いた と いう 話 か ら 一 旧 日 は 『 ジ プシ ー の 順 き 」 を 
財 い た 後 、 色 々 な 朱 団 の 思い 出 基 を 閉 く 。 そし て 昭和 13 年 1 月 に コロ ム ビ ア か ら 発 売 され た 「 さ よ な ら も いわ ず 
に ! を 開い て タン ゴ の 罰 、 タ ン ゴ に つい て 語る 。 


「 淡 谷 の り 子 」#245 
の @ 淡 人 の り 子 

@ 

@ 


7H24H 
大 名和 次郎 」 246 
9 大 久 人 克 

@ 

@ 


昌和 8 


FII 
大 名和 次郎 」 247 
② 大 久作 人 次 M 
⑨「 ン ディ 気質 ( 較 閉 天 ) 、「 看 の 押 」( 第 子 )、「 折 放 ( 緒 夫 ) 
打 子 天 田内 夫 * 有 伺 み づ え ) 、「 二 の 夜 の 店 ( 穫 病 と プルー ロマ ン ) 
9 信 宙 は 先 遅 に 続い て 作曲 家 の 大 久作 午 潜 記 を ゲス ト に 、 彼 の 作曲 し た 名 者 の 数 々 を 半 く 。 
まず 喘 交 音楽 と 中期 如 を 作る 時 の 才 い を 確 し た 後 、 尋 が 茎 う (ダン ディ 気質 を 直 る 。 そし て 映 
責 人 低 が 上 を 歌う まっ か け な ど 映画 に まつ わる 話 や 今後 の 大 久保 徳 記 の 和久 な ど を 半 く 。 
曲 は 「 ダ ン ディ 所 折衝 泊 意 子 の 「 奉 の 押 和 」、 そ の A 面 で 田 敵 閉 O 夫 の [揚物 話 」、 還 内 と 和己 み づ 
え の 「 赴 子 航 」、 そ し て 新しく 吹き 込ん だ (の 叙 の 喫 店 」 を 松平 直 樽 ど ブル ー ロ マン で 送る 。 


明 7B 
①『 筒 本 生 た 」 218 
@ 吉 国人 
@ 各 の 地球 」「 国 交 を 織 え て 」「 自 い 権 の 喘 『 ハ イキ ング の 昌 』「 男 の まごころ 」 
③ 信 秩 から 3 列 に わた っ て 、 今 は どき 情報 の 広い 斑 * 近 た を 謗 る 。 
まず 情 近 夫 の ステ ー ジ で の 自分 が 琴 う 色 の 紹介 の 言葉 か ら 「 緑 の 地平 」 を 間 く 。 
次 いで 今夜 の ゲス [・ 上 本人 析 会 の 古田 信 か ら 、 相 本 衝 夫 の デビ ュー 当時 の エピ ソード に つい て 
色々 還 く 


g 有 14B 
"柄本 生 夫 」 219 
@ 可 人 
@' 線 の 地平 」「 呈 の 双 間島 「 女 の 隊 」 
③ 先週 に 続い て 、 今 は き 和夫 特 集 の 第 2 夜 。 
人 夜 の 一 昌 日 は 枯木 和夫 の 最大 の ヒッ ト 昌和 緑 地平線 」。 当時 ステ ー ジ で は 自分 で : 
な がら この を 天 い 、 名 を を 門 り 上 げ て いた 。 二 卓上 は 計 作 「 弥 本 の 歌 」 を <。 
そし て それ ぞ れ の 曲 に まつ わる エピ ツー ド 、 村 和夫 の 興 い 出 を 日間 朱 著 作 哲人 の 古田 信 が 誠 る 。 


21H 
①「 析 本 委 夫 」 250 
の 杏 上 人 

@ 

@ 


BSH 
①『 レ イモ ンド 用 怖 」*251 
@ 
@「 宙 子守 可愛い リラ 」「 喚 さ の ビエ ロゴ 「 相 の 子守 上 「 到 子 守 上 
69 今夜 か 53 回 に わた っ て 、 去 る 8 月 SH に く な っ た 肥 秀 進 急 こ と レイ エン ド 子 特集 を 傍 る 。 
人 夜 は その 第 」 夜 と し て 、 昭和 46 生 月 に 充 送 し た も の を 再送 と いう 肛 で 放送 する 。 
身上 は 治子 衝 ) に 始ま り 、「 可 愛 い リラ 」「 別 き の ビエ ロゴ 「 松 電子 軍 」、 そ し て も う 一 度 「 恵 治子 補 | 
を 間 く 
それ ぞ れ の 曲 の 好い 出 と と も に 、 生 前 の レイ キン ド 人 痢 の 記 を 佑 ぶ 。 


I 


ET 


94B 
レイ モン ド 部 人 層 」 き 252. 
@ 
⑧「 詳 人 人 」(W 洒 大 、「 打 道中 」「 ア デュ ー・ モ ン パ リ j「 ハ ルビン 
9 先 計 に 続い て 、 去 る 8 月 5 日 に 記 く な っ た 有人 品 こと レイ モン ド 月 特 集 再送 。 
ます HE 和 13 年 10 月 に 発売 され た 東海 林太郎 が 大 っ た 「 小 基 人 分 」 を 開く 。 そし て 東海 林 大 郎 の を 作る | 
時 と 、 もう 一 人 の スタ ー 上 訪 航 が 天 う 晶 を 作る 時 の 閣 い を 話し た 後 、 明 和 14 生 3 月 に 発売 され た 「 招 道 」 
を く 。 


FEWHI 

レイ モン ド 了 部 導 属 」 253 

@ 

@= バ ルト の 室 」、「 ゴ メン ナ サ イ (へ 
(パラ の よう な お 巡 さ ん 」 

④ 先 財 先々 に 純 いて 、 去 8 月 5 に 記 く な っ た 眼 人 名 こと レイ モン ド 肛 和信 の 第 3 傘 を 送る 。 

まげ 「 コ バル ト の 空 」 の 軽快 な マー チ で 前 を 6 ける 。 そし て 今夜 後 の ヒ ッ ト 向 を 回 く が 、 ま ず 突 わっ 

ろ で 、 ハ リー・ ペ ラフ ォ ン テ が 到 う (ゴメンナサイ 」、 そし て 「 ヤ ッ ト ン 分 」「 タ ラン 第 と 日本 敵 の 曲 を 閉 い た 後 、 
軌 和 8O 生 に 発売 さん た 「 ワ ゴン ・ マ スタ ー」 を を 開い て お 別れ に 「 パ バラ の よう な お 娠 さん 」 を 関 く 。 


ズラ フォ ン テ ) 、「 ヤ ッ ト ン 節 |「 タ マラ ン 人 「 ワ ゴン マス ター」 


BiIEil 
①『 和 本 ゅ た か 」 254 
@ 門 四 ゆ た か 
@「 京 の 穫 り 

@ 


gs 
①『 由 田上 ゆたか 」 #288 
@ 門 四 ゆたか 
@「 昌 京 ラ ブ ソ ディ [東京 の 在 売り 刀 「 わ た し の ボー イ : フ レン ドリ 「 午 に 殺 が つけ 
@ 先週 に 続い て 門田 ゆたか 特集 その 2 を 導 る 。 

オー プ ニ ン グ は 導 山 一 が 史 と 東京 ラブ ソ デ ィ 」、 その 化 後 の 明和 22 生 に 発売 さん 大 セッ ト 
な っ だ 「 旧 京 の 珍 史 り 短 」 を 還 く 。 そし て 昭和 25 征 に 当時 わずか 13 成 だ っ た 美空 ひば り が 呈 い ヒッ ト し た 「 わ 」 
た し の ポー フレンド! を 開い て 「 仙 に 条 が つけ ば 』「 ニ コラ イ の 多 を 送る 。 


19 有 HH 
iii 一 256 
9 山田 

@ 

@ 


4 


昌和 8 


!( 加 海 林 大 朗 )、「 砂 (高田 浴 吉 * 四 明代 )、「 革 の 空 」( 悔 大 包 )、 
9」( 上 放 )、「 上 海 の 街 角 で 」( 光 太 錠 ) 
9 先 半 に 続い て 今 も 作 生 家 の 中田 和 集 その 2 夜 を 送る 。 

一 間 上 は 東海 林 大 朗 が 双 う [すみ だ 川 」。 発 当 時 に は 15、6 万 改 も 売れ た と いう 大 ビッ ト 曲 に 終 い て は 、 
座 吉 ・ 還 中 二 代 の セリ フ 入 り 「 在 抄 」。 を し て 昭和 12 征 10 月 に ポリ ドー ル か ら 人 更 売 され た 「 革 の 空 」。 表 
は 東和 林太郎 。 そ の 後 上 麻 剛 の 「 南 京 だ より 」、 東 和 林 大 記 の 「 上 の 衝 名 で を 東光 林 の 思い 出 を 語り な が 
5 才 る 。 


19 有 1 


fm 

@ 上 上 穴 

@「 京 だ より 」( 上 床 )、「 人 大 式 」( 東 誠人 )、「 有 居り 咽 上原)、「 弥 情 有 夜 絡 寺 衝 子 )、 
シンガ ポー ル 便り 」( 軸 義夫) 

④ 先週 先々 通 に 純 いて 作家 の 山田 和 集 を の 3 夜 。 

いわ ゆる 山田 導 計 われ る 作画 の 衝 読 を 聞い た 徐 、 信 夜 の 最 初 の 曲 、 上 応 級 の 北京 だ より 」 を 半 く 。 そし 

で 昭和 13 年 に ポリ ドー ル か ら 作 売 され た 『 人 委 真 只 」 を 東海林 大 館 で 聞く < が 、 こ れ は 最新 の 録 投 条 を 使っ 
で 友 克 か 6 再 銚 音 し た も の 。 その 人 後 、 上 大 航 の | 用 の 静 | 寺子 の | 縛 有 夜 」、 そ し て 上 財 共 の 「 シ 
ンダ ポー ル 全 り 」 を 隊 く 。 


ー」#258 


10H23 
ig は ま 子 」 #259 
の ② 流 稼 は ま 

@ 

@ 


10HaO 


fg は ま 了 」#280 

の @ 没 辺 は ま チ 

@「 長 骨 の お 多 ん 』「 い と し あの 時 」「 記 れ な 齋 内 褒 曲 何 昌和 

⑨ 先週 に 続い て 「 締 は ま 了 特集 その 2 人 | を 送る 。 
一 旧 上 は 昭和 1 人 8 月 に 発売 きれ た 「 長 降 の お 抱き さん 」。 これ は 日 本 の 長 才 も の の 第 一 挟 で ある 。 また マ | 
ダム バタフライ を 3 分 20 秒 に 縮め た 作品 と し て その 究 画 気 が よ く 角 り 込ま れ て で いる. その 後 「 い と し あの 時 
記 れ な を 開い て 、 委 見 と デュ エッ ト で 家 5「 人 人 下 」 を 開い て 、 雪 時 草間 で っ た 中 国 の 語 を する 。 
茂 後 は 「 何 矯 )。 


①「Og は ま チ 」 #261 
の MO は ま 子 
⑧「 の オラ ング 才 」 

@ 


9 


ET 


1 月 13 昌 
「 上原 牙 」#262 
② 上 手記 
@「 補 道中 」「 法 則 町 人 生 中 没 正夫 
9 放 記 開始 か ら 人 夜 で 262 選 。 計 5 年 に な る 。 今夜 か ら 2 週 に わた っ て 、 記 信二 べき 「 こ の 大 あ の 人 』 の 第 1 還 
殺 「 上 和信 を 放送 する 。 

出 江 は 「 守 町 人 生 」 や ギ 「 波 気質 」 な ど 一 巡 の 人 生 も の で ヒッ ト を 隊 ば し た 矢 人 の 身内 由 と 、 上 衣 の 
本 人 没 子 を 拘 き 、 間 ぎし 日 の 上 原 骨 を 便 び つつ 対談 する 。 

日 目 は 、 一 を 風 記 し た 赤道 中 」 や (流転 」 な どの 道中 も の 。「 下 町 人 生 」 や! 放 上 所 折 」 な どの セッ ト 


1il20 

で 「 上 原 由 」#268 

② 上 原本 人 、 委 四 志 

⑧「 上 清 だ E9」「 和 記者 

@ 先 台 に 続い て 放送 病 始 滴 5 同 年 を 記念 し 
人 
スタ ジ 
や 、E ッ ト 昌 


取 和 43 和 11 月 に 放送 し た 「 上 原 鬼 特集 その 2」 を 再送 で 


する 


PET 

みみ ハチ ロー 疾 殿 」#268 

@ 

@「 ロ ン 無 い 和 中 小 曽 の [めん こい 人 

⑨⑲ 二 る 11 月 13H に で く な っ た サト ウ ハ チ ロー を 全 ん で 、 昭 和 45 
六 で 導 。 

先 層 に 継い て の 第 2 夜 だ が 、 今 夜 は 「 昌 無い 王 」 で 番 人 が スタ ー ト する 。 サト ウ ハ チ ロー と いえ ば 、 ス 


」 リ ン ゴ の 環 「 き 東 京 
に この 番 机 に 出 病 し た 時 の テー を 寿 広 


革 し でも 活 牙 し た が 、 令 の 人 
が ュー モラ ス 人 な 員 で 色々 介さ れる 。 


に 時 の 吾 が 多い の も 、 昌 の 日 は 野球 が で き な いか ら と いう よう な 放 


2 月) 日 

広池 」 #266 

@ 朱 人 了 

@「 肌 の あけ くれ 坊や は 連 者 」「 関 の 追分 」「 攻 中 」 

⑨ 信 物 か ら 3 回 に わた っ て 、 戦 前 の 人 拍子 和信 を 送る 。 
時 12 年 新聞 催 の の ど 自 乙 に 17 其 の 少女 が 応 共 し 、 当 暴行 し て いた 「 下 加 夜 曲 」 を 区 っ て 見 
人 騰 し た 。 この 少女 が 友 酸 欠 子 で 、 そ の 後 コ ロナ レコ ー ド に 和仁 。 更に 会 社 の ポリ ドー ル に 移 導 明和 
13 年 に 上 原 肖 と ロム ピア で 歌っ た 「 押 人 道中 」 で 一 外 ス ター ダム に の レ 上 が っ た 。 


ECU 


12 朋 18 
彰人 」 267 
@ 間 朱子 

回 

@ 


12H25H 
朱 衝 子 」 268 
の ② 育 和 了 

@「 大 生 格 

@ 


妥 和 49 年 1 有 HI 
新 な っ 大 各 進 」 き 269 
@ 

@( 旅 の っ ぱく ろ 」 

@ 


1Hs 
「 新 な っ z 和 大生 進 」 き 270 
@ 
@「 男 の 純情 (放出 一 、「 県 い バイ プ 」( 中 利 あけ み )、「 女 の 際 ( 二 系 
プイ レラ ンド の 愉 」( デ ィ ッ ク バ ミネ )、「 背 い 背広 |( 小 昌男)、「 表 と 兵隊 (人 
9 先 瑞 に 簡 い て 「 新 人 な っ Z ロ 行進 』。 
ます 者 朋 け は 昭和 14 生 に 飲 され た 「 各 の 半 代 か ら 衣 田 金 下 の 名 調子 の 航 を 人 れ た レコー ド 
中 に 人 は 衣 由 一 の 「 田 の 由利 あけ み の 「 黒 い バイ プ 」、 醒 木 の 「 女 の 隊 和 」 が それ ぞ れ 一 コー ラス 
ずつ 入っ て いる 。 
全 夜 は その 他 な っ Z17 昌 を 送る 。 


1H15| 
新た っ zm 大 各 進 」 271 
@ 
時季 ひと と き 」、「 し ぐれ 旅 1( 人 下 代 )、「 硫 三 人 男 」( デ ィ ッ ク - 
⑬ 新 秦 名 昌 大 行人 の 第 3 人 
ドール か ら 昭 和 12 生 に 発売 され た 「 名 昌和 」 か ら 東 導 林 太朗 、 香 、 上 原 往 の 玉 を 間 く 。 い て 
その 胡 面 か ら は 高 還 溢 吉 、 昌 本 本 人 子 の 声 を 送る , そし て 落 旧 中 の 下 昌 軍人 の I し ぐれ 
旅 」 を 聞い た 後 、 了 者 か ら の リク エス ト 遇 を 送る 。 


9 、「 大 際 の 町 (東大 人 


1HzeH 
リク エス ト 特集 」 272 


買物 ブギ 


@ 
@ 
@ 


5 


で ( ゆ ク エス ト 等 集 」 き 278 
@ 
明日 は お 立ち か 」 (中須 所 、「 上 店 」( 林 人 人 三 清 子 )、「 泊 町 さん げ 」( 宮 代 )、 
! 府 が る た 」( 上 玉 )、「 直 馬車 の 明和 上 子 )、「 新 党 」( 大 と その 楽団 )、 
ン バ ル シータ 」( 人 時) 
③ 273 夜 の 人 夜 は 、 先 表 に 続い て 、 陸 取 者 か ら の リク エス ト 昌 を 人 る 。 
一 箇 上 は 肝 大 の 「 明 日 は お 立ち か 」。 そし て 昭和 11 年 に 発 売 され た 、 析 人 と 三 清子 が 歌う [上 放 
季 了 」。 三 曲目 は 、 調 代 到 の 「 義 町 ざん け 」。 続い て 上 席 が 「 光 條 と 同じ 頃 に 出し た 「 江 世 が る た 」、 リ ー ガ | 
ル 般 で 発売 され た 衝 還 存 子 の 「 半 の 昌 」 そし て ちょ っ と も も 色 が 変わ る が 、 修 草 と その 楽団 の 交 胡 で 
( 新 守 」、 お 多 れ は 信田 際 の 「 ラ ッ ウン パル シー タ 」 


@ 

@「 人 生 提 」( 和 枯 
(は くら 」( 人 晴夫 
溢 二 えて 」( 衣 山 一 ) 

9 先 財 先々 遂に 締 い て リク エス ト 特集 の 第 3 夜 。 

一 日 は 者 の 方 か ら の リク エス ト で 杭 筑 夫 の 「 人 生 劇 場 」。 二 曲 晶 は ぐっ と 導 し く 和 9 年? 朋 に 人 
きれ た 織 井 の 「 夜 が 笑っ て いる 」。 続い て 松 人 映 下 軍 」 の 主 「 十 き 花 較 」 を 二 華 あ き 了 の 取 で 間 く 。 

後半 に 入っ て 貼 曲 上 は 、 邊 に 賠 夫 が 吹き 込ん だ さくら 貢 を 三門 二子 ま の デュ エッ ト で 。 そし て 結 
道 了 の 「 明 の 日曜 日 」。 ち 奴 の 「 叶 の 四 同 人 最後 に 父 山 一 節 の 「 全 越え で 」 を 開く 。 


319 
Ga27e 

@ 
の の 呈 


思 和 ei 


4 
( 湾 」*282 

@ 

⑱『 中 し く 3 れ 』「 肖 の 打 子 本 肖 の 流れ 中 恋 旅 」 流 人 の 波 下 場 「 還 万 上 

(⑨ 今夜 は 先 叶 に 絞 い て 、 番 負 の 企画 本 万 の 本 が 今度 自 表 出 版 す る 「 区 名 の 世代 に 控 ぐ る 一 ああ 


いと お し の 育 奉 玖 」 の LP か ら 天 る 。 
信 夜 は B 画 の 上 原 由 の 曲 を 聞く < が 、 一 卓上 は 「 由 し ぐれ 」。 二 旧 目 は 「 洋 の 親 子 人 ]、 そ し て 「 本 の 流れ 

中 日 が 「 赤 次 」 と 珍品 が 終 く 。 その 化学 「 守 の 波止場 」、 最 後に 「 還 万 時 」 を <」 

この LP は 5 月 本 に 完成 の 予定 で 、 和 者 は 近 放 送 の 「 こ の 到 あ の 人 」 の 休ま で 。 


Hz9R 
和伸 285 


@ 
(⑲ サブ タイ トル は 、 表 の 放送 日 の 京 新 聞 ラジ オ 枝 よ り 推 、 


g 


虹 RM9 作 


Ei 
「 雇 山 一 人 信 了 宜 」 286 
@ 
@「 挟 培 の 紅 疹 い 山脈 」「 ニ コラ イ の 負 」「 花 の 表 」「 氏 は 花 ぎ か り 」 
(9 今夜 は 先 眉 に 続い て 藤山 部 和 人 人 細 その 2 を 送る 。 

「 明 の 久 」 そ し て 「 斉 い 山 」 を 半 い た 笠山 一 節 へ の イン タビ ュー。 

次 いで 昭和 26 年 月 に 発売 され た 「 ニ コラ イ の 絢 」、 スロ ー ワ ルツ の 「 花 の 示 頭 ! を 問い て 、 明和 27 年 に 
切ら れ た 員 画 大 「 氏 は 花 さか り 」 を 最後 に 上 <。 


素 あ き 子 特集 」 #287 


サブ タイ ト ん は 、 翌 の 人 送 有 の 者 新 聞 ラ ビオ 棚 よ り 推 


WI 
①「 二 拭き 子 特集 」 288 

@ 

⑳「 夜 の プラ ント ホー ムリ 「 フ ラン チェ スカ の 鏡 「 恋 の 尺 」 
③ 信和 は 先 悦 に 続 いて 二 業 あき 子 特集 その 2。 


人 座 は 夫 後 の ヒット 申 の 導 々 を 開く が 、 最 初 は 昭和 2 年 に 発売 され た 「 夜 の プラ ント ホーム 」。 この 曲 は 、 電 
中 に 「 ア イメ ウン レ * ビ ー ウ ェ イ テ ィング 」 と いう 英 感 の タイ トル を つけ て 入 関 を ご お か し て 発売 され た も の を 埋 
後 二葉 あき 子 が 日 本 で 歌っ て ヒッ ト し た も の 。 


PH 
①『 畑 特集 」#289 
の @ 


@ 
⑳ サブ タイ トル は 、 弄 通 放送 の 京都 


@ 
@「 長 協 の ザ ボ ン 売り 小判 秋 の 明 「 革 入 を 寿し ませ 」「 明 の 小 和 逢 の チャ ング 」「 高 原 の 駅 まま よう な ら 」 
「 和 の 鐵 に 月 の 出る 
④ 先週 に 続い て 小 実 特集 を の 2 で 、 戦 後 の に ッ ト 晶 の 数 々 を 傍 る 。 
まず 昭和 23 年 に ギン グ か ら 玩 売 され た ビッ ト 則 2 申 長崎 の ザ ポ ン り 」 と 「 小 居 飲 の 中 ) を 硬く 。 そし て 
の 人 会 「 白 バラ 会 」 の 名 前 の 由来 も いえ る 区 を 介し ませ 」 を 開い た 後 、 昭 和 25 年 の ビッ ト 章 「 時 
の 小島 と 続く 。 
その 後 = ロメ ビ ピア に 移 衝 昭和 25 年 10 月 に 「 肖 の チャ ング 」 を 出す 。 
そし て 古巣 の ビタ ター に 坊 っ て 明和 26 和 6 月 に 大 ヒッ ト の [高原 の 駅 よ ま よう な ら 」 を 出す 。 
こう し た 一 連 の ヒッ ト 卓 の 締め くく り は 「 山 の 頑 に 月 の 出る 基 !。 


BB 
コミ ッ ク ッ ング まき 291 

@ 

@ 

⑯ サブ タイ トル は 、 半 通 の 放送 日 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 飛 よ り 失 


昌和 ei 


glB 
① コ ミッ クツ ング #292 
@ 
@「 上 次 間 多 」( 訓 川 ロバ * 仁 山 玉 )、「 タ バ コ 晴 の 奴 」( 井 胃 * 和 電話) 、 
雪 沿 ( 共 山 一 人 "小林 千代 子 )、! 細 珍 ラ ジオ 研二 で ある 』「 全 は 特急 の 本 手 で 』「 田 名 の パス 
9 人 仙 は 先 眉 に 続い て 「 コ ミッ クッ ツン グ 」 特 集 の 2。 
務 和 10 年 日前 の アト ラク ショ ン で 大 ヒッ ト し た 日 本 抽 ミ ュー ジ カ ル 「 克 9 次 宮 多 」 は 、 庄川 ロッ パ の 強 決 きん 、 
箇 山 の 導 多 きん で 吹き 込ま れ た 。 曲目 は と 平 英子 で [タバコ 情 の 粉 j。 そし て 導出 一 郎 の か 三 
小林 千 代 了 の お 寄 で 「 支 治 
六 い て 政吉 中 の 政府 防 ラ ジオ 版 ]、 こ れ は ラジ オ の 斉 組 を 色々 組 っ た も の その後 「 間 は 同 で ある] 
! 人 は 特急 の 手 で 」「 田 全 の バス 」 を 送る 。 


Bs 
づり ウェ スト 特集 を 293 

@ 

@ 

⑨ サブ タイ トル は 、 表 放送 上 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 本 より 所 


B 有 25H 
リク ェ スト 特 集 ま 294 
の 


@「 艇 国 の 花 」( 洲 辺 は ま )、「 折 首 投 げ な ぶし 』( 田 共和 生還 の 昌 1( 和 田子) 、 
くろ が ね の 力 」( 攻 - 伊 男 ・ 一 集 あ き 子 * 伯 ) あな た の あたし (松平 和 ・ 和 衝 ・ 放 代 ) 、 
中 (千代 )、 潜 の 台 所 (古川 ロッ パコ 
④ 沈 天 に 梗 いて リク エス ト 特集 その 2。 
一 草 上 は 辺 は ま 子 の 「 受 国 の 花 」。 続い て まだ LP 化 され て いな い 田 和 夫 の 「 衝 投げ な し 」。 
は は 8 和 8 年 に 玩 売 され た 和田 奏 の 「 上 証明 」。 そし て 大 委 、 伊 二葉 、 松 原 の 4 人 で [くろ 7 
続い て 和平 、 和 市川 の 3 人 で 昌和 作品 「 花 和 日 記 」 か ら 「 あ な た の あたし 」。 そし て 豆 千代 の 吸 で 「 映 店 
最後 は 古川 ッ パ の 「 瑞 直人 所 送る 。 


? 有 2B 
且 太 虹 和信 き 208 

@ 

@ 

人 9 者 新 閉 の ラジ オ 欄 に 何 も 記 導 が な い が 、 二 る 6 月 21 日 に ビ く な っ た 小 軸 有 大 昭 の 過 憶 和信 と 思わ れる 。 


zJ 
の 二 大 了 和信 #298 


@ 
@ 


zeH 
評 の な っ Z 特 集 297 

@ 

@ 

⑯ サブ タイト ん は 、 半 通 の 放 送 日 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 便り 


婁 RM 


ィ 有 23 
で 区 の な っ 如 特 集 298 
@ 
⑧「 彰 月 月 」( ミ ネコ ロム ピア) 、「 夜 導 の 計 」( 地 前 )、「 有 夜 和 ( 平 男 )、「 と ん が り 出 子 入 の 恋 中 」 
ベ サメ ムー チョ チャルメラ そば 司 」 
④ 人 邊 は 先 違 に 先 い て 「 生 の な っ メ 特集 その 2 を 送る 。 
一 日 は 昌和 13 年 5 月 に 発売 され た 「 紅 か つら 」 の 棒 入 双 で ミス * コ ロム ピア の 「 月 月 』。 二 韻 目 は 
虹 和 16 年 の 設 ご ろ に 謗 行 し た 地 和 散り 「 夜 の 車 」。 そし て 終電] 人前 の 昭和 19 彼 に 流行 っ た 波平 時] 
DE2IESE 
電 和 まだ 技 け 誠 が あちこち に 考 る 街 に 流れ た の が ラジ オド ラマ 「 科 の 員 る 」 の 主 交 「 と ん が り 相 子 」 
有 に は さま ざま な 思い 出 を よみ が えら せる 人 も 多い こと だ ろう 。 


piEOH 
①*z9 


gz0B 
①⑬ レ ュー ド 牧 手 しのぶ #802 


ご 」( 季 由 )、「 巡 し ぐれ 」( 上 誠 ) 、「 す その 三 昌 ( 人 千代 )、「 人 地 枯 公平)、 
( 術 シ ャ ン ツン 」( 財 晴天)、「 人 生 瘍 本 切 天 )、「 旧 京 頭 (科大 朗 ・ 三 一 ) 
9 先週 に 午 い て 「 レ コー ド 竹 し の 」 と 衣 し て 、 今 は さ 取 達 を 信 ん で ヒッ ト 遇 を 集め て 送る 。 
商 昌 ! 上 38 歳 の 着 さ で この 上 を 去っ た 科 山 天 の 「 宮 才 の 中 で 」。 続い て 昭和 19 年 に 香 妖 と の 公 和 が 大 
いた 上 原 幅 の 「 角 し ぐれ 」、 これ は 先ごろ 番組 の 企画 ・ 構 者 の 木村 才 底 が 邊 和製 作 し た し P「 室 ほし の 表 
了 ) に 板 録 れ で いる も の 。 
その 他 、 今 は どき 取手 の と ッ ト 曲 を 便 ま 。 


1 


思 和 ei 


9 
リク ェ ス ト 特 集 304 
@ 


@ 


人 9 サブ タイ トル は 、 肛 表 の 放送 日 の 京 新 聞 ラ ジオ 村 よ り 推 。 


Ho 
で リク ェ ス ト 特 集 を 305 
の ② 大 才 
て ド ロス の 時 (回 夫 )、 育 い 花 」 (内 三松)、「 チ ン ライ 人 」( 細 )、「 秦 の 設 上 (上 
ダン ジョ ンプ ン ガ の 」 
④ 先週 に 梗 いで リク ェ ス ト 特集 その 2 
- 肖 用 は 明和 2 年 革 売 の [ マ ド m ス の 紀 」、 感 は 靖夫 。 半 い て 昭和 21 年 に 由 三枝 子 が っ た 「 育 い 
|. そし て 昭和 13 生 8 月 に 多 売 され た 本 口 凌 の 「 チ ン ライ 飾 」 を 送る 。 
陸 和 12、3 生 頃 と 言え ば 東 放 林 太朗 、 上 原 般 が モッ ト 旧 を 次 々 財 し て いた 順 だ が 、 そ の 張 の 自 か ら 共 曲 を 
一 上 底 の 「 槍 の 波 下 場 」 を 問い た 後 、 当 時 上 訴 と 常に 行動 を 礁 に し て いた 天城 昌 に 思い 出 を 半 く 。 
そし て 厩 後 に 大作 向 で 司会 の 礎 一 也 の 編 還 に よる 「 ダ ンジ ョ ンプ ン ガ の 花 」 を る 


@「 聞 原 の 旅 (信男)、「 人 生 の 末路 (ディ ッ ク バ ミネ 、「 邊 百合 」 (東吾 楽 学校 女 声 合 )、 
「 利 限 の 計上 道中 
9 先週 に 結い で 聴取 者 か ら 客 せら れ た リク ェ ス ト 曲 の 数 々 を 
一 前 上 は 昌和 15 衝 に 多 売 され た 伊田 の 「 氷 の 旅 j。 そし て 明和 12 年 の 日 洋 「 検 事 と その 
の 主 匠 「 人 生 の 閣 」 を ディ ッ ク ミ ネ の 歌 で 隊 く 。 
三條 上 が 信人 の 政 曲 、 明 和 1 年 5 月 に 発売 され た 「 邊 百合 」。 これ は ラジ オ 歌 語 で 、 東 京 朱 学校 の 婦 記 
合 四 団 の コー ラス で 謝 奏 が 大 学校 の オー ケス トラ 。 この オー ケス トラ の チリ スト と し て 解説 の 一 上 
半 し て いろ 


19 有 HH 
で 称 の な っ 2 特集 308 
の 


@ 
(⑳ サブ タイ トル は 、 茸 通 の 放送 の 京都 新 聞 ラ ジオ 枝 よ り 所 


im 


ET 


10 有 Bs 
で 衝 の な っ 如 特 集 309 
@ 
@「 お 和 恋 」(N 海 林 大 還流 沙 の 誠 り 」( 上 原 邊 )、「 有 月 火 本 金 、「 お と 自家 」( 和 池子)、 
旬 太 月 共 中 」、「 南 の 花 巡 さん 」 (三芳 ) 
④ 名 に 続い て 、 秋 の な つ z ロ 特集 その 2 を 送 。 
一 日 は 、 照 和 10 年 0 月 に 移 害 され た 東海林 太朗 の 「 お 和 恋 次 」。 続い て 上 折紙 の 「 流 沙 の 護り 」 は 、 果 
和 12 年 の 秋 に 戦 昌 で 歌わ れ た 店 で ある 。 
際 上 の 上 に 代わ っ て 導 の 歌 か ら 一 明和 15 生 1 月 飲 の 「 有 月 人 」。 そし て 明 f17 生 9 
放り 「 お お と め 折 宏 」 は 、 ま だ 少女 の 軍 が 残っ て いた 征 地 章子 が う 。 


そし で 移 に ふさ わし く 「 剖 大 了 月 夜 明 」 を 聞い た 条 、 最 後に 放 三 校 子 の 「 南 の 花 巡 きん) を 。 
19 有 1 

の 科 時 了 と 和束 #810 

@ 

@ 


⑨ サブ タイ トル は 、 伴 通 の 放送 上 の 京 新 聞 ラ ジオ 凍り 所 


1oHzz 
の 科 時 了 語 と 穫 を 811 
の 


⑳⑧『OO ぶ し 」、「 芝 の ( 能 妙子 放 原 計 子 豊 球 江 )、「 大 人! 引 中 
「 大 東 王 語 ]「 聞 南 島 よ コン ニチ ワ 」「 盟 利 の 日 ま で 」 
@ 人 誰 は 箇 に 続い て 戦時 大 と 克 」 そ の 2 を 送る 。 
章 昌 は 明和 1 年 8 月 に 発 完 き れ た 「 〇 人 ぶし 」。 こ の 年 に は 錠 典 陀 グ ルー プ の 栓 が あっ た り し て 、 町 の 

中 に は スパ バイ よい う 計 が 池 攻 し 、 そ うい う 佳人 情勢 か ら こ の 曲 が 生 まれ た と いう こと で ある 。 

い て 昭和 14 生 1 有 発売 の 「 花 人 隊 の 引 |。 叶う は 人 替 了 交際 江 。 

そし て 「 太 平行 秋 到 を 閉 いた 後 、 明 和 18 年 1 月 に 発売 され た 「 大 東 天 」 を 聞く 。 
に は 和田 人 失 の ナレ ーション が 入っ て いる 。 


@「 育 い 牧 坦 」「 ど うち ゃ ね 元気 か わ 」( 得 本 和夫 ) 、 守 人 月 請 の 花 」 
⑨ 先週 に 繊 いて 映画 時 を 取 者 か ら の リク エス ト で 六 る 。 
一 日 は サト ウ ハ チ ロー 作詞 、 大 人 男 作 曲 の (光線 の 主 加 「 友 い 改 燈 』。 こ れ は 昭和 18 年 1 月 
売 さ た も の だ が 、 当 時 の 栓 還 を ご あか す た め に サト ウ ハ チ ロー が 色々 考え で 作 衣 し た も の で 、 関 き 方 に 
よっ て は 相当 な も の に 関 こえ る 。 
圭 い て 析 本 抽 夫 の 『 ど うち ゃ ね 元気 か ね 」。 そし て 昭和 18 年 8 有人 の 「 守 愉 夜 」。 こ れ は 「 鬼 い の 合 昌 
の 人 台 。 こ の 後 「 無 捕 の 攻 」 を 送る 。 


1e2 


思 和 ei 


1 月 1 
EET 
の @ 洒 井 清 天子 


回 
⑲ 出 義 才 人 理 の 放送 上 の 京都 新 聞 ラ ジオ よ り 推 人 


Hg 

①*ans 

の ② 洒 清子 

@「 お お 山 の 秒 の 了 」、「 人 生 の 普 楓 (ディ ッ ク ミ ネ )、「 旅 実 三 人 田 』( デ ィ ッ ク ・ ミ ネ )、「 兵 骨 きん よ あ り が ぼう 」 
! 到 の 符 い 」 

④ 先 計 に 続い て 電 時 中 の 間 手 と し て 活路 し た 酒井 請 と 酒井 の 由 で や はり 子ども の 中田 の 一 員 と し 
て レ ュー ド の 込み を し た 時 攻 子 史 時 を スタ ジオ に 地 え 、 当 時 の 思い 軸 な を 較 き な が 番組 を め る 。 

下 昌 は 2 人 の 先生 の 佐々 木 すぐ る の 作曲 に よる 「 お 山 の 杉 の 子 」 を 較 く その後 酒井 が 当時 好き だ っ た 

表 下 デ クミ ネ の 「 人 生 の 半 』「 旅 三 人 男 」 の 他 、「 兵 除き ん よ あり が と う 」「 欠 砂 の 挿 い 」 な ど を 。 


Tl26 
林太郎 和 集 816 

@ 

@ 

(⑩ サブ タイ トル は 、 伴 衣 の 放送 日 の 新聞 ラジ オ 陣 より 所 


HH 
大人 特集 #917 
の @ 病 人 清 、 基 才 子 
@「 の 直上 」「 ス パニ ッシュ ・ ヤ ロレ 
「 攻 る 財 の 痢 」 
(@ 人 夜 け 先 遅 に 続い て 東海林 太 包 和 集 を の 2 を 送る 。 
曲目 は 、 昭 和 12 年 5 月 に ポリドール か ら 発売 され た 「 作 の 悲 台 』。 この 前 は 玉 当 時 は あお まり ヒッ ト し な 
か っ た が 、 本 当 の 東海 林 フ ァ ン に は 落 陳 され て いる 曲 で ある 。 絢 いて は 正中 の 共 、 東 梅林 太 遍 の フラ ン 
歌曲 「 ス パニッシュ ・ セ レナ ー デ 」 を 半 く 。 
そし て 「 上 海 の 街 角 で 」 と 「 恋 革 し ぐれ 」「 吹 容 の 回 交 」「 和 に 控 ぐる 取 」 を 聞い て 、 最 後に 東大 郎 の 生前 
最後 の 吹き 込み と な っ た 「 下 る 少 肝 の 員 」 送 る 。 


デリ 上海 の 和 角 で 」「 恋 基 し ぐれ 」「 叶 の 国生 に 光る 大 


12 有 OH 
人 18 


@ 
(⑲ サブ タイ トル は 、 表 の 放送 の 京 新 聞 ラジ オ 枝 よ り 推 、 


ima 


時 HH49 和 50 年 


12 有 17 日 
則夫 特集 19 
@ 
⑧「 遇 回 人 生 」「 国 若里 析 と 獲 「 上海 の 容 』『 出 市 本 か えり 答 か よい 
69 先 表 に 続い て 胃 特集 を の 2 を 送る 。 
一 日 は 明和 15 生 7 月 に 発 売 され た 「 組 上 人 生 」。 純 い て は 団 じ 年 の 11 月 紀元 二 千 太 百 年 の 記念 で 国 
中 が 計 い て いた 順に 発売 され た 「 回 計 里 」。 これ は な つ メ ロコ レクター の 問 で は 紀 の レ コー ド と 言わ れ て いち 
も の で 、 今 訟 一 番 の 聞き も の 。 
目 は 「 析 と 兵隊 j. そし で 作野 局 ご の セリ フ 入 0 の 「 上 交 の 夜 ! を 聞い た 後 、「 出 本 [か えり 前 [か 
よい 和枝 


12 朋 24 日 
KEEP 
@ 


@@ 


12 有 BT 
①*azn 
@ 


@ 
@ 


im 


昌 50 


2 有 HsH 
①*gz8 
@ 南 一 
@「 放 次 記 多 大 陸 道 中 」、「 銀 内 (ディ ッ ク ミ ネ ・ 有 分)、「 修 機 よ さち ば 1 (多田 隊 ま )、 
條 の 」 放 員 一郎)、「 山 の 入 了 ( 唱 大 
69 先 財 に 続い て 除名 品 の SP レ コー ド を 集め て 送る 。 
一 日 は 「 放 人 多大 了 道中 」, これ は 御中 に 兵隊 の 了 間 用 に 作ら れ た 映画 の 主旨 次 いで 昭和 15 
年 4 発売 の ディ ッ ク バ ネ 、 妥 交 子 の コン ピ の 「 搬 家 」。 そし て 区 還 勝 導 の 「 彼 和 よ さら ば 」。 雇 山 一 記 の 
! 人 の 音 。 最 後に 昭和 10 生 10 朋 新旧 林太郎 の 「 山 の 和民 
ダスト に は レコ ー ド ・= レ クタ ー の 証 一 記 。 


3 有 4B 
で 放 ロ e バ 特集 930 
@ 南 一 
@「 ネ クタ イ 屋 の 着 上 各 要 写 」「「 う を くら べ 」 主 旧 間 人 れ ば ぼ 」[ 水 の 所 
人 今夜 は 吉川 ロッパ 特集 
一 旧 日 は 昭和 1 年 に 発 きれ た 、 コ ロム ビア 専 第 一 作 の 「 ネ クタ イ 屋 の 和 」 いて 昭和 5 年 ポリ ドー 
竹 の 「 記 本 」。 これ は 山 時 一節 と の 共 病 だ が 、 導 基 江 や ニ 村 定 一 な どの 声 が 聞か れる 。 
次 に 、 あ る 新聞 の 昌 み 杜 に 蔽 っ て いた 「 う そく ら べ を 机 画 化し た 時 の 主 昌 誤 を 半 く 。 続い て 届 前 の 夜店 
藤 を っ た 「 和 有 間 迫 れ ば 」。 そし て 最後 に マン ガ 映画 フク ちゃ ん と 潮 氷 」 の 二 癌 水 の 所 を 開く 。 


ENII 
KOEEG 
@ 


ら @ 


jes 


婁 50 


3 月 1gB 
① 上 康 、 東 梅林 大 包 の 台 人 作 集 332 
の 5 提 和 識 之 
⑧" 渡 世 が る た 」( 上 此 別れ 謗 を 」( 上 折 )、「 阿 中 ぶし 」( 上 大)、「 人 失 守 明朗 、 
議 な 門出 に 」 (京太 才 AL 上 よ 滑 ゆ る な (東条 大) 
@ 人 競 は 「 上 原 敏 東海 太 記 の 人 作 集 」 と 周 し て 、 今 まで あま り 開か れ な か っ た SP レ コー ド を を 集め で 
半 
上 原 敬 の も の と し で は 「 波 選 が る た 』「 別 れ 涙 を 』「 陸 中 し 」 の 三 直 東大 色 は 「 衝 子守 明 Ti く な 
月 遇 に 」「 尋 よ 靖 ゆ る な 」 を それ ぞ れ 三 曲 ずつ 開く 。 
ダス ト と し て 、 先 に 続い て SP 角 信 家 の 拓 和 之 助 を 宜 いて 、 そ れ ぞ れ の 申 の 思い 出 と と も に 必 を 人 
えて 隊 く 。 


325 
⑪*ag3 


る 控 電 の 」「 て る て る 編 主 上 人 は 軍人 「 水 明和 の 会 兄 」「 穫 か げ リ [勝ち 抜く 人 小国 民 」 


⑲ 第 935 夜 の 人 夜 は 、 語 特集 たい うこ と で 、 座 も が 犬 っ た こと の ある 、 あ る い は 閉 い た こと の ある メロ 
ディ ー を 計る 。 
一 草 上 は 「 育 條 れ る 桜井 の j。 こ れ は 元 は 「 秩 川 と いう タイ トル で あっ た: 
思 に か タイ トル に な っ た も の 。 
締 い て 「 て る で の 坊主!。 この 肌 の ピア / 作 奏 は 下 出 和平 。 
そし で 電 争 を 験 し た 人 は 誰が 知っ て いる 「 全 は 岳人 」 


一 和 の 了 語 の 大 初 が いつ の 


ie 
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8 の! 
⑲ 出 机 者 3、 且 財 の 放送 上 の 京都 新聞 ラジ オ 必 よ り 失 。 


衣 27B 
①#a3 
の ② 如 月 邊 夫 、 和 和夫 
@" 改 呈 の 「 訂 議 に た ち て 」「 ジ ャ ング ル と 拓 了 |「 還 巡り 町 
@ 先 衣 に 続い で 、 戦 中 に ポリ ドー と の 憩 手 と し て 話 雅 し た 如 須 夫 た 、 和 月 を 館 と も 人 ぐ 、 な つか し の 流 
生存 会 角 修 天 を メタ ジオ に を 、 反 月 の 井 を 開き な が ら 思 い 出 を 条 る 。 
一 日 は 国内 で より むし ろ 算 地 で 多く の 人 が 負い た と い 2「 衝 才 の 」。 そし て 昭和 16 年 12 朋 | 
か ら 信 売 きれ た 「 旋 に た ち て 」「 ジ ャ ング と 隊 を 開 き 、「 回 基 の 町 」 で 終わ る 。 
名 者 10 人 に は 箇月 破 夫 の サイ 名 打 を 時 


@ 有 3B 
特集 き 344 
@ 
@⑧「 旅 の 夜 風 「 お も か げ の 縛 の 庄 」「 ど 女 モ 人 
6⑲ 今夜 は 、 方 日 正 特集 その 1・ 了 四 編 を 送る 。 
喘 画 主 約 はじ め 赦 多く の ヒッ ト 曲 を 作っ た 大 上 は 明倫 98 年 海 首 で 生ま れ 、 直 学校 か ら 
疲 各 六 区 で の ピアノ 多き を 経て 松 和 黄 田 に 入 福 、 喘 画 症 吉 を 作る よう に な る 。 最初 の 大 ヒッ ト が 昭和 19 年 
の 松 映 画 「 和 克 か つら 」 の 主題 の 衣 風 」 で あっ た 。 
その 他 新 和 作 品 「 有 人 」 の 主 天 到 「 お も か げ の 双 」、「 女 性 間 和 」 の 主 区 「 細 本 の 正 [な 人 」 な ど を 
半 る 


4 


虹 50 
gloB 
上 下 特 集 45 
@ 


回 
人 9 サブ タイ トル は 前 訓 の 放送 日 の 京 新 聞 ラ ジオ 枝 よ り 推 。 


Br 
人 訂 和 和 集 を 46 


@ 
@「 団 二 よ る ぐ な 」「 お 生玉 人 時 に 折る 」[ 高 原 の 旅 多 よ あな た は 鬼 か っ た 」 衝 の 信光 時 
世 の 短い 」 
③ 伊太 男 特 集 その 1 人 送る 。 
人 夜 は き 日 の 伊藤 久 旭 の 志 を 集め て 関 く が 、 一 卓上 は 昭和 1 年 3 月 の コロ ム ビ プ 新 確 「 且 よる ぐ な 」。 
この レコ ー ド は 全 次 ファ ン で 大 変 珍 秋 され て いる も の 。 
い て HH 和 15 年 に ビッ ト し た 東宇和 」 の 搬 大 時 、「 お 記入 育 明 ) を 二葉 あき 子 と た も に う 。 
そし て 後 の 男 性 的 な 声 を 二分 に 生か し て 大 ビット し た 時 に 折る 」。 


BH24H 
人 麻 久男 特集 #347 

@ 

@ 

⑩ サブ タイ トル は 、 前 衣 の 放 送 日 の 京 者 新開 ラジ オ 剛 より 推測 


2 
で 大和 特集 #348 
@ 
@ 放 道中 ( 海 林 太 、「 お 伝 地 氏 の 員 』 お 明治 一 代 婦 の 中 滴下 えば (お 邊 清 上 」 
⑨ 人 夜 は 大 明和 集 その 1。 
上 本 主 の 曲 に 数 々 の 和 名作 を 残し て いる 大 村 能 章 の 最初 の セッ ト 箇 は 、 昭 和 10 年 月 に ポリ ドー ル か 5 低 
され た 在 大 プロ 作品" 東 放 の 上 徹 * の 主計 道中 」。 歌う の は 東 放 体 大 郎 。 
い て 同和 7 月 に は 新 尋 プ ビ 作 品 "3 お 地名 の 明 " が 出 て いる 。 
この 2 曲 の 後 、 大 村 率 前 の 大 ヒッ 時 小明 DB 耐 に カッ プリ ング され て いる 「 お 条 窟 恋 」 を く 。 


Ei 
和信 #949 

@ 

@ 

⑩ サブ タイ トル は 、 前半 放送 の 京華 ラジ オ 剛 より 所 


TE 
①*sso 
@ 
@「 痛 クロ ー バ ー」( 生 )、「 東 京 ラ ブン ディ 」 (基山)、「 呈 と 兵 際 ) (村木 和夫)、「 衝 栓 の 樹 の 下 で 」 
! 窓 の 年 」 
③ 陳 取 者 か ら の リク エス ト を 中 必 に 送る 。 リク エス ト 晶 は 李 衝 の 「 診 い クロ ー ペ ー」、 座 出 一 郎 の 「 齋 京 ラブ バ 
ディ 、 本 本 穫 の 「 選 と 拓 隊 』 な ど 。 
去る 6 月 25 昌 死去 し た 作 油 家 の 門田 ゆたか を 便 ん で 、 玉 前 この 秋 細 に 測 病 し た 時 の テー ブ か ら 生 章 の 中 
還 N9 た か の 声 と 有田 の 作 に よる 「 林 槍 の 構 の で 」「 窟 の 丸 本 を 因 い て 門田 ゆたか の 舞 を 折る 。 


ims 
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2 有 29 

電 了 特集 #952 

@ 

@「 野 所 の 山 か ら 」 槍 新 マ ー チ 』 字 きん 常 さ ん 」「 拓 了 』「 必 の 電 」「 際 典 の 史 当 」、 
行人 (6 条 大 )、 写 国 生 着 昌 」「 月 下 の 了 上 相 條 」、「 ハ ワイ 導電 ( 電 ) 、 
人 | 陸 」 

@ 結 職 の 月 も 近づい て 、 今 夜 と 財宝 」 和 人 を 送る 。 


培い て 「 拓 了 「 洛 の 人 時 和 の 贅 ! を 聞 いた 化 、 昭和 12 年 の 東 提 林 大 記 が 到 2「 家 人 
を る 。 

その 他 「 妥 田 和信 「 月 下 の 際 と 「 衝 中 性 』、 そ れ に 帝国 導 楽 了 の 誠 秦 、 訂 井 下 の 央 で 「 ハ ワイ 放 
隊 」、 そ し て 最後 に 有楽 団 の 光春 に よる 新曲 信 | 時 細く 。 


gs 
で 軍 了 特 集 #953 

@ 

@ 

⑬ サブタイトル は 、 前 通用 送 日 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 欄 よ り 所 


12H 
①*854 
@ 
@「 タ は 区 ち て !( 失 平内 の 時 (東海林 大 朗 )、「 家 道中 (上原 引 )、「 ち 払 人 作 集 」( ち ) 
(@ 人 は 了 取 者 か ら の リク エス ト 特集 を 送る 。 
ー 曲 日 は 昭和 10 年 9 月 コロ ム ピ ア の 発売 で 松平 革 の [夕日 は 若 ち て 」、 続 いて 昭和 15 年 月 発 の 東海 
休め [内 の 忠 避 」、 そ し て 上 上 原 航 の 「 変 道中 と 続く 。 
人 夜 の 最大 の 聞き も の は 、 昭 和 18 作 の 美 ち 奴 了 作 集 、 こ れ は 持氏 の 角 朗 で 吉良 の 人 吉 」 お けさ 人 
! 交 部長 ぶし を 


gl9 
①*a5s 


@@@ 


1 
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8 月 26H 
① 誠 大 記 特集 を 358 
@ 
⑧ 全 の 必 和 」 進 の 一 夜 攻 の ゆり か ご 」「 田 の 行く 道 」 
(9 判 くし て 死去 し た 北 誠人 和 集 その 1 
一 邊 は 明和 13 和 11 月 新 二 で ポリ ドー ル の デビ ュー 箇 伊 の 導 和 」。 続い て 同年 12 月 和信 の 
一 衣 」 を 還 く 。 その 他人 芝生 と の コン ピ で ヒッ ト し た 「 基 の ゆり か ご 」「 田 の 行く 道 」 な ど 。 特に 「 連 の 行く 道 ] は 
参 品 中 の 珍品 で 、 今 夜半 きも の の 1 つ 。 
「 な っ 情報 」 は 、 第 9 回 な つ 好 会 全国 大 会 に つい て 。 


IF 
で 人 特 集 を 357 
@ 


@ 


⑳ サブ イト ル は 、 前 通 の 放送 日 の 放 李 ラジ オ 欄 よ り 失 


gg 
①*g5a 
の 
@「 秋 1( 和 本 夫 )、「 放 容 』( 背 丸 )、「 條 は 船上 放 敏 )、「 氷 人 の 会 !( 旧 戸 由 学 校 OB 、 
(歩く うた 」( 科 各 + 日 本 ピク ター 合田 ) 
(⑨ 人 は 昌 取 者 か ら の リク エス ト 晶 を 送る 。 
前 上 は 明和 1 年 に デイ ナク か ら 邊 守 き れ た 日 映画 「 人 人 人 の 主意] を 析 太 和夫 で 全 
< 続い て 同年 11 月 コロ ム ビ ア か ら 先 売 の 音 刀 が 台 ツ 泊 才 叶 」、 そ し て 明和 14 生 2 月 ポリ ドー ル 新 寺 の 上 
原 和 の 「 他 は 答 乗り 」。 
その 他 、 員 戸 由 学校 OH の 「 水 似 和 の 会見 」。 それ に 侍 山 丈 H 本 ビク ター 合 昌 田 の 取 で 「 上 くう た 」 な ど を 
半 。 


9H23H 
京都 の 百 集 960 
@ 
@ 提 中 中小 員 月 形 大 の 吸 お | 
⑯ 信 理 と 朱理 の 2 回 に わた っ て 誠 都 の 昌 特 集 を 送る 。 
第 1 回 の 人 夜 は 4、5 年 ご ろ に 作ら れ た 「 生 川 小明 [人 小 穫 よ いっ た 今 まで あまり 聞け な か っ た も の 。 
! 政 中: は 地元 先 寺町 の きれ い どこ ろ 。 人 見 小寺 は 人 見 了 、 波 、 小 金 と いっ た 地元 の 芸 。 その 
他 「 有 形 半 平 大 の 員 j「 お 牧 赤 し や 「 委 辺 山中 」 な ど 反 者 に ゆか り の ある 曲 を 集め て 送る 。 


EOID 


1 


昌 50 


gHaoH 
放 の 表 和 介 を 961 

の 

③「 拓 き 京都 (大 、「 京 お すめ 」( 月 村 地 )、「 選 い 出 の 才 和 
⑨ 和 に 続い て 放 の 束 集 その 9 を 送る 、 

「 記 の 用 」 を イン ト gi に 一 上 日 は 虹 和 18、13 年 に タイ ペイ か ら 邊 きれ た 高 共 の 虹 で 基き 都 」 を 
馬 。 そし て その 恒明 光子 が 中 2 むす め 」 が 二 昌 日 。 こ の レコ ー ド は サン ブル 盤 の た め 、 人 詩作 
者 が 不明 と いう 基 品 で ある 。 も し ご 人 存 知 の が あれ ば 狗 まで 補 貫 し て ほし い 。 

な お 。 前 項 の サブ タイ トル 区 」 の 学 が 下 な る の は 、 京 聞 ラ ジ オ 本 の 記載 に 基づい て いる た め 。 


IL JPyill 


19 有 7 
①*ae2 


@g@ 


19 有 na 
Q①*aea 


@e@ 


19HzlH 

思い出 の タン ゴ 集 #364 

@ 

@ 

⑨ サブ タイ トル は 、 表 放送 上 の 京 新 聞 ラジ オ 層 より 推 、 


1ojlzan 
で 電 い 出 の タン ゴ 集 365 
@ 
@「 訂 は の 放 抑 か 」C・ ム ー ラ ン ルー ジ = 楽団)、「 座 の タン プ 」(C9 ル ナ バ ス フォ ンダ ッ ツ イ 楽 ) 
ぐ BMP49 か 67 年 続い た この 細 も 人 座 を も っ て し ば CC 人. 
條 公 は [思い出 の タン ゴ 集 」 そ の 2 で パリー ム ー ラ ン ルー ジ = 楽 男 の 変 で 「 矢 は 邊 か 次 か 」、 そ れ に バル 
ンス "フォ ンダ ッ ツ 人 の 「 夜 の ケン ゴ 」 そ の 他 を 傍 る 。 
係 で は 番 机 則 の 時 の 資料 に する た め 、 生 者 か ら の リク エス [は 区 を 策 し て いる 。 近 放送 に の 表 
あの 人 ! の 公 ま で 


mn 


ED 


取 fi512 有 8 
①=a66 


2 月 24B 
誠 特 集 #369 
@ 
⑧「 婦 や の 明 「 荒 尋 の 月 」『 ア イッ ア イア イ 」 (から た ちの 大 浮 の 浴 「 沖 の か も め 」 
(⑨ か つて 我ら の デ ナ ー」 の 名 で 租 し まれ 一 世 を 瑞 導 し た 訂 原 特集 そ の 1 を 傍 る 。 
男 目 は 「 女 の 」。 こ の 旧 は 交友 江 が 18 の 時 、 東 京女 団 の テス ト で 惑 っ て 合格 し た も の と 本 
われ て いる 
綴 い て 「 完 域 の 月 」「 ア イイ アイ テイ 研い た 後 、 コ ロム ビア 時 代 の 雇 原 が 作 箇 者 ・ 山 田邊 生 の ビア ノ 
人 で 歌っ て いる 診 世 レコ ー ド [みか ら た ちの 花 」 を 還 く 。 
な お 、 卒 氷 は この 年 の 8 月 2 日 に 亡くな っ て いる が 、 明 年 の 10 月 12H に 殺人 車 で 導 院 に 送 ば れ 、 亡 く な 
る 一 か 月 前 に は の どの 功 六条 を し て 声 を 失っ て いた と いう (明和 31 年 3 月 22 昌 人 日 新 間 京 了 和 )。 
大 放 泊 も 不可 能 で あっ た と 時 われ る 。 


3 日 
人 江 特 集 #870 
@ 


@ 
⑨ サ プ タイ トル は 、 前 週 の 放 送 日 の 京都 新聞 ラジ オ よ り 失 。 


3 
加山 夫 特集 ま 971 
@ 
@「 肌 の 船 」 男 如き れ て 」「 昌 時 大 根 有 夜 科 投 げ 委 時 
(⑲ 帆 特 集 その 1。 
大 正 B 元 日 生ま れ と いう バタ や ん こと 内 義夫 が レコ ー ド 界 に デビ ュー し た の が 明和 14 和 月 條 売 の 「 有 | 
の Mi 昌 」 で 、 当 時 21 歳 で ちっ た 。 そし て この 時 が 清水 の る 、 人 大 量 生 と の 「 維 も の 』 ト リオ の スタ ー ト で ちあ っ 
た 
この に 続い で 「 男 され で 」「 時 中 」 を 開い た 後 、 同 じ く 昭和 4 年 1 月 発売 の 大 ヒッ ト 申 [大 利根 夜 」 
を 較 く 。 この 仔 、「 折 近 拉 げ 」、 表 和子 と の デュ エッ ト の 「 団 ] 等 を 送る 。 


1 


DI 


3 月 1eB 
軸 夫 特集 372 
@ 
⑧「 初 放 ご よみ 「 絢 し 和 」 邊 唄 人 本能 江 の 錠 衝 と 隊 』「 央 の ひと と き 」「 か えり 秋 」 
69 先 表 に 続い て 上 夫 特 集 の その 2。 
化 は 15 年 、16 年 に 人 売 され た レコ ー ド を 中 に 、 一 晶 上 は 15 生 5 月 の 「 拉 大 ご よみ 」、 そ し て に 6 
用 に 発売 され 船 シ サー ズ の 大 ヒッ ト の 1 つ に な っ た 消 礎 みのる 作 浪人 若 晴 生 作曲 の 「 角 」 を 1 く 。 
その 他 「 和 明生 昌江 の 般 明 梅 と 拉 i「 の ひと と き 」 を 閉 い た 後 戦 後 デイ チク に 秒 獲 し で の 初 
央 込み の [か えり M」 で 田 交 和信 を 締め くく る 。 


3 月 23H 
で リク ェ ス ト 特 集 を 373 
@ 


@ 
⑳ サブ イト ル は 、 通 放送 日 の 京都 李 ラジ オ 枝 よ り 推 


3 月 aOH 
リク ェ ス ト 特集 874 
の 


⑳「 赤 城 し ぐれ (人 、「 ハ イキ ング の 台 ( 山 工 )、「 白 立 の 論 ( 傘 男 ・ 二 楽 あげ) 、 
「 伯 角 の 只 店 で 」( 人 晴夫) 
④ 先 寺 に 続い で リク エス ト 特集 その 2。 
責 上 は 昭和 12 生 1 月 信二 の 【 未 獲 し ぐれ 」、 そ し て 昭和 10 年 に 一 般 か ら 穫 集 し て 作ら れ た 卓 
! い イン グ の 克 」、 これ は 衣 山 蔵 の 台 で く 。 
その 後 、 全 久男 ・ 二 華 あ ま 子 の 「 邊 租 の 革 」、 剛 晴夫 の 「 衝 名 の 喫 度 で 」 を 因 く 。 
この 秋 提 に 奴 す る 意見 や リク エス ト は 、〒604 市 京 選 区 内 、 近 放送 [この 短 あ の 人 1 の 休ま で 。 


投 和信 特集 を 875 


人 i サブ タイ トル は 、 聞 半 の 放送 日 の 京都 新 聞 ラ ジオ 枝 よ り 所 


PIE 

①ー 全 彼 特集 特 集 97 

@ 

⑧ オ シャ カサ ン 」( 弥 一)、「 誰 の 恋 昌 1( 去 )、「 吹 の 国 放 東 導 林 大 )、「 マ ロニ テ の 木 」 
導 な 

⑨ 信和 は 草加 に 続い て 「 一 全 役 和 集 」 そ の 2。 

信 夜 の 一直 日 は 、 記 山 一朗 が 自ら 作曲 し 取っ て いる 曲 「 オ シャ カサ ン 」。 これ は 昭和 9 年 ビク ター か ら 発 さ 
れ た も の だ が 、 作 昌 攻 名 人 は 本 名 の 増 光夫 と いう 名 で 発売 され て いる , 続い て 編者 の 小沢 大 が 取っ て い | 
る 「 誰 の 恋 中 を 固く 。 

そし て この 番組 の 解 疲 を し で いる 森 一 世 が 作曲 し た 「 只 の 国 基 」 を 末 太 放 の 作歌 で 関 く 。 


ima 


良 J8H 

双 和 10 年 代 っ ロム ピア 名 前 宙 ま 381 

@ 

@ 

⑨ サブ タイ トル は 、 凍 表 の 放送 の 京 才 新 聞 ラジ オ 村 よ り 推 、 


5 月 25H 
で 昌和 10 年 代 = ロム ピア 名 章 層 382. 
@ 


@' 村 下 遇 (平和 )、「 人 安 お ろ し 」( 音 )、「 人 彰人 )、「 中 区 ( 革 代 )、 交 ぎ ん げ 」 
「 ラ な に タ 才 け 」 
9 先 表 に 税 い て 、 照 和 10 年 代 コ ロメ ビ ピア 名曲 拉 そ の 2 を 
一 日 は 、 明 和 10 生 8 有 新 基本 小 晶 これ は 夜半 と 信幸 の 人 が 菩 作 曲 し た と いう 珍し い 
軸 区 は 松平 続い て 同じ 年 の 12 月 に 欠 売 され た 音 刀 の 「 和 安 お ろ し 」 
そし て 11 年 に 入っ て 豆 千代 の 「 夜 人 」。 12 和 5 発売 の 同じ 立 千代 の 中 家 語 」 を 関 く 。 これ は 、 
本 が 和 世 いう ペン ネー ム で 作曲 し た も の 。 


@ 
@ 
⑯ サブ タイ トル は 、 半 通 の 放送 日 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 倒 よ り 失 


1 


DI 


BSB 
お り ド ー ル な つか し の 各 名 昌 選 884 
@ 

@「 藤 和信 ( 末 大 、! い ろ は 仕 ( 宗 近 区) 友人 
69 先 表 に 続い て [ボリ ドール な つか し の 弁 名 昌 選 』 そ の 2。 

一 章 昌 は 、 明 和 10 年 3 朋 発売 の 「 某 和 上 」。 は 東和 大 続い て 大 竹下 加 基 作 生 「 召 串 
MK の 『 い ろ は 仁義 」 を 穴 近 時 の 取 で 。 そし て 昭和 12 生 3 月 和 売 の 三村 才 折 の [の 友人 明和 9 年 月 
人 の 畜 三 匠 の 「 王 の と 続く 。 

その 他 秋 県 大 近 証 に この ほど 作れ た 


6 徴 の 銀 訂 の | 豆 式 の 松 拉 の 取材 テー ブ な ども 雪 介する 。 


WE 
① テ イチ ク な つか し の 名 作 衣 385 

の 

@ 

⑳ サブ イト ル は 代表 放送 の 京都 李 ラジ オ 杜 よ り 推 年 


gz 
① テ イザ ク な つか し の 名 用 呈 386 
の 


⑳ 各 の 地平 !( 和 本 矢 )、「 人 生 間 (相本 第 夫 ) 、「 ハ ルビ ン 色 韻 
③ 先週 に 述 い て 「 テ イチ ク な つか し の 名 任 」 そ の 2 を 居る 。 
まげ 「 秋 の 地平 線 」 と 「 人 生 彰 導 」 の 5 旧 を 本 本 寄 夫 の 双 で 開い た 後 、 先 回 A 西 を か け て 好評 だ っ た 楽 回 南 
ト 字 の 窒 秦 に よる ルビ ン 名曲 j の 面 を 開く 。 その 前 に 当時 の バン ド マ ス ター で あり 、 上 を 担当 し て 
いた 岩代 革 に 楽 田 の 思い 出 、 当 時 の 栓 子 な ど を 電話 で 聞く 。 着 田 の 話 と [ハルピン 妃 曲 ] は 信 夜 の 多 
の 間 き も の 。 


iis 


2 月 27B 
で リク スト 和 集 ま 891 

@ 

@ 

(⑳ サブ タイ トル は 、 翌 々 半 の 送 の 京 新 聞 ラ ジオ 本 よ り 推 


g 有 Hg 
づり ウェスト 特集 892 
@ 


@ 


⑨ サブ タイト ん は 、 理 表 の 放送 上 の 放 新 開 ラ ジオ 本 より 所 


gio 
① り ウェス 特集 を 993 
@ 
@「 還 の 衝 」( 人 担 )、「 南 放 の 和 補 1( 剛 量 天 )、「 胡 次 (上 原 骨 )、「 支 の 人 1( 辺 は ま )、 
「 和 月 夜 ! 寺 道 )、「 上 吉 」( 攻 人)、「 時 いばら 」( 央 子 ) 
@⑨ 』 ク エス ト 特集 その 3。 
日 は 、 昭 21 年 1 月 に テイ チク か ら 和 売 され た 小 起 補 の [ 尋 の 導 」。 杯 いて 昭和 15 年 4 月 の 央 中 
の で 「 南 所 の 友 同年 9 発売 の 松 必 映画 [次 吉 q 多 必中 」 か ら 上 原 肛 の 「 表 放 」 を 回 く 。 
油 稼 は ま 子 の 「 地 の 夜 」 は 人 野 周 ご の セリ フ 入 り 。 


iie 


DI 


8 月 SH 
① 晶 本 で 格 し まれ た 外国 の ポ ビュ ラ 
@ 
⑧「 未 い 秋月 光 何時 の 晴 拉 の 下 」 
⑩ 「 昌 本 で 親しま れ た 外国 の ポピュラー ツン グ 特集 」 そ の 1。 
外国 抽 の 曲 で あり な が ら 、 あ まり に も 級 し まれ て いる た め 日 本 で 作曲 され た も の と 思わ れ て いる 曲 も ある 。 た 
えば 、 昌 和 g 和 3 久 売 の 平和 公 」 別 名 [ペイ ノバ イノ バイ j。 これ は 、 附 名 を 「 マーチ ング ・ ス ルー 
ア 」 た 言い 、 男 治 25 年 に 日 本 に 栓 入 きれ た も の 。 
全日 は こう いっ た 外国 の ポピュラー・ ツ ング を 集め で 計る 。 


ンク 特集 396 


9H7B 
で 本 で 培 し まれ た 外国 の ポピュラー ツン グ 特集 を 397 
@ 


@「 則 の 殺 と も し 頃 」(ll の 人 気 才 」「 デ ィ ガ ディ ガ ・ ド ッ 「 南 へ 南 へ 』「 ア イル ラン ド の 旭 中 最後 の 衣 」 
(チー ケツ ウッ チー ク 」 
⑨ 「 昌 本 で 引 し まれ た 外国 の ポピュラー 特集 」 そ の 2 
一 利 「 谷 問 の 条 と も し 順 」、 二 上 「l の 人 気 者 」 と 続い た 後 、 昭 9 年 発 売 の = ロム ピア 、 ラ ッ キ ー 殆 で 、 
ズー プラ ザー ズ と デュ ー ク < エリ ント ン 楽 田 の 「 デ ィ ガ ・ デ ィ ガ ー ド ウ 」 を 間 く 。 
その 他 「 南 て 南 ご 」「 ア イル ラン ド の 炉 最 後 の 放 と 開く が 、 最 徐 に 
の 贅 品 (チー クー ツウ チー ク 」 を 間 く 。 


ー- デ ュー チン オー ケス トラ 


HaH 
で クエ スト 特集 398 

@ 

@ 

⑲ サブ タイ トル は 、 肛 表 の 放送 上 の 京 新 聞 ラ ジオ 層 よ り 推 


9 
リク ェ ス ト 特 集 を 309 
@ 
@⑱「 ア デュ ー・ モ ン ・ パ リリ [ 衝 首 朱 げ 節 」、「 穫 の 役 ( 東 大)、「 秋 の 女 」( 上 人 
9 今夜 は 先 違 に 続い て (リク エス ト 圭 集 」 そ の 2 
日 は 、「 ア デュ ー・ モ ン ソ バリ 人道 投 げ 節 ! の 他 、 旧 海 林 太 放り 「 和 細 の 役 」、 上 誠 の 「 状 の 女 」 な ど を 
半 。 
先導 に 紗 いて 今夜 も 400 回 記念 よし て 時 友 莉 プレ ゼン ト の お 知ら せ が ある 。 プレ ゼン ト 1 は 東部 の 
カセ ッ ト テー ブ 、 は 上 原 艇 の LP ア ル バ ム 、 は な つ メロ 庄 78、 を それ ぞ れ プレ ゼン ト す る 。 詳し く は 番 細 で 
DS 


HH 
で クエ スト 特集 を 400 
@ 


@ 
(⑲ サブ タイ トル は 、 翌 々 週 の 送 H の 京 親 開 ラ ジオ 尼 り 推測 。 


1 


ED 


10 有 5 
リク ェ ス ト 特 集 401 
@ 


回 
人 9 サブ タイ トル は 、 肛 表 の 放送 日 の 京 新 聞 ラ ジオ 村 よ り 推測 。 


19 有 2 
リクエスト 特集 ま 402 


@ 
@「 提 六 え て 」( 間 山 一 所 )、「 ふ る き と 通 人 (人)、「 衝 の 花山 (平和) 、「 和 8 の た より 」「 パ ラオ 恋し や | 
所 」 ど ぶろ く の 世 」 
④ 陸 取 夫 の リク エス ト 特集 その 5。 
一 日 は 、 昭 和 16 年 コロ ム ビ ア 新 弁 の 商 山 一 「 民 益 引 えて 」。 続い て 前 界 の [ふる さと 通信 」、 そし て 
平和 の 「 街 の 花 坊 」。 これ は 、 村 信二 が 大 際 日 本 守 財 に 行 っ た 時 の 印象 を 作 持 し た も の で 、 こ の 
遇 が ピント で 間 晴 の 花 完 堪 シリ ー ズ が 生ま れ た 。 


1oHhgB 
①aaoa 


TP 
① 和 大 財 名 作 層 408 
回 


@ 
⑨ サブタイトル は 、 且 適 の 放送 日 の 京都 新聞 ラジ オ 村 よ り 所 


11 有 BeH 
人 名 作 選 406 


@ 
@「 才 は そよ 必 「 わ が 誠人 生生 放 [上 海 の 告 名 で j「 純 一 大隊 の 玖 到 夜 昌 」 
(9 先 計 に 結い て 「 電 海 奈 名 作 選 」 そ の 2 を 送る 。 
人 人 は 明和 9 年 か ら 1 年 に か け て 発売 され た も の の 中 か ら 卓 ん で 送る 。 
一 草 上 は 昌和 9 年 3 月 和 の タン ゴ 「 若 は そよ 叔 」。 そし て これ も 紀 の 名 換 と 言わ れる 同年 9 月 発 売 の 「 わ が 
』. これ は 由衣 の 作曲 だ が 、 病 東海 林 コ ン ピ の 第 一 作 操 で ある 。 
培い て 「 人 生前 海上 海 の 街 角 で 」 と 13 生 作品 2 晶 を 聞く 。 そし て 最近 和 侯 れ た 「 納 情 一 記 「 大 隊 の 馬 
志 」14 生 の 作品 の 後 、 照 和 15 年 3 腕 の 「 和 曲 」 な ど を 送る 。 


im 


DI 


12 有 1 
KFEZT 
@ 
@「 自 い ハン カチ 」 (内 本 実 )、「 自 い ハン カチ 」( 原 上 谷間 の 打 も し Ii ( 避 和 太郎) 、 
お お ドン ナク ララ 」( 訂 一郎 ・ ヘ レン 由 )、「 た そ が れ 」 (諸江 )、「 メ キシ ュ の 乙女 」( 斉 田子) 、 
(アレクサン ダー・ ラ グ タイ ムー パンド] (大 ・ 加 拉 可 務 子 
@ 信和 は 、 先 居 に 純 い で 本 の 了 手 が 匠 う ポ ピュ ラー 曲 を 集め て 送る 。 
貞昌 は 上 和 12 年 の コロ ム ビ ピア 区 で 内 本 実 が 取 う タン ゴ 「 白 い ハン カチ 」。 続い て この 族 晶 を 45 和 前 に 史 

込ま れ た レコ ー ド で 較 く 。 
日 は 東海 大 反 の 歌合 問 の 好 と も し 頃 」。 そし て 産山 一 郎 ど ペレ ン 隔 田 の デュ エッ ト で 「 お お ドン 
ナウ フタ リー 

その 人 落し い 曲 の 数 々 で 色 る 。 


img 


思 51 補 ご 52 和 


12 有 28 
aana 


@@@ 


取 i52 征 14 
①*414 

@ 

@ 

@ 


1 
KOFZTH 
@ 
テイ ク 表 の 形 」( 入 到 、 美 ち 奴 、 デ ィ ッ ク バ ミネ 、 座 一郎 、 和 田子 、 桶 上 

名 岸 」( あ きれ た ば うい ず )、「 ら か な 尊 会 
69 信和 は 先 人 に 続い て な つ メ ロ オー ルス ター 総 出 匠 と いう レコ ー ド の 数 々 を 送る 

一 日 は 明和 11 和 1 ヶ月 革 均 の 「 テ イナ ク 歌 の 花衣 」 の 始め に は 世古 損 攻 男 が 換 朱 を し 
で いる 。 出 て くる 中 は 、 生 太夫 、 美 ち 直 、 デ ィ ッ ク さ ミネ 、 導 出身 子 、 人 上 馬子 

弧 い て 紹介 する の は 、 あ きれ た ば 3 いい ず の 名 岸 」 そし て 映 和 10 年 の ビタ ター 邊 、 紀 の レビ ュー「 彰 ちか 
な 会! な ど 新春 に ふさ わし い レ ニード を 開く 。 


1gH 
①*ane 


1H 
人 生 転 #418 
@ 
⑨「 生 上 」、「 順 時 を 行く 」 (松平 ・ 豆 千 代 )、「 天 の 渡り 人 (小林 千代 子 )、 
きす らい の 窟 明 ( 困 大 人 、「 人 生 の 訂 流転 
④ [人 生 本 場 」 で 始ま 今夜 の この 時 間 は "人 生 流 相 " と テー マ に 、 人 生 の 澤 を 双 っ た 韻 を 集め て 誠 る 。 
一 邊 は 只 9 年 10 朋 に 偽 売 され た 己 平 和 と 和 人 が 上 2「 導 野 を 行く 」。 そし て 明和 7 年 この 曲 で 一 府 ス 
ター に な っ た 小 株 千代子 の 「 涯 の 江 り 委 」、 こ れ は 企 有 ミツ オ の リバ バイ バベル で も 大 ビット) 
出 3 人 夜間 きも の で 、 明 和 10 和 12 月 に 発 さ れ た ポ 洒 太 色 の [さす ちら いり: 
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昭 5 


順 の 上 海 の 大 ( 付 シャ ン ツン コ 「 ニ ュー トー キョ ー ツ ング 」 
⑲ 「 還 大 の 奉 」 で 始ま る 第 422 夜 の 今夜 は 、 待 の ( 岡 時 特集 その 1。 
韻 昌 は 明和 14 和 5 月 キン グ か ら 革 売 きれ た 「 上 次 の 志 」、 こ の 曲 で 台 剛 昧 夫 作 昌 家 上 原 げ ん と 
が 世間 に 知ら れる よう に な っ た 。 そし て 綻 いて の ヒッ ト 昌 が 同和 7 月 発売 の 「 箕 シャ ン ツ ン 」。 
大 語 シ リー ズ と し て 3 曲 メド レー で 獲 い た 柳 、 以 前 この 談 組 に 出 主 し た 時 の 病 陳 去 の 記 を 鐵 交ぜ 
ッ ン グ 」 ほ か を 開く 。 


① 財 時 大 特集 428 
@ 
@ 
⑯ サブタイトル は 、 前 半 の 放送 の 京都 新 聞 ラ ジオ よ り 所 


ja 


婁 52 和 


3 月 29B 
①aage 


@@@ 


回 


g 


上 
①*427 
@ 
@ 
@ 


412H 
①*498 
@ 


直交 」( 上 原子 )、「 花 迷 基 」( 入 一 人 宮代 丸 )、「 惜 いわ ね 」( 山 中 みき )、 
林間 店 し ぐれ て (東海 大) 
④ 今夜 は リウ エス ト 曲 を 送る 。 
一 箇 上 は 明和 15 年 4 月 に 区 され た 「 和 破 。 これ は 人 人 映画 和光 宮 多 下記 」 の 琴 
で 、 上 原 と 花 子 の デュ エッ ト 。 次 いで これ れ も 映 画 主 暫 「 花 計 図 」 か ら 本 本 一 朗 と 導 代 丸 の デュ 
エッ ト の 「 花 紀 区 」。 明和 1 年 月 タイ ヘイ か ら 発 売 され た ちの 。 
その 他 明 和 12 年 月 発 売 の 山中 みゆ き の 「 憎 いわ ね 」、 提 大 記 の 「 林 銘 し くれ て 」 な ど 。 


em 
KOEzP 


だ 】 


26 
ad: 
@ 
@「 可 肢 い 中 」( 栓 更 ) 乙女 の 戦 」( 高 三 校 子 ・ コ ロム ビア 女声 合田)、「 信 は 市 」( 北 5 、 
「 迷 山 三重 (0 、「 多 の 夜 ( 剛 暗 夫 )、 果 カ スバ 」 (東海林 太 時 
⑨ 人 偽 は 特に まだ LP 化 きれ で いな い 申 を 集め て 馬 取 者 の 万 に 応え る 。| 
一 旧 上 が 昌和 11 和 F10 月 = ロム ピア 5 発 売れ た 松平 和 の 「 可愛 い 巡 」、 続 いて 吉 峰 三 校 子 と = ロム ピア 
女人 坦 HH の 「 女 の 四 二 」、 ボ リド ー ル 昭和 15 征 3 化 誠 大 唆 は 二 」、 そ し て 明和 11 生 12 月 
の 「 抽 三 昌 な どの 化 、 珍品 の 晴夫 和 れ の 夜 」、 放 林 友 郎 の 「 浴 町 カス バリ な ど を 送る 。 
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昭 52 


衣 17B 
KuEzt 
3 
@「 浜 の 任 」( 組 ロ 鈴 )、「 了 中 ぶし 」、「 旅 の 形 人 (人 山 殖 ) 
⑨ 信和 は 大 の な つ メロ ファ ン で 大 匠 北新 地 で お 茶 馬 さん を 経営 する 便 東 度 を ゲス ト に 迎え 、 電 前 の お 株 時 き 
ん の 必 生 や 守 者 の 生活 の 話 な ど を 明 き な が ら 秋 組 を 進め る 。 
15 年 、 妨 只 の 「 衣 の 下 任 」 や 昭和 12 年 の 「 陣 中 氷 し 」、 そ し て 伊東 桂 ま の 仙山 殖 の 「 族 の 人 形 思 


な ど を 間 く 。 
伊 昌 は 昭和 年 に 発売 され た 「 和 和 夜 昌 」 を この | ま ど 和 人 出 片 、 な つ メ ロフ ァ ン に 右 ば れ て いる 人 


衣 3rB 
①*#ags 
の @ 才 まき る 
@「 写 国 子 守 員 」「 隊 地 か ら 才 導 か ら 」『 宇 代 長 だ より 」「 人 の 多 さ ん 」 
⑨ 隊 時 三越 に 多く の ヒッ ト 直 を 出し た 才 ま さなか ら 当時 の 話 を 開く 。 
域 まる の ヒッ ト 則 と 言え ば 何と 言っ て も 明和 14 年 の [九段 の 者 が 区 考 し て 貞 革 し た 当時 の 話 や それ 
ぞ れ の 販 の 思い 出 、 レ コー ディ ング の 革 語 な ど が 出る 。 


1 


虹 52 人 


@ 有 21B 
①=agg 
EEE 
⑧「 半 よこ み の 中 一 代目 次 多 』 奉 失 」 
9 今夜 か ら 3 還 に わた っ て 、 天 映画 ター 第 一 で 昨年 革 能生 活 50 年 を 凶 えた 調和 吉 を スタ ジオ に 提 
いで 、 思 い 出 話 と も に 教 々 の ヒッ ト 邊 を 問い て いく 
人 夜 は 員 間 失 に 入っ た いき さ つ か ら 始 まっ て 、 昭 和 10 年 の デビ ュー 作 「 大 江戸 出世 小串 」 の 吹き 込み 当時 
の 話 、 例 えば 昌 影 の セッ ト 中 に オー ケス メト ラ を 入れ て の 同時 包 き 込み を し た 券 話 、 あ る い は レコ ー デ ィング 
の 時 の ドイ ツ ム 人 技師 の エピ ソー ド な ど 、 大変 味 ある 話 が 開け る 。 
「 寿 は 田中 紅 代 の セリ フ 入 り 


B28H 
①*4gg 

EEE 

@ 

⑬ 出 績 才 、 前 週 の 放送 上 の 京都 新 聞 ラ ジオ 枝 よ り 失 


?HsB 
KOEzr 
@ 論 
⑧「 だ より 昧 だ より | 座 吉 三 六 オ ペラ 」「 商 吉 三 度 和 」 
@ 恥 う 映画 スタ ー 第 一 の 高 国吉 を スタ ジオ に 聞え て 、 思 い 出 部 と と も に 、 直 和 ・ 名 店 を 開く 。 

一 卓上 は 、 昭 和 15 年 月 発売 の ( 噂 だ より 尾 だ より 」。 その 後 高き 自 生 が アイ デア を 提 代 、 衝 田 一 大 が 
それ を また め で 作り上げ た 「 浴 吉 三 婦 すべ ラ 」 と 「 洒 吉 三 度 穫 」 を 開く 。 


Hz 

づり ウェ スト 特集 441 

@ 

@ 

⑨ サ プ タイ トル は 、 凍 表 の 放送 の 京 才 新 聞 ラジ オ 村 よ り 推 


ze 
で リク ェ ス ト 特集 を 442 
の @ 到 国吉 
@「 導 道中 (上質 敏 )、「 小 町 電 」 東 友和 用 江 )、「 信 日 名 で (千代) 、 
戸 の 失 人 1( 座 ) 
9 先頭 に 続い て リク エス ト 特集 その 2 
一 旧 上 は 昭和 14 年 月 ポリドール か ら 発売 さん た 上 原 飯 の 「 導 道中 」。 な つ メロ 斉 組 で は よく 国 か れる も 
の だ が 、 や は りり クエ スト も 教 多く 寄せ られ る な つ メロ ビッ ト 箇 中 の ヒッ ト 曲 。 その 他 末 大 朗 、 和 静江 の 
町 、 芯 代 の 「 今 も 鶴 媒 で 」 な ど を 関 く 。 
また この 秋 粗 で は 区 し く 新 し い 井田 各 の 「 衣 の 絵 要 」 が 開か 4 れる 。 


人 特集 を 443 
@ 
@ 
⑯ サブ タイト ル は 、 半 通 の 放送 日 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 億 より 失 
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昭 5 


g 有 2B 
一色 時 一 人 特集 444 
@ 一 色 風 一 原子 
@「 必 本!( 木 夫 "美子 )、「 人 生 の (一色 周一) 、「 千 の 小 中 」( 一 名 一刻 原子) 
6@ 先 台 に 続い で 一色 央 一郎 特 集 そ の 2。 今夜 は 一 色 周 一 郎 本人 と 、 夫 人 の 水陸 子 を スタ ジオ に 抱い て 
3 人 の 間 を 中 必 に 送る 。 
一 利昭 和 1S 生 6 月 和 売 の 「 婦 性 本 隊 」。 こ れ は 新 殿 キネマ 「 婦 性 本 台 」 の 主 是 典 で 、 水 が 情 
不 穫 夫 と デュ エッ ト し て いる 。 その 他 、 一 名 の 「 人 生 の 洪 」 な ど を 開い た 役 、2 人 の 画 「 衝 の 小 」 な ど 珍 般 の 
数 々 を 送る 。 


@ 
⑯ サブ タイ トル 及び 出演 者 は 、 補 週 肥 び 翌 々 週 の 誠 昌 の 反 新 問 ラジオ 尼 よ り 失 潮 。 


明 23H 
基部 特集 447 
@ 誠 記 
@「 旧 京 ナイ ト I「 つ ば くろ 人 」「 斉 町 の ビエ ロリ ハン ドル 人 生 
⑨ 第 447' の 今夜 は 、 先 吾 に 続い て 革 大 特集 その 2 を 送る 。 
の ど 邊 軍 出 身 の 學 手 と し て 散々 の セッ ト 電 を 出し 、 今 な お 洒 坦 し て いる 邊 の 開 い 天 手 だ が 、 今 夜 は 、 昭 和 
30 生 前後 の 前 を 企 め て 因 く 。 
一 日 は 較 和 2 年 10 月 発 守 の 東京 ナイ ト )。 徳 いて 0 年 5 月 の 「 つ ば くろ 穫 」「 斉 町 の =p」「 ハ ンド 
人 生 」 と 関 いで いく 。 
寺原 一 皮 と いう 取手 は 、 色 々 な ジャ ン ル の 歌 を こなす どい う 音 味 で は 他 に 括 を 見 な い 克 と 言え よう 。 こう し 
た 奏 を こなす 区 下 の 内 机 を 、 匠 一 委 ど ギ 草 欠 の 対談 の 中 か ら うか が える の も 面白 い 。 


@「 細 に 条 が つき ゃ 」「 典 の 吹 ま よ で 」「 仁 杏 は 男 甘 に の ぼり て 」「 ね おーい 中 村 攻 [あれ か ら どう し た 中 村 和 」 
⑨ 者 原 一 聞 を ゲス ト に 迎え で の 特集 その 3. 

デビ ュー 曲 の 「 多 に 灯 が つき ゃ 」 は 昭和 25 生 に 現 夫 され た も の だ が 、 最 初 は 較 了 夫 で 発 ポ 予定 だ っ た 。 そ | 
れ が 一 由 直し て 若 錠 一 征 の デビ ュー 曲 と な っ た わけ だ が 、 そ の 辺 の 事情 が 語ら れる 

その 他 「 軸 の 吹き ま よ で 」「 仁 者 は 男 」「 失 に の ぼり て 」、 そ し て 大 ヒッ ト の 「 お ー い 中 材 用 

お が UNU 匠 一 郎 の 新 男 「 あ れ か ら どう し た 四 特攻 」。 


1 


思 52 和 


EE 
①*aag 
@ 半 折 一 
"回 迷 の 町 」( 呈 大 郎 )、「 大 夫 の 」、「 人 生 瘍 (導師) 
(9 まる 7 有 19HH に 82 厳 で だ く な っ だ 詩人 の 大 太夫 を 合 ん で の 特 人 
大 本 憶 た 言 えば 、 東 本 天 が 呪っ て 大 ビッ ト と な っ た 「 国 区 の 町 」 の 評 を 作っ た 時 の エビ ツー ド が 攻 に | 
名 に な っ で いる が 、 と に か く 大 度 弟 を 愛し 、 洪 を 飲み な が ら 詩 を 理 く と いう こと で 、 作 曲 家 の 中 で も 下 家 の 
旗 基 奴 と の コン ピ で 生ま れ た の が [加入 の 町 」 で めった 。 
人 宙 は この 他 「 大 地 の 」、 東 大 所 の 「 人 生 間 」 な ど を 送る 。 


BIEII 
①*dso 


@@@ 


9 月 20B 
① 匠 導 々 子 特集 451 

@ 

@ 

人 9 サブ タイ トル は 、 翌 々 週 の 送 H の 京 親 聞 ラジ オ 概 り 失 。 


He7H 
で 者 々 子 物 集 452 

@ 

@ 

⑲ サブ タイ トル は 、 代表 の 放送 上 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 層 よ り 推 。 


19 有 4 
① 匠 都 々 和 集 458 
の 人 原 都 々 チ 
@「 歩 まり LE」「 必 1「 月 が っ て も 育 いか ら 」「 上 才 旧 「 訓 い 准 町 」「 開 いて 下さ きい お 話し ます 」 
@ 間 春 都 々 特集 その 8。 
昌和 27 年 5 月 に 発売 れ た 「 大 去り し 丘 」、28 年 4 月 の 「 赤 析 」 を 聞い た 後 、 彼 女 の ヒッ ト 曲 の - 
ド 吉 えら れ で いる 「 月 が と っ て も 育 い か ら 」 を 送る 昭和 0 年 5 月 の 下 売 で 、 今 な お 人 々 に さま れ て いる , 
その 他 「 比 上 夜 昌 ]、 そ し て 新 趣 の 「 い 深町 問い て きい お 話し ます 」。 


10 有 1 
KOEPET 
@ 
@「 婦 の 隊 ( 科 当 夫 )、「 坊 や は 連 才 」( 共 子 )、「 あ 揚 了 1( 拍 ま さる ) 、 
さす らい の (人 共 子 )、「 加 大 川 し くし (上原 

(9 今夜 は 際 取 者 の リク エス ト 申 送る 。 

一 箇 上 は 昭和 1 年 0 月 芝 の 「 女 の 隊 」。 これ は 机 末 穫 天 の ヒッ ト 曲 で 、 リ クエ スト も た くき ん ある 

村 い て 甘 子 の 「 坊 や は 連 才 」、 そ れ に 地 ま きる の [あく 掲 了 江 」。 

その 他人 放題 人 衣子 の 曲 か ら 「 さ すら い の 明 」。 これ は 明和 9 年 2 月 に 條 売れ た も の で 、「 ゴ ンド テ 

の 中! と カッ プリ ング され た も の 。 
そし て 乱 後 に 品 中 の 夫 曲 、 上 原 級 の [ 加 北 川 し ぐれ 」 を 洋 る 、 


ig5 


昌和 


10 有 38 
ass 
@ 
⑧ ゴ ンド ラ の 融 」( 和 人 )、「 小 放 り の ! (平和) 、「 思 い 出 道子) 、 
9 の 取次 山 一 郎 )、「 守 化し 」( 野 芝 )、 大 空 に 祈る 」 (な 原 提 ) 
(9 先 届 に 続い て 助 取 者 か ら の リク エスト 井 を 導 る 。 
一 日 は 箇 開 いた 佐 夜 子 の 「 さ すら い の 吊 」 の 有 面 で ダ 補 され た 「 ゴ ンド ラ の 員 !。 これ は 昭和 9 科 2 
朋 (に 発 沈 さ れ た も の で 、 実 は この 放 細 の テー マ 陣 と し て 使用 し で いる 。 
い て 答 更 の 「 当 売り の 歌 」、 革 道子 の 「 起 い 出崎 の 後 、 人 夜 の 聞き も の の 一 つ 、 基 山 一 反 の 「 
9 の 台 。 
そし て リク エス ト の 多い 中 時 作 の 「 守 信長 ぶし 」、 松 原 撫 の 「 大 補 に 折る 」 な ど 。 


1 
①*457 


@e@ 


hs 上 
① 科 原 特集 459 

の 

@ 

④ サブ タイ トル は 、 翌 々 週 の 衣着 の 所 聞 ラ ジオ 尼 り 推測 


Hz2H 
460 


@ 
(⑲ サブ タイ トル は 、 表 の 放送 の 京 新 聞 ラジ オ 枝 よ り 推 、 


1 


時 52 補 59 年 


11 有 29 
で 等 原子 特 集 き 461 
@ 生 原 共和 
⑧' 別 の 没 上 坦 」「 名 残 0 の 有形 中 小夜 ちどり 」「 導 十 三 衣 中 友 好 の 台 」 
9 小 和 原 剖 子 特 集 その 3。 
信 化 は 和 れ の 波 上 場 」 を トッ プ に 、 明 和 22 生 3 月 に 條 売 の 「 名 獲 り の 月 叉 」、26 年 4 月 の [小夜 ちどり 」 な ど 
を 還 い た 和 「 押 人 」、 そ し て 穫 大 の ヒッ ト 曲 「 二 三 夜 ) を それ ぞ れ の 曲 に まつ わる 思い 出 部 と と も に 聞く 。 
つい で 和孝 の 最近 の レコ ー ド 「 日 中 婦 好 の 双 」 を 、 彼 女 の 近況 と と も に 紹介 する 。 


12H9H 
①*ae2 


12 有 2 
なっ か Loeai 
@ 


@ 
⑬ サ プ タイ トル は 、 弄 通 放送 日 の 京 才 新 聞 ラ ジオ 杜 よ り 所 


- 曲 #464 


Hz 
な つか し の NR ピュ ラー 外 申 理 を 468 


@ 
③「 コ ロウ ド の 月 (ペン セル ビン その オー ケス トラ ) 、 
セン トル イス ブルース (ナッ ト ゴ キラ と 彼 の 2 
放任 」( テ ィ バ ロッ ジ )、「 国 誠 の 南 」( ジ ー シ ッ オート 
リア ディ オス (パン ペー ヤ 」 (ホアン ダリ キン ツ ) 
9 先週 に 続い で な つか し の ポピュラー 名 旧居 を <。 
一 出 上 は ペン ・ セ ルビ ン と その オー ケス トラ の 「 コ ロラ 
ネ ラ た 物 の ジョ ー ジ アズ の 「 セ ント ルイ スプ ルー ス 」 が 続く 
そし て 昭和 12 全 に 日 本 に 紹介 きれ た バル ナパ バ スト フォ ンダ ッ ツ ィ の 「 カ ベ シ ー タ 」、 テ ィ ブ ロッシ の 「 條 放 
る 作 」、 村 い て 先 間 も 聞 いた ジー ン ・ オ ー ト リー の [国境 の 最後 に ホアン ッ ダリ エン ッ の 「 ア ディ オス パン パ 


ミー ヤ j。 


ジア ズ )、「 カ ペ シ ー タ 」C く レナ バス ッ ラ ォ ジッ ゲッ ツ の 、 
つ 、 


"の 月 で 、 続 いて 困 和 13 年 頃 に 発売 きれ た ナッ ド ゴ 


陸 h53 生 1JHSR 
①d66 

@ 

@ 

@ 


1 


1H31H 
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EE 


2 月 28B 
① ォ az 
@ 


良 28H 
①*d78 
@ 灯 信組 
@' 夫 ゆる 大 空 ( 座 一 人 * 台 人 、「 謝 原 の 太 (伊藤 久男 )、「 ダ 日 は 落ち て 』( 松 平和 千代 ) 
プ ェ ノ ス ア イレ ス の 各 ( 談 谷 の り ) 
④ 昭和 48 年 か 1 年間 純 いた この 番組 も 第 478 回 の 今回 で 本 当 の 入 回 。 
則 示 に 評 山 一 朗 、 人 加代 、 波 谷 の り 子 が それ ぞ れ 出演 し た 際 の 録音 を ダイ ジェ スト で 回 < 
この 回 の 放送 匠 を A 氏 が 当時 多 間 し た も の が 中 存 し で お り 、 こ れ を 開く と ころ に よる と 、 重 宙 の オ 
ク と ェ ン ディ ング に 「 則 治子 守 明 』 の メ ピ ディ ー が 渡れ 、 オ ー プ ニン グ 時 に は メロ ディ ー に 概 せ る 形 で 可 会 の 
が 「 基 月 は 流れ 昭和 が 誠 れ る 。 秦 び が あり 間 し み が あ り 痛 春 が ある 。 そ こ に は 人 が あり 下 い 出 が あり 要 
が ある 。 今 宙 も 聞こ し 如 て 且 お し の あの 仙 大 歌 、 シ ン ポ の 「 こ の 険 あの 人 』 と いう 上演 べ て いる 
南昌 は 放 遂 上 
また 、 エ ン デ ィング 時 に 以下 の 5 和 舞 の プレ ゼン ト の お 知ら せ が 告 知 きれ て いち 
・ 自 大作 に よる 上 原 敏 大 全集 (200 旧 っ て いる LP14 枚 セッ ト ) を 1 名 
・ 自 制作 (ポリドール 名 作 肖 選 鐵 の 員 】(14 昌 入っ て いる LP) を 1 名 
- 人 な つ 2 ロ の 村 計 SEVEN EIGHT」9 月 好 を 20 名 
この 店 送 の 放送 テー プ ? 肖 分 を 1 本 に し た カセ ッ ト テー ブ の 帝 記 の 放送 デーブ を 10 各 
東大 委 生前 の 声 の 入っ た カセット テ ー ブ (10 則 大 が 入っ て いる ) を 10 名 


1a0 


4 る 急 箱 説 


CE 


1 放送 局 

ラジ オ 関 東 、 中 部 日 本 放送 、 近 比 送 及び R KB 畠 昌 放送 の 』 局 で 放送 が 行わ れ た 。 避 
会 者 の 宇 韻 昇 が な つ メロ 愛好 会 の 会 報 に 3 度 に わた り 同 番組 に 関す る 記事 を 寄せ て いる 
(第 6 号 : 昭 和 4 5 年 3 月 15 昌 発行 、 第 19 二 : 昭 和 4 7 年 5 月 2.0 晶 林 行 、 第 2 2 明 : 
昭和 4 7 年 1 1 月 10 昌 発行 ) が 、 い ずれ に お いて も 4 局 ネッ ト で 放送 し た と の 記述 と な っ 
て いる 他 、 木 村 克 自 書 抽 作 し 同封 の 記載 も この 4 局 の み と な っ て お り 、 こ れ 以 外 の 
放送 局 か ら は 放送 され な か っ た と 断定 し て よい で あろ う 

前 提 宇 井 具 の 記事 (会 第 1 9 号 及 び 2 2 号 ) に は 、 ラ ジオ 関東 が キー ステ ーション で | 
あっ た と 書か 和 れ で おり 、4 局 の 中 で 一 硬 放 送 が 早かっ た の も ラジ オ 関 東 で ある が 、 第 
17 8 回 以 隆 の 放送 を 続け た の は 近 吉 放送 の み と な っ て いる 。 

な お 、 森 村 導 自 箇 制作 し 同 封 ⑳ に ラジ オ 関 東 の 広中 履 圭 が 記事 を 寄せ てい る が 
の 記事 に よる と 科 が 番組 ブ プロデューサ ー で あっ た と の こと で ある 。 一 方 で 最終 回 の 第 
47 8 回 音源 で は 、 担 当 ディ レク ター は 近 (放送 の 別 の 人 物 が 紹介 され て いる 。 こ れ ら を | 
才 旧 する と 、4 選 放送 時 の 第 1 7 7 回 まで は ラジ オ 関 還 が 番組 制作 を 担当 し て いた が 、 近 
吉 放 送 の み で の 放送 と な っ た 第 1 7 8 回 以降 は 番 測 作 が 同局 に 移行 し た も の と 推 乏 され 
る 。 


2 スポンサー 企業 

スポ ン サ ー 企 業 は 、 京 都市 に 本 社 ・ 工 幅 の ある シン ポ ボ 工業 株 式 会 社 ( 現 ・ 昌 本 電 産 シン 
株 式 会 社 ) で ある 。 林 村 共 中 制作 1 同封 に 収録 され で いる 同社 取 生 役 社長 の 中 
光二 郎 に よる 「 ご あい きつ 」 に は 次 の よう に 記さ れ で いる 。 


aua っ 


PE で] 
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よ 計 和 

か えり み ま す と 、 昭 和 43 年 11 月 、 当 社 の 革 案 企画 に よっ て 放送 開 銘 し まし て か ら 
時 や 6 年 一 ラ ジオ 関 束 (RF)・ 中 部 本 公 送 (CBC)・ 近 畿 衝 送 (KBS)・RK 
第 放送 (RKB) の 4 局 を ネッ ト に 当社 の 提供 で 放送 し て まい り 280 週 に 達する 
長期 番組 「 シ ン ポ の この 歌 あの 人 」 と し て 現在 も 続け て お り ま す 。 (47 年 4 月 より 近畿 
放送 の み 放送 中 )。 (筆者 注 : 祭 は 筆者 に よる ) 


また 、 昭 和 4 8 年 3 月 2 1 日 付 読売 新聞 東京 版 朝刊 の 都民 版 に は 、 こ の 月 の 7 日 に 赤坂 
東急 ホテ ル に お いて 、 日 本 音楽 著作 権 協会 吉田 信 委 務 理事 )、 晶 本 香 楽 著作 家 細 合 ( 訂 田 
正人 委員 長 )、 日 本 詩人 吉 昌 (島田 替 也 守 務 理事 ) 及び 当番 組 ス ポン サー の シン ボ 業 株 式 
会 社 (中 二郎 社 長 ) の 各 代表 が 集まっ て 「“ な つ メ ロ " 普及 に つく し た 功績 で スポ ン サ ー 
を 表彰 する 催し 」 が 開か れ 、 そ の 席 上 に お いて 、 楠 要 夫 ・ 三 原 純 子 夫 雪 の 比 迷 を 資金 
を 肌 し 合っ て 建立 する こと や 、 比 基 胡 立 で 余っ た お 金 で 、 歌手 ・ 作 詞 家 ・ 作 曲 家 の 老後 
を 補 る 基金 制度 を 作る こと が 話し 合わ れ た と いう 。 


以上 を 路 ま える と 、 シ ン ボ 工 業 が 単なる スポ ン サ ー 企 業 で は な く 、 番 組 の 制作 に 胡 動 的 
に 失 わ り 、 な つ メ ロ プ ー ム を 支援 し て いた 実 能 が 見 えて くる 。 

な お 、 最終 回 の 第 4 7 8 回 音源 に お いて も 「 近 攻 送 の シン ポ の 『 こ の 誤 あ の 人 月 と 組 
介さ きれ て お り 、 番組 放送 の 全 期 間 に わ た っ て 維 続 的 に スポ ン サ ー を 務め て いた こと が 分 か 
る 。 


3 企画 和 成 者 

企画 村 成 者 は 、 大 吹田 市 在住 の 本 村 孝 礁 で ある 。 前掲 広中 雅 寺 の 記事 に 、 番 組 放 
開始 直前 の 昭和 4 3 年初 秋 、 番 組 制作 の 打ち 合わ せ で 広中 と 木村 が 初め て 顔合わせ を 行っ 
た 事実 が 記さ れ て いる こと と 、 最終 回 の 第 47 8 回 音源 で 「1 0 年 間 の 企画 村 成 は シン ポ 
上 業 の 木村 孝 灯 」 と 紹介 され て いる こと を 考慮 する と 、 番 組 放送 の 全 期 間 に わ た っ て 木村 
が 企画 構成 を 務め で いた こと が 分 か る 。 

本 村 堆 は 昭和 6 年 の 生ま れ 。 彼 の 自費 制 作 同 殺 の 「 内 容 紹介 」 に は 、 枝 の 氏名 
の 後ろ に 「 ぐ シン ボ 工 業 (株 ) 広告 宮 人 旨 長 々 」 と 記載 され て お り 、 同 社 の 社員 で あっ た | 
が 分 か る 。 

な お 木村 は 昭和 4 0 年 代 て 5 0 年 代 に か け で ポリ ドール の S P 盤 衝 刻 し P を 次 々 と 自 矯 
制作 し て お り 、 大 の な つ メ ロ 受 好 家 で あっ た よう で ある 。 例 えば 、 昭 和 5 4 年 9 月 2 7 日 
発 新 東京 版 夕刊 に お いて 、 上 原 基 の し P 全集 を 昭和 5 1 年 か ら 3 年 間 か け て コツ コ 
ツ と 第 1 5 巻 まで 完成 させ た こと が 報じ られ て いる 。 


4 放送 期間 及び 放送 内 容 

放送 期 間 は 大 きく 4 つの 区 分 に 分 ける こと が で きる た 
と に 記載 し た 。 

( い 1) 第 1 回 14 2 回 

昭和 4 3 年 1 1 月 ( 近 赤 放 送 は 同年 1 2 月 ) ご 46 年 7 月 に か け て 放送 し た 。RKB 健 
上 放送 に お いて は 、 昭 和 4 4 年 1 1 月 の 第 5 2 回 か ら 放送 を 開始 し て いる , 


前 剖 の 放送 起 銚 も この 区 分 ご 


1 


1 


司会 は 、 元 中 部 日 本 衝 送 の アナ ウン サー で 日 本 の 民 病 放送 で 第 一 声 を 発し た 人 物 と し て 
も 知ら れる 宇井 時 が 務め 、 番 組 の 特徴 は 以下 の と ね お り で あっ た 。 


物 和 歌手 は 関係 者 現在 歌手 は 御 本 人 の 話 を 聴き な が ら 、 レ ュー ド は 原則 と し て オ 
サジ ナル の S P。 作詞 、 作 曲 の 先生 方 に も スポ ッ ト ラ イト を あて て と いう こと で 、 中 
山 平 作曲 の 「 ゴ ンド ラ の 唄 」 を テー 音楽 に 、 上 原 央 特集 を 第 一 回 と し て 、( 後 中) 
前掲 字 井 見 の 記事 (会報 第 6 史 )] 


な つ メ ロ を オリ ジ ナ ル の 原 息 で 難 き 、 線 りな す 人 間柄 様 を 正確 に 伝え よう と いう 企 
画 [前 凶 井 具 の 記事 (会報 第 1.9 )] 


サブ タイ トル の 多く が な つ メ 関係 者 の 名 前 と な っ て お り 、 流 行 典 その も の で は な く 人 | 
物 に スポ ッ ト を 当て で る こと に 重点 を 回 い て いた と 言え る 。 ま た 、 な つ メロ 関係 者 は 歌手 ば 
か り で な く 作 詞 者 、 作 曲 者 の 比率 が 高かっ た こと も この 番組 の 特徴 で ある 。 

特集 ご と に 異な る な つ メ ロ 関係 者 を スタ ジオ に 呼ん で 思い 出 語 を 開き な が ら 原 角 の S P 
レ ュ ー ド を 合間 合 問 に 流し て いく と いう 番組 構成 で あっ た 。 電 話 か ら な つ メ ロ 関 係 者 が 参 
加 す る こと も あっ : 

第 1 4 0 回 て 1 4 2 回 の 最後 の 3 回 の 放送 は 過去 年 を 振り 返っ て の 総集編 と な っ て お | 
り 、 近畿 放 送 以 外 の 3 局 で は いっ た ん 放送 を 終了 する 。 第 1 4 1 回 の 近畿 放送 を 紹介 する 
京都 新 聞 ラ ジオ 欄 で は 、「 な お 今 の 情 成 で の 「 こ の 歌 ・ あ の 人 」 は 、 七 月 いっ ぱい で 終わ る 
が 、 人 月 か ら は 、 新 し い 形式 で 「 こ の 歌 ・ あ の 人 」 を 送る 予定 。」 [昭和 4 6 年 7 月 2 0 日 
付 京 新聞 二 刊 ] と 紹介 され で いる 。 


(2) 第 1 4 3 回 こ 151 回 

昭和 46 年 8 月 一 9 月 に か け て 近 放 送 の み で 放送 し た 。 

司会 は 当初 引き 続き 宇 韻 昇 が 務め て いた が 、 途 中 で 月 原 昌 郎 に 交代 し て いる 。 京都 新 聞 
の ラジ オ 憶 か ら は 、 第 1 4 5 回 まで は 宇井 昇 、 第 1 4 7 回 以降 は 月 原 史 郎 で ある こと が 旋 
み 取 れ た が 、 第 1 4 6 回 の 司会 お どちら で あっ た の か の 明記 は な か っ た 。 し か し な が ら 、 
第 14.6 回 と 147 回 の サ プ タ イト ル が と も に 「 誰 か 族 郷 を 想わ ざる 」 と 同一 で あっ た た | 
め 、 第 1 4 6 回 の 司会 者 は 月 原 東部 で あっ た も の と 推測 し て 6 7 ペー ジ に 記載 し た 。 

番組 の サブ タイトル が 今 まで と は 打っ て 変わ っ て キー ワー ド と な っ て いる こと か ら も 推 
上 奈 で きる よう に 、「 今 まで の 人 物 中 心 で 本 成 し た 内 容 を 一 新 し で 、 な つ メ ロ を ジャ ン ル 別 に 
分 類 し て 送る 」[ 只 和 4 6 年 8 月 3 日付 京都 新 聞 夕 刊 ] と いう 番組 棒 成 に 変わ っ た 。 

ゲス ト 由 演 も 皆無 で わっ た も の と 思わ れる 。 

実際 に 放送 音源 を 聞い た わけ で は な いた め 推 測 に 過ぎ な い が 、「 こ の 駄 あの 人 」 と いう 番 
組 名 に そぐわ な い 内 容 に 変わ っ て し まっ た と いう 感 が 奉 め な い 。 


(3) 第 1 5 2 回 こ 177 回 
盟 和 46 年 10 月 ご 47 年 3 月 (RKB 毎 日 放 送 は 同年 4 月 ) 
送 を 再開 し 、 司 会 も 宇井 見 に 戻っ て いる 。 


か け て 姓 び 4 局 で の 放 
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サ プ タ イト ル も な つ メ ロ 関 係 者 の 名 前 に 戻り 、「 ヒ ッ ト 曲 の 織り な す 人 間 模様 を さぐる 」 
[昭和 4 6 年 1 0 月 5 日 付 京 新聞 タタ 刊 ] と いう 人 物 中 心 の 構成 に 戻っ て いる 。 

第 1 7 7 回 は 番組 最 終 回 と いう 位置 づけ で 、 第 1 回 放送 時 の ゲス メト 出 注 者 の 島田 遂 也 を 
拍 き 、 一 曲目 も 第 1 回 送 星 の 最初 の 曲 「 町 人 生 」 を 流し て いる 。 

第 1 7 7 回 の 近畿 放送 を 紹介 する 京都 新聞 ラジ オ 慢 で は 、「 な お 来週 か ら は 放送 の 形 で 
お 送り する 。」「[ 明 和 4 7 年 3 月 2 8 日 付 才 新聞 彰 刊 ] と 紹介 され て いる 。 


(4) 第 1 7 8 回 478 回 

昭和 4 7 年 3 月 の 第 1 7 7 回 が 当番 組 の 最終 回 で ある と いう 位置 づけ は 、 前 掲 宇井 見 の 
記事 (会 和 第 1 9 号 及 び 2 2 縛 ) に も 見 られ る 。 両 記事 に お いて 宇 草 基 は 、3 年 半 に 避 る 
普 組 の 重 頁 か ら 解き 放 た れ た 虚脱 盛 と と も に 番組 の 思い 出 を 感 挫 く 振り 返っ て いる 。 ま 
た 、 同 会 報 第 1 9 与 に は 、 番 組 放 送 終了 を 記念 し て 同年 3 月 1 8 日 に 東京 で 宇井 見 へ の 
世 放 の 集い が 催さ れ た と いう 記事 も 掲載 され て いる 。 

それ に も か か わら ず 、 近畿 放送 の み で は ある が 、 明 和 4 7 年 4 月 以 隆 も 明和 5 3 年 3 月 
まで の 長き に わた り 放 送 が 継続 され て いる 。 

司会 者 は 、7 9 ページ に 革 い た と お り の 変遷 を た どっ て いる 。 た だ し 、 最 初 の 第 1 7 8 
回 て 1 8 1 回 まで に つい て は 、 い ずれ も 周 ま の 再 放送 で あっ た も の と 思わ れる 。 

京 者 新聞 ラジ オ 欄 の 記事 か ら の 推測 に 過ぎ な い が 、 こ の 時 期 の 放送 は 、 宇井 時 が 司会 の 
時 と 、 月 原 史郎 また は 森 一 本 会 の 時 と で 大 きく 特 役 が 異な っ た の で は な いか と 思わ れる 。 
具体 的 に は 、 宇 基 が 司会 の 時 は 、 4 局 放送 の 時 と 同様 に 、 な つ メロ 関係 者 を スタ ジオ に | 
呼び 、 思 い 出 語 を 聞き な が ら 原 角 の S P レ コー ド を 合 問 合 問 に 流し て いく と いう 番組 構成 
で あっ た も の と 推測 され る の に 対し 、 月 原 更 朗 や 礎 一 也 が 司会 の 時 は 、 ゲ スト を 呼ば ず 、 
ある い は ゲス ト を 呼 忌 と し て も レコ ー ド コレ クタ ー 等 の 非 界 人 で あり 、 潜 々 と 解説 を 交 
えな が ら レ コード を 流し て いく だ け と いう 番組 構成 だ っ た よう に 見 受け られ る 。 

な お 、「2 地域 別 放送 日 時 リス ト 」 及 び 「3 放送 写 録 」 に お いて 第 8 3 4 回 の 記載 が 
な い の は 以下 の 理由 に よる 。 
・ 第 2 7 3 回 の 送 昌 が 昭和 4 9 年 1 月 2. 9 日 で ある こと を 京都 新聞 ラジ オ 棚 より 特定 。 
・ 第 3 3 5 回 の 放送 昌 が 明和 5 0 年 4 月 1 日 で わる こと を 京都 新聞 ラジ オ 村 より 特定 。 
・ 第 2 7 4 回 ご 3 3 4 回 の 放送 日 を 埋め て いく と 、 ど うし て も 1 回 分 は み で で て し まい 、 や 
む を 得 ず 第 3 3 4 回 を リス ト か ら 飛 ば し た も の 。 

し た が っ て 、 本誌 に お いて 第 2 7 4 回 8 3 3 回 と 表示 し た 放送 回 の どこ か で ズレ が 生 
上 で いる も の と 思わ れる 。 


3 番組 と 関連 が 深い 商品 
番組 と 関連 が 深い 商品 を 3 点 紹 介する 。 


(1) 朋 如 の 世代 』 に 控 ぐ る あふ 受 お し の 青 大 歌 東海 林 大 氏 ・ 上 原 徴 名 作 選 
既に 何 度 も 言及 し て いる 、 木 村 幸 礁 が 自費 制作 し た し P。 ジ ャ ケッ ト 理 面 の 「 自 家 着 作 
の 辞 」 に よる と 、「 大 正 初期 か ら 昭和 4 年 ご ろ ま で に 生 を 受け た 世代 」 を 戦中 了 後 の 厳し い 
時 代 を 生き 抜い た 「 受 難 の 世代 」 と し 、 自 各 制 作 の 意図 を 次 の よう に 述べ て いる 。 
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わた し は いま 、 一 管 の 歌 を まとめ 、 せ め て わた し の せま い 身 辺 か ら 消 えて いっ た 先 
研 た ち へ の 追 居 と 、 埋 後 の 種 民 に 破 身 し た 先 奄 詳 氏 こ の 民 め の 、 さ さや か な 印 と し た 
バーー こ れ が 、 わ た し の 自 旨 制 作 す る ゆえ ん で ある | 


「 ご 存 知 『 東 海 株 太郎 』 と 、 今 次 大 戦 に 南海 の 果て ャ で 散 項 し た 名 内 手 『 上 
原 』 の か くれ た 名 作 を 、 約 35 年 ぶり に 復刻 し た 」LP と な っ て いる 。 

曲 日 は 次 静 の と お り で 、 同 し 同封 @ で は 、「 区 後 一 度 も 復 侯 され て いな い 曲 ば か り 」「 名 
作 で あり な が ら 、 ほ と ん ど 入 王 し に くい レ ュ ー ド ば か り 」 と 紹介 され で いる , 


A 面 東 族 林 大 訂 | 面 上 原 統 入 
1 | ハル ビン 旅 導 Zi 
2. | 青春 和 昌 鹿 の 親 了 放 
3 | 南国 の 般 上 本 曽 の 流れ 員 
1. | 人 雪原 雪 放 姿 
5 | 柚 一 華 波 
6。 | 小計 分 擬 の 流下 場 
Ei 国吉 時 


邊 革 制 作 艇 で あり な が ら 同 し P 同 封 の に は 、 番 組 に ゲ ダネ ト 出 し て いる 島田 疾 取 (作詞 
家 ) や 赤城 光男 (上原 徴 の ャ ー を 務め た 人 物 ) 、 番 租 の 司会 を 務め た 森 一 
四 (作曲 者 蓄 評 論 家 )、 番 組 プ ロ デ ュ ー サ ー の 広中 雅 帝 (ラジ オ 開 東 ) と いっ た 人 物 が 記事 
を 寄せ て いる 他 、 同 し 同封 ① で A 面 の 東商 林太郎 答 の 曲目 解 謗 を 担当 し た の も 、 爾 川 容 
輔 と いう 東海 本 太 記 の 夫 皇 的 な ファ ン で 、 閣 に ゲス ト 出 交 し た こと の ある 人 物 で あっ た 。 
まき に 番 旨 関係 者 の 全面 的 な バッ クア ッ プ の 中 で 制作 され た L P で ある と 言え る 
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完成 時 期 は 、 同 し P 同 寺 に よる と 明和 4 9 年 6 月 上 旬 (同年 4 月 2 日付 京 新聞 タ 刊 
で は 「 月 末 に 完成 の 予定 と 紹介 され て いる 。) で 、 完 成 直前 の 同年 3 月 一 4 月 の 放送 (第 
2.81 回 ・2.82 回 ) で は この LP を 使っ た 特集 が 組ま れ た 。 ま た 、 同 年 7 月 1.5 昌 発行 
の な つ メ ロ 愛 好 会 会報 第 3 2 号 で も この し P の 紹介 が な され で いる 。 


(2) わが 門 い 出 と 歌 ご ころ を 語る 不滅 の 名 歌手 東海 林太郎 
本 村 直人 抽 作 し 同氏 に 、 こ の 商品 の 「 カ セット 令子 約 ご ちあ ん な い 」 が 以下 の 
よう に クレ ジッ ト され て いる 。 


制作 委託 者 シン ボ エ 科 株 式 会 
京都 市 (以下 信 所 蜂 ) 
TEL 075 一 (以下 電話 番 呈 員 ) 
制作 受 記 者 株 式 会 福 ラジ オ 関東 音楽 出版 社 
(JASRAC お よび ポリ ドー ル ・ コ ロム ピア ・ 
ピク ター その 他 関係 者 の 未 
企画 ・ 構 成 木村 孝 礁 (シン ポ 工 業 ) 
唄 と 語り 東 次 林太郎 
お 相手 宇 介 時 


また 、「 こ の カセ モット は 、 予約 抽 作 実 融 右 布 す る も の で 一 般 の お 店 に は 販売 し て お り ま せ | 
ん 。」 と の 記 培 が あり 、 申 し 込み 方 法 は 郵便 振込 素 に よる シン ボ 工 業 株 式 会 社 へ の 中 座 振 込 
と 、 同社 広 告 伝 加 あ て の 現金 送金 の 2 種類 が 指定 され て いる 。 

同じ 資料 (本村 孝 挫 自 費 削 作 L 同封 ) 中 の 同社 取締 役 社長 の 中 凌 二 郎 に よる 「 ご あ | 
いき つ 」 で は 次 の よう に 紹介 され て いる 。 


さて 、 か ね て ご 聴 の 皆さま か ら 熱 望 さ れ て お り ま し た 放送 番組 の 「 カ セッ ト 」 化 
に つい て 、 当 福 で は 何と か ご 要望 に お 応え し た いと 、 こ の 実現 の た め 各 方 面 と 折衝 し 
て まい り ま し た が 、 今 稀 係 各位 の ご 協力 に より 、 第 1 符 滑 作 が 完 子 いた し まし た 。 

第 1 六 は と くに ご 要 鹿 の 多かっ た 齋 導 林太郎 集 を 企画 東海 林 さ ん ご 出演 の 13 週 の 
中 か ら 、 そ の 想い 出 と 歌 ご ころ の エキ ス を 収録 いた し て お り ます 。 


実物 の カセ ッ ト テ ー プ に も 「 シ ン ポ 人 工業 株 式 全社 」 と の クレ ジッ ト が 入っ て お り 、 ケ ー 
ス に は 「 非 売 品 」 と の 表示 が ある 。 ま た 、 同 じ く ケ ー ス に は 、「 こ の テー プ に 収録 され た も 
の は 、 ラ ジオ 関東 抽 作 、 シ ン ボ 工業 提供 の 「 こ の 歌 あ の 人 」 よ り 再 柱 集 し て 測 作 し た も の | 
で す 。」 と の 表示 も ある 

曲目 は 次 表 の と お り で 、 各 曲目 の 合 問 に 東海 林太郎 と 宇 昇 の 会 語 が 挿入 され て いる 。 
また 、A 面 の 出だし は 、 オ リ ジ ナ ル の 8 了 斉 涼 で 「 国 境 の 町 」 が 2 番 まで 歌わ れ た 役 
ン ボ 工 業 の 会 福 定 伝 が 取 録 され で いる 。 

取 録 時 間 は 上 面 2 5 分 層 ず つ で 両面 で 8 0 分 紀 。 
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A 本 

還 EEOE2il 回 の WT 
旅 等 道 中 | 潮 底 の 導 郵 

3. | 加油 子守 唄 LE:4 

4 | 名 月 | Wo 

5. 麦 と 兵隊 人 生 衣 海 


束 放 林 玉 は 存命 中 に 当番 組 で 計 5 回 特集 きれ 、 出 尊 は 計 1 3 回 に わた る た め 、 上 体 ] 
に 第 何 回 の 放送 分 か ら 抜 逢 し て いっ た の か を 特定 する こと は 困 哉 で ある が 、 面 の 「 特 
の 帝 」 に つい て は 、 木 村 幸 の の 部分 は 、 昭 和 47 
年 月 放 直 分 か ら と っ た も の で ょ っ た 。 当 日 体 再 


ド す ぐれ ず 、 声 絡 も 蓄 れ て いる 


1 B 氏 所 蔵 


(1) で 買 介 
まで も 木村 災 個 人 か 


拉 、 滑 作 に 木村 攻 礁 が 携わっ て は いる も の の 、(1 ) の LP が 
イベ ー ト で 制作 し た SP レ コー ド 復 刻 品 と いう 体 紙 で ある 
こち ら の カセ ッ ト テ デー プ は 、 シ ン ボ 工 業 が 会 社 と し て 漠 作 し 
} で あり 、 番 組 で 使わ れ た 普 を 本 集 し た 番組 の ダイ ジェ ス 
明 際 な 制作 時 期 は 不 表 で ある が 、 前 提 中 講 二 郎 の 「 ご あい さ つ 」 の 日 人 
泰 」 と 表示 され て い 同じ 時 其 に 制 1 
た 、「 第 ヶ 答 以降 の も の が 制作 か は 不明 


昭和 49 年 
た も の と 思わ れる 。 ま 


(3) 周 晴 夫 大 い に 語る 
岡 晴 去 が 亡くな っ て 7 年 矯 の 昭和 5 2 年 、 長 年 舌 ら し た 千葉 県 市川 市 の 間 飾 人 内宮 境 内 
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1 証人 


ト の 昔 
生 


て 制作 され た エ P ィ 


し を 語っ て いる 録音 
する 機会 の 少な 2 
ま より 


発生 の 想い 
皆 標 の 前 で 、 お 
いま し ジオ 関東 様 の 折 
御 一 季 い た だ きま す よう お 願い 申し 上 げ ま す , 


ー ラ ジオ 賠 


に は 「 岡 只 夫 記念 大 建 さ 岡 博 夫 大 い 
より ー」 と クレ ジッ ト さ 


、LP レ 
東 「 あ の 唄 、 こ の 人 | 


C 氏 所 大 


は 「 ゴ ンド ラ の 唄 」 の メロ ディ ー が 流れ る の に 


日 は り で 、A 面 の 出 た 
合わ を て 、 宇井 見 に よる 「 骨 ぎ ぎ 去り し も の は 皆 美しく 、 全 が る 思い 出 は 懐か し いも の 。 人 | 
の 子 が 生き て 呪 み 越え る 義 の 誤 歌 に 果て し な く 弥 り 広げ る 命 の 踊り 。 そ し て その 陰 に は 


いつ も どこ で も 必ず 歌 が あり まし た 。 呼 び て 帰 ら ぬ 過ぎ に し 青春 の 衝 台 『 こ の 歌 あの 人 』」 


と いう ロロ 上 が 族 え られ て し 


収録 時 間 は A 面 が 1 1 分類 、B 面 が 9 分 絞 の 両 
面 

H 東京 の 花 売上 

2. | 上 双 の 補 9 造 いた か っ た ぜ 


、 メ イン は 岡 


わずか 4 曲 し か 収録 され て お ら 


取 録 時 間 が 知り 


EN 


す 鐘 


夫 と 宇 厚 の 語り に ある 。 ま た 、(2) の 東海 林 大 郎 の カセ ッ ト テ ー プ と は 異な り 、 昭 和 
4.5 年 3 月 の 第 71 回 7 2 回 の 放送 分 か ら 抜粋 し て 制作 され た も の で ある こと が 明確 で 
ある 。 
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5 お わりに 
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お わり に 


「 こ の 歌 あ の 人 」 の 了 人 記録 作成 に 当たっ て は 、 新 聞 の ラジ オ 柚 に よる と ころ が 大 きく 、 
特に 近 能 放送 の み で の 放送 と な っ た 明和 4 7 年 4 月 の 第 1 7 8 回 以降 は 郭 新 聞 の み が 婦 
み の 編 と な っ た 。 よ っ て 、 特 に この 時 基 の 放送 本 録 は 不明 な 応 が 多く 、 や む を 香 軍 の 
面積 が 大 きく な っ て し まっ た 。「 放 送 全 記録 」 と 呼 に は 得 科 いため 、 本誌 の タイ トル は 単 
に 「 放 送 録 」 と し て いる 。 


本 来 で あれ ば 、 も っ と 調査 を 進め て か ら ア ウト プッ ト す べき だ と いう 意見 も あろ う が 、 
アウ トブ ッ ト す る こと で 謎 者 の 皆 位 か ら ご 教示 いた だ ける 情報 が 多々 ある だ ろう と 思い 、 
今回 世に 出す こと と し た 。「 こ の 歌 あ の 人 」 の 放送 記 鉄 は これ で 完結 で は な く 、 あ くま で も 

「 初 上 」 と いう 位置 づけ で ある 。 こ の 番組 に 関す る 情報 を お 持ち の 方 は 、 何 座 筆 者 に ご 教 
氷原 いたい 。 


また 、 第 き 草 「 放 送 記 録 」 の 「 放 送 」 杜 は 、 主 に 中 日 新聞 と 京都 新 聞 の ラジ オ 欄 の 
記述 を 元 に し て いる が 、 こ の 記述 内 容 に 事実 衣 認 が 時 々 見 受け られ た 。 例 えば 、 第 6 9 回 
の 放送 内 容 を 記し た 昭和 4 5 年 3 月 1 0 日 付 京都 新 聞 朝 刊 の 記事 に は 、 青 拒 第 子 が 「 拓 礁 
道中 」 を 上 原 和敬 と っ た の は 昭和 1 4 年 と 記述 され て いる が 、 正 し く は この 歌 が 収録 きれ 
た レコ ー ド の 発売 年 は 昭和 13 年 で ある 。 こ の よう に 記述 誤り に 気がつい た 場合 に は 適宜 
修正 を 加え た が 、 気 が つか な いま ま の 箇所 が 多々 ある か も し れ な い 。 こ ちら に つい て も 、 
伯 府 者 に ご 指 科 腹 いた い 。 


本 鞍 作 成 に 当たっ で は 、A 氏 ・B 氏 ・C 氏 の 3 氏 か ら 綱 重 な 資 料 を ご 提供 いた だ いた 。 
AE 氏 か ら は 本 村 孝 誰 邊 中 抽 作 し 同封 @・④ の ご 提供 、 及 び 最 終 回 の 録音 音 問 を お 聞かせ 
いた だ いた 。 DB 氏 か ら は 『 わ が 粗い 出 と 内 ご ころ を 語る 不 不 の 名 歌手 東海 林太郎 』 の 
ー プ を 、C 氏 か ら は 『 剛 晴夫 大 い に 靖 る 』 の 上 P を それ ぞ れ ご 提供 いた だ い : 
3 氏 か ら の ご 協力 が な けれ ば 本 誌 は 完成 し な か っ た 。 店 ん で 感 貫 申 し 上 げ ま す 。 
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